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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　雪の記き憶おく







　柾まさ木き家けのダイニングルームには、奇き妙みような扉とびらがあった。

　二階へ続く階かい段だん下したのスペースを利り用ようした、どこにでもあるような物もの置おきの入り口である。

　木もく製せいのごくごく普ふ通つうの扉だ。

　だが、その造りは実に奇妙であった。

　二階への階段の下にはさらに地ち下かへ続く階段があり、その扉を開けても、床ゆかから約一メートルほど下に地下へと続く階段が見えるだけなのだ。

　本ほん来らいの、扉としての意い味みをなしていない。

　実に、実に奇妙な扉であった。




「え～っと、これとこれが、おじいちゃんで……」

　柾木家の門もん柱ちゆう──いや、門もん番ばん兼けん、郵ゆう便びん物ぶつの受け取りをしている阿あ重え霞かの二体のガーディアン、阿あ座ざ化かと火か美み猛だけから、一ひと抱かかえはあろうかという郵便物を受け取った砂さ沙さ美みは、手紙を丁てい寧ねいに仕し分わけしながらダイニングへと入ってきた。

　仕分けをするとは言っても、たまに天てん地ち宛あてに来る手紙を除のぞけば、柾木家に来る郵ゆう便びん物ぶつは全ぜん部ぶ、宮ぐう司じをしている勝かつ仁ひと宛の物ばかりで、当とう然ぜんのことながら地球人ではない砂沙美達に手紙など来るはずもない。

　自みずから望のぞんでここにいるのだからと納なつ得とくはしているが、砂沙美はつい先せん日じつ、久ひさ方かたぶりに会った両りよう親しんと別れたばかりであった。

　軽い寂せき寥りよう感かんが彼女の心に触ふれ、何も告つげずに通りすぎていく。

　しかし、砂沙美はその思いを顔に出すことはなく、ダイニングにある食事場の畳たたみに手紙を広げ、仕分けの続きを行った。

　頰ほほにそばかすが残っている、一いつ見けん、幼おさないように見える砂沙美だが、この地球に降おりたってからの精せい神しん的てき成せい長ちようは著いちじるしい。近くにいすぎるから、天地達にはわからないだけだ。

　一五通目の質しつ素そな白い封ふう筒とうを手に取った砂沙美の動きがふいに止まった。

「……あれ？　これ、鷲羽わしゆうお姉ちゃん宛だ」

　封筒の宛あて名なをもう一度確かく認にんする。

「……白はく眉び鷲羽様。間ま違ちがいない、鷲羽お姉ちゃん宛だ。え～っと、差さし出だし人にんは……」

「ミャア！」

　差出人を確認しようと砂沙美が封筒の裏うらに書かれている名前を見ようとしたその時、いつの間にか女の子の形けい態たいになったヒューマノイド型魎りよう皇おう鬼きが隣となりにちょこんと座すわっているのに気づいた。

「ミャァ～ン」

　何かを期き待たいするかのように、もう一声鳴なく魎皇鬼の手には、阿重霞に作ってもらったニンジンの小さなデイパックが握にぎられている。

　砂沙美はクスリと笑って手紙の束たばを魎皇鬼に差し出す。

「クスッ、じゃあ今日もお願いね、魎ちゃん」

　勝仁宛の手紙は、いつも魎皇鬼が山の上の神じん社じやまで運んでいるのだ。

　手紙の束を受け取った魎皇鬼は、いそいそと小さなデイパックに入れ、外へと飛び出して行く。

　砂沙美の仕事に限らないが、魎皇鬼は何か自分にも出で来きるお手伝いがあることが嬉うれしいらしい。

　まるで大切な宝たから物もののようにデイパックを抱かかえた魎皇鬼は、はずむような足取りで山道を駆かけて行った。

「行ってらっしゃい。気をつけるんだよ」

　魎皇鬼の後ろ姿を見送った砂沙美は、残っていた手紙を持って階段を昇のぼり始める。

「あっ！　今日は鷲羽お姉ちゃんのもあったんだっけ」

　柾木家には勝仁か天地の手紙しか来ない。いつも勝仁の手紙を魎皇鬼に頼たのんだ後は、天地宛の手紙を天地の机つくえの上に置おきに行く癖くせがついていたのだ。

　立ち止まった砂沙美は、鷲羽宛の封筒を渡しに行こうかと考える。

　そして、そう考えている自分を笑った。

「……クスッ、どっちが先でも同じだよね」

　ちょんと自分の額ひたいを小こ突づきながら、砂沙美は軽かろやかに階段を昇る。

　三階にある広い踊おどり場には、魎りよう呼こがいくつものニンジンクッションを寄よせ集めて寄りかかり、天地の父、信のぶ幸ゆきの所しよ蔵ぞうしている漫まん画がを読んでいた。

『おまえに☆チェックイン』第一七巻である。全二〇巻である作品の一七巻といえば、主しゆ人じん公こう美み智ち子こが、恋人の智とも宏ひろとの不ふ遇ぐうなる別れを体たい験けんするエピソードが描えがかれている、まさに佳か境きようであった。

　階段を上がってきた砂沙美が、魎呼の姿を見つけて声をかける。

「あっ、魎呼お姉ちゃん」

「よっ」

　漫画を読む目はそのままに、魎呼はヒョイッと手を挙あげて返へん事じをした。砂沙美に視し線せんを向けなかったのは、今読んでいるのが目め尻じりに涙なみだを浮かべてしまうほどグッとくるシーンだったからだ。零ゼロ・魎呼と融ゆう合ごうしたせいで、彼女はこの手の話に敏びん感かんに感かん情じよう移い入にゆうするようになっていた。

　そんな魎呼の態たい度どに砂沙美が気づくわけもなく、普ふ段だん通どおりに接せつする。

「ねえ、魎呼お姉ちゃん。クッション、陽に当てたいんだけど…いい？」

「ほらよ」

　間かん髪はつ入いれずに、ニンジンクッションが砂沙美めがけてが飛とんでくる。

　しかし、それは砂沙美にぶつけようとしたものではない。

　砂沙美の頭の上を通り過すぎたニンジンクッションは、風を通とおすために開あけっ放ぱなしになっている天地の部屋のドアと、その向こう側にあるサッシをも通り過ぎ、見み事ごとにベランダへと着ちやく地ちした。

　いつものように天地の机の上に手紙を置く砂沙美の後ろを、魎呼の投なげるニンジンクッションが次々と飛んで行く。いつもながら正せい確かくな魎呼のスローイングを、砂沙美は黙だまって見つめていた。

　通つう過かするニンジンクッションが途と切ぎれたのを確かく認にんした砂沙美は、魎呼にお礼れいを言おうとドアから顔を出す

「ありがとう、魎呼お姉……うわっ!!」

　タイミングを見み計はからったように飛んできたニンジンクッションが、砂沙美の顔にヒットした。

「あはははは」

　笑い声で我われに返った砂沙美は、頭の上にあるニンジンクッションを抱かかえて魎呼を睨にらむ。

「魎呼お姉ちゃん！」

　砂沙美がニンジンクッションを投なげ返そうとするより早く、マンガ本を抱えながら魎呼は床ゆか下したへと消えてゆく。彼女の特とく殊しゆ能のう力りよくの一つ、壁かべ抜ぬけである。

「……逃げられたか」

　そうつぶやいた砂沙美は、持っていたニンジンクッションをベランダに持って行き、埃ほこりをはたいて、手て摺すりに渡した二本の竹たけ棒ぼうの上に並ならべ、陽に当てる。

　あとはしばらく干ほしてから、一度ひっくり返して夕方まで置いておけば、ふかふかになるはずだ。

　ニンジンクッションの日ひ干ぼしを、砂沙美はほぼ毎日やっている。魎皇鬼は、ふかふかになった布ふ団とんに乗るのが大好きだからだ。

『魎ちゃん、喜ぶだろうな』

　嬉うれしそうにニンジンクッションと戯たわむれる魎皇鬼を想そう像ぞうした砂沙美は、魎呼のイタズラも忘れて思わず微笑ほほえむ。

　一仕事終えて砂沙美が階段を下りてきた時、ちょうど魎皇鬼も勝仁への配はい達たつを済すませて戻もどって来たところであった。

「早かったね。ご苦く労ろう様さま、魎ちゃん」

　砂沙美が上での仕事を終えて下りてくるのに約十数分しかたっていない。数か月前はよちよち歩きしかできなかった魎皇鬼も、ヒューマノイド型のままでも動どう物ぶつ形けい態たい時じに近いスピードでの移い動どうが出来るようになっていた。

「これから鷲羽お姉ちゃんにも手紙を持って行くんだけど、一いつ緒しよに行く？」

「ミャ～～～ン」

　嬉しそうにそう答える魎皇鬼の手を引いた砂沙美は、一通だけあった鷲羽宛の封筒を持ち、階段下にある扉に向かうのだった。

「鷲羽お姉ちゃん」

　軽くノックした砂沙美が当たり前のように階段下の扉を開けた。

　奇妙な風ふう景けいが砂沙美の視し界かいを覆おおう。

　二階へ続く階段の下を利用したどこにでもあるような物置の扉。

　その実じつ、二階への階段の下にはさらに地下へ続く階段があり、その扉を開けても床から約一メートルほど下に地下へと続く階段が見えるだけの、なんら役に立たない扉だ。

　しかし、砂沙美の開けた扉の向こうには、物ぶつ理り的てきにあり得えない広大な空間が広がっていたのである。

　構こう造ぞう上じよう、なんら役に立たない位置にあるこの扉こそ、銀ぎん河が最さい高こうの頭ず脳のうと呼ばれる天才科か学がく者しや、白眉鷲羽の魔ま窟くつ……いやもとい、大研究所へと続く扉なのだ。

　部屋（と呼んでいいかわからないほど広大であるが）の中央付ふ近きんに、端たん末まつを操そう作さしている鷲羽の姿があった。いつものように幾き何か学がく的てきな形を映し出しているモニターを見ながら、研究のシミュレーションだの、実じつ験けん結けつ果かの分ぶん析せきだの、経けい過か確かく認にんだの、その他にも何やら怪あやしげな実じつ験けんを行っているようである。

「何か用かい？　お昼にはまだ早いみたいだけど」

　見み事ごとなブラインドタッチで端たん末まつのキーを叩たたいている鷲羽は、モニターから目を離はなすことなく砂沙美に声をかけた。

「鷲羽お姉ちゃんにお手紙が届とどいたの」

　砂沙美は余よ計けいなことを言わずに事じ実じつだけを端たん的てきに述のべる。研究に没ぼつ頭とうしている鷲羽に話しかけるには、そういう対たい応おうをしたほうがいいと、砂沙美は経けい験けん上じよう理り解かいしていた。

「私に手紙？」

　キーボードを叩いていた手を止めて振ふり返った鷲羽は、砂沙美の差し出す封筒を不ふ思し議ぎそうに眺ながめる。

　それもそのはず、その封筒はいわゆる紙に書かれた地球製の物だったからだ。

『地球人に手紙をやり取りするような知り合いはいないはずだけど……』

　心当たりはないものの、その封筒の表には、達たつ筆ぴつな文字で『白眉鷲羽様』と書かれている。何かの間ま違ちがいか、誰だれかのいたずらか、そういう可か能のう性せいを鷲羽は即そく座ざに否ひ定ていする。今、自分のいる環かん境きようや状じよう況きようを考えれば、限かぎりなくゼロに近い可能性であった。

　唯ゆい一いつ考えられるのは、鷲羽が地球にいることを知ってわざと地球方式の古こ風ふうな手紙を出した者がいるという可能性だ。そういった酔すい狂きよう…というか、手の込んだことをしたがる知人なら、鷲羽は数え切れないほど心当たりがある。

　封筒を裏うら返がえして差出人の名前を見る。

「……正木…かすみ？　……誰だろう？」

　鷲羽は、封筒に書かれている名前が樹じゆ雷らい側がわの人間であると理り解かいしたものの、その人物に心当たりはなかった。

　だがある意味それは当とう然ぜんである。

　地球で起こっていることは樹雷の情じよう報ほう管かん理り下かにあり、それを他国の情報部がキャッチ出来ている可能性はほとんどない。現げんに樹雷皇と二人の皇おう妃ひが地球に来たことすら外には漏もれてないのだ。

「文字は違うけど同じ『まさき』ってところを見ると天地殿のお知り合いかな？」

「あっ！　きっと太た老ろうちゃんのお母さんの名前だよ！」

　声をあげたのは砂沙美だった。

「──!!」

　太老という名前を聞いた途と端たん、いつも冷れい静せいな鷲羽らしくない、驚おどろきと動どう揺ようが入り交まじった目を砂沙美に向ける。

「間違いないよ。正木っておばちゃんの名みよう字じだもの」

　鷲羽の隣に来て、封筒の差出人の名前を覗のぞき込んだ砂沙美が自じ信しんたっぷりに言う。

「太老ちゃんの…お母さん？」

　太老の母、かすみは天地の又また従い兄と弟こにあたる女性である。そのかすみが数か月前に急な病で入院した時に、柾木家で太老を一時預あずかっていたことがあるのだ。
















　赤ん坊の扱あつかいになれていない魎呼や天地達に代かわって、鷲羽が太老の面めん倒どうを見たのだが……それは彼女にちょっぴり切せつない過か去こを思い出させることとなった。

　砂沙美の言う通り、手紙の主ぬしが太老の母親ならば、鷲羽宛に送られて来たのも納なつ得とくがいく。

　多た分ぶんこの手紙は、お礼れい状じようなのだろう。

「ミャウ……ミャウ～～ン」

　だがここにもう一人（？）太老の名前に動どう揺ようを見せる者がいた。

　魎皇鬼である。

　柾木家で太老を預かっていた時に、おもちゃにされた恐こわい記き憶おくがよみがえったのか、魎皇鬼はその名が砂沙美の口から出た途と端たん、おもわず猫ねこうさぎの姿に戻もどっていた。砂沙美の肩かたの影かげに隠かくれるようにしがみついた魎皇鬼は、緊きん張ちようで身を固くしている。

　砂沙美は床に落ちたデイパックを拾ひろいながら、肩口にしがみつく魎皇鬼の頭を優しく撫なで、安心させるように優しい言葉をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、魎ちゃん」

「ミャア」

　ポンと魎皇鬼がヒューマノイドに戻った。

　そんな砂沙美と魎皇鬼に、鷲羽が穏おだやかな笑みを向ける。

「……手紙、ありがとう、砂沙美ちゃん。後でゆっくり読ませてもらうよ」

「え？　……う、うん」

　砂沙美も太老のことについては気になっていた。

　あの時は砂沙美自じ身しん、いろいろな悩なやみ事ごとが重なってしまい、太老の面倒を見ることが出来なかったからだ。

　だから太老の母からきた手紙の内容に、非ひ常じように興きよう味みがあった。

　しかし、鷲羽宛の手紙を砂沙美の方から見せてくれと言う訳わけにはいかず、後うしろ髪がみを引かれつつも砂沙美は明るく鷲羽に言う。

「お昼ご飯はんが出来たら呼よぶね」

　砂沙美は魎皇鬼の手を取って、部屋を出ようとする。

　が、魎皇鬼は身体からだを固くして動かない。

　何かを期待するような眼差しを、鷲羽に向けている。

「魎ちゃん？」

　封筒を見つめていた鷲羽は、魎皇鬼がなぜそうしたかを理り解かいし、彼女の頭を撫でながら優しく言った。

「ありがとう、魎皇鬼。これからも頼たのむわね」

「ミャ～ン」




　砂沙美と魎皇鬼が部屋を出たのを確かく認にんした鷲羽は、持っていた封筒を両手でつかむ。

　が、彼女の手はそこで止まってしまった。

「…………」

　封ふうを開けようとする訳わけではなく、鷲羽は封筒をじっと眺め続けた。

　長い沈ちん黙もくの時間が過すぎていく。

　やがて、目を閉とじて大きく息を吐はき出した鷲羽は、手紙を持って立ち上がると、先ほど砂沙美が入って来た柾木家へと続くものとは別の扉へと歩き出した。

　音もなく扉が開き、そこから吹ふき込んだ風が、わずかに鷲羽の髪かみを揺ゆらす。

　扉の向こうに広がっているのは、多くの木々に囲かこまれた公園のような風ふう景けいであった。

　普通に植うえられている木々とは別に、いろいろなタイプの植物達が大小さまざまなケースに入れられ、そこかしこに配はい置ちされている。

　公園というより、巨大な植物園といったほうが正しいか。

　扉を抜けた鷲羽は、軽く地面を蹴けった。

　地上からほんの数十センチくらいであろうか、スキップでもしているのだろうと思わせるような何なに気げなさで、跳ちよう躍やくした鷲羽は地面に落ちることなく、空中を飛ひ翔しようしていた。

　鷲羽は飛べるのだ。

　魎呼と同じように、機き械かい的てきなものを使わずに空くう中ちゆう浮ふ揚ようが出来るのである。まあ、魎呼の母であれば当たり前といえば当たり前なのだが、普ふ段だん、鷲羽はこの能力を使わないようにしていた。

　といっても大した理り由ゆうがあるわけではない、歩くのが好きなだけだ。

『気持ちいいし、健けん康こうにもいい』

　実じつ際さい、鷲羽も天地達に飛んだところを見せたことがない。今ここに天地達がいれば口をあんぐりと開けて驚おどろいただろう。

『ま、それはそれで、見てみたいけど』

　驚く天地の顔を想像した鷲羽は、クスリと笑いながら木々の間を縫ぬうように飛ぶ。

　今から彼女が行こうとしている場所は、歩くにはかなり距きよ離りがある。

　柾木家へと続く扉を使えば、その場所へは瞬しゆん時じに行けるのだが、今日はその場所に行くまでにちょっとした間がほしかった。

　手紙を読むために必要な、ちょっとしたきっかけを得えるために、その移い動どうの距離と時間を、鷲羽は必ひつ要ようとしたのだ。

　植物園をたっぷり数キロは移動した鷲羽の前方に、小さな建たて物ものが見えてきた。

　鷲羽を迎むかえ入れるように、建物の扉が自動的に開く。

　瞬時に景色けしきが一変した。

　床を除のぞく全ての壁かべ、いや、窓まどと言うべきものに映っているのは漆しつ黒こくの闇やみ。

　宇う宙ちゆうであった。

　初めてこの部屋に入った人間は、いきなり宇宙空間に放り出された気分を味わって、絶ぜつ叫きようすることだろう。

　無む重じゆう力りよく空くう間かんを漂ただようように建物の中に入った鷲羽の眼前に、彼女を取り囲むように並べられた五つの惑わく星せいが見えていた。

　鷲羽が入った建物は、実は大型の軌き道どうエレベーターであり、鷲羽の研けん究きゆう所じよは宇宙に浮かぶ大型の人じん工こう衛えい星せいステーションなのだ。

　鷲羽の研究所といわれるものは、先ほどまでいた大型の研究衛星を中心に、異ことなったタイプの五つの惑わく星せいから構こう成せいされている。亜あ空くう間かんに固こ定ていされているというのではなく、銀河のどこかにある恒こう星せい系けいの周りを回っているのである。

　膨ぼう大だいなエネルギーによって柾木家のドアと鷲羽の研究所は繫つながっているのだ。




　鷲羽の持つ五つの惑星の一つに、天てん文もん台だいがあった。

　そんなに大きくもないし、設せつ備びも整ととのっていないこの天文台は、鷲羽が昔むかし住んでいた家を複製レプリカした物だ。

　研究室を出て一時間後、天文台の中の古く雑ざつ多たな室しつ内ないに鷲羽は居いた。

　年ねん代だい物もののロッキングチェアの上で身体からだを揺ゆらしている。

　一人で考え事ごとをしたい時、彼女は必ずここに来る。

　そして、二万年もの膨ぼう大だいな過か去こと邂かい逅こうするのだ。

　鷲羽の視し線せんの先には、幾いくつかの写真が額がく縁ぶちに入れられて飾かざられているドレッサーがあった。その中の一つの写真から鷲羽の視線がはずれることはない。

　写真には、鷲羽と同じ大きな緑色の目をした赤ちゃんが写っていた。

　こちらを見て無む邪じや気きに笑うその目は、まるで鷲羽を見つめているようだ。

「やれやれ……私としたことが……まったく……」

　太老との別れの時を思い出し、鷲羽は一人恥はずかしさに身もだえをする。

　他人には絶ぜつ対たい見せられない光景だ。

　だがそれに近いものをあの時、天地に見せてしまった。

『まだその時じ期きじゃない』

　天地に答えを出させるにはまだ早い。

　物もの事ごとには順じゆん番ばんがある。

　魎呼も、阿重霞も、砂沙美も、美み星ほしも……。

『クスッ…魎皇鬼も……かな。それともまだいるか？』

　ロッキングチェアに揺られながら、鷲羽は先ほど受け取った封筒から便びん箋せんを取り出す。

　それは『拝はい啓けい　白眉鷲羽様』の書き出しから始まり、お礼と感かん謝しやの言葉に続き、その後の太老の様よう子すが記されていた。

　丁てい寧ねいではあるが最さい低てい限げんの、要よう点てんのみが書かれた手紙だ。

　子供を預かってもらったことが、大してありがたくないのでは？　そう、思わせるような、一見してただの儀ぎ礼れい的てきな手紙とも思えるような簡かん素そな物ではあるが、その実じつこの手紙には一つ重じゆう要ような意味が含ふくまれていることに鷲羽は気付いていた。

　ある見み慣なれた書しよ式しき──太老の母親からの手紙は銀河アカデミーで使われているレポート書式だったのである。

「……ふう～～ん、なるほどそういうことか。彼女も天地殿の一族。迂う闊かつだったな、考えてみれば当たり前のことだったのに……ん？」

　最後の追つい伸しんの所に『天地ちゃんにはご内ない密みつに』と書かれている。

「ふ～～ん。天地殿には内ない緒しよ…ね」

　感かん慨がい深ぶかげにそうつぶやいた鷲羽は、同どう封ふうされていた太老と両親との幸せそうな写真を見つめ、ドレッサーの上に飾かざられている写真と比べるように掲かかげた。

　二つの写真の距離が運命であり、時間であるのか。

「よかったね…太老ちゃん」

　手紙をしまいかけたその時、何ど処こからともなく砂沙美の声が室内に響ひびく。

「鷲羽お姉ちゃん、ご飯だよ」

「わかった、すぐ行くよ」

　先ほど見てきたように鷲羽の研究所は膨大な広さを持っている。大たい抵ていは宇宙ステーションにある居い間までシミュレーションによる研究をしているのだが、それ以外の場所にも定てい期き的てきに巡じゆん回かいを行っている。

　そんな時に鷲羽をこの広大な空間から捜さがし出せるわけなどない。そのために直ちよく通つうインターホンを柾木家側のドアにつけているのだ。知らない人間が迂闊に立ち入ると危険な場所が多いからだが、やはり最も大きな理由は、あの美星対たい策さくである。

　そう警けい戒かいするだけの理由が、彼女にはあった。




　鷲羽が柾木家の居間にやって来た時には、美星を除のぞいた全員が席に着ついていた。

「遅おそかったね、鷲羽お姉ちゃん」

「やー、ごめんごめん。ちょいヤボ用があってね～」

　遅おくれたことを砂沙美に謝あやまった鷲羽が席に着くと、ほぼ同時に、彼女がたった今出て来た扉から美星が現あらわれる。

「あっ、鷲羽さん何ど処こへ行ってらしたんですか？」

　そう言いながらそれ以上、鷲羽に何かを尋たずねるでもなく自分の席に着く美星を、複ふく雑ざつな表情で砂沙美は見ていた。

　砂沙美は研究所にいる鷲羽を呼ぶときには絶ぜつ対たい、美星には頼たのまない。

『偶ぐう然ぜんの天才』と呼よばれる美星の偶然は、最さい終しゆう的てきには必ず良い結けつ果かを生む。

　しかし問題はその過か程ていだ。

　鷲羽に対しては何な故ぜか『混こん乱らんと破は壊かい』の形で現れることが多いのである。

　どんなに結果が良かろうと、その過程の混乱の収しゆう拾しゆうの手て間まを考えればむしろ『ありがた迷めい惑わく』的なものに近いのだ。

　むろん本人なりに気を付けているので、触さわるもの全てをその偶然の猛もう威いにさらす訳わけではない。

　が、時々フッと気の抜ける『逢おう魔まが刻とき』とも言うべき瞬しゆん間かんがある。

　すると、まず確かく実じつに、美星が原げん因いんで何かが壊こわれ、何かが暴ぼう走そうするのだ。

　偶然の猛威もこれが柾木家内部ならさほど問題にはならない。阿重霞が意い味みなく池に落ちるとか、魎呼の頭に何か落ちてくるとか、天地が収しゆう穫かくしたニンジンが一キロほど坂を転げ落ちて行くとか、魎皇鬼のしっぽが踏ふまれる、食しよつ器きが壊れる、水道の蛇じや口ぐちが壊れる、シャトルの落らつ下かで柾木家が水みず浸びたしになる…と、まあ他にも色々あるが、せいぜいコメディにありがちなお約やく束そくギャグ程てい度どである。

　しかし、それが鷲羽の研究所で起こったら「しょうがない」では済すまされない。

　美星に鷲羽を呼びに行かせるなどという──まさに火か薬やく庫この中でたき火をして焼やき芋いもを作る行こう為いと同どう義ぎ語ご的てきなことを砂沙美がするはずがない。

　だが困こまったことに、美星は誰かに何か言われなければ、何もしないタイプの人間ではなかった。今も気を利きかせて自じ主しゆ的てきに鷲羽を呼びに行ったのだ。

　そんな心配そうな砂沙美に気付いた鷲羽は、大丈夫だよと言わんばかりに、穏おだやかな笑みを彼女に向ける。

　ほっとした砂沙美がご飯をよそい始めた。

「……美星殿。あんた、何処を捜さがしてたの？」

　鷲羽も今いま更さら手て遅おくれなのはわかっているが、一いち応おう聞く。

「え～っと……まず…」

「手て短みじかにね」

　思い出したように鷲羽が一言付け加える。こう言わないと面めん倒どうなことになるのだ。

「はい。え～っと……暗い所や明るい所、暑いところや……寒い所もありました。あっ、ありがとう、砂沙美ちゃん」

　砂沙美にお椀わんを差し出されて、美星の思し考こうが止まった。

　ナイスなサポートだと、鷲羽は心の中で感かん謝しやする。

　聞くだけ無む駄だだった。美星の答えはいつも同じなのだから。

　まあいい、対美星用の新型セキュリティーシステムを取りつけたばかりだったので、良いテストだと思って鷲羽はあきらめることにした。

　いずれ美星が何をやったのかわかるだろうし、これを繰くり返していれば、いずれ完全な対美星用セキュリティーシステムが完かん成せいするだろう。

『偶然の天才』に対たい応おう出来るシステム──それは完かん璧ぺきを意味していた。

『ベストセラー間違いないわね』

　いろいろな人間がそれを欲しがるだろう。だが札さつ束たば握にぎりしめて真っ先にすっ飛んで来るのは……。

『ＧＰギヤラクシーポリスだろうな』




　食事が済むと、天地達は各かく人じんそれぞれ思い思いに食休みをとる。

　早々に研究所に引っ込んだ鷲羽は、服を着き替がえ、植物標ひよう本ほんの採さい集しゆうに出で掛かける格かつ好こうで出てくると、そのまま台所で後片づけをしている砂沙美のところへ向かう。

「砂沙美ちゃん、これ…さっき来た手紙に入っていたの」

　手紙のことを気にしていたのに気付いていた鷲羽は、両親と写っている太老の写真を砂沙美に渡した。

「みんな元気だってさ。太老ちゃんのお母さんも、もう元気になったからおばさまもすぐに戻られるそうだから」

「本当？　よかった」

　砂沙美が嬉うれしそうな笑顔を向ける。

「その写真、みんなに見せてあげて。私はこれから出かけるからさ」

「でも、なんだか雨が降ふりそうだよ」

　砂沙美が窓の向こうを見ると、いつの間にか空にどんよりと雲が立ちこめていた。

「今日は一日中、晴れてるはずなんだけどね……まあ大丈夫だよ」

　砂沙美に軽く手を振ふった鷲羽は、台所を出て玄げん関かんへと向かう。

「標本の採集ですか？」

　玄関から出ようとした鷲羽に話しかけたのは、二階から下りてきた天地であった。

「……ああ、ちょっとね」

　平へい静せいを装よそおって鷲羽が答える。内心では先ほどの手紙や写真、太老との別れ、天地へ言おうとした言葉を思い出し、赤せき面めんしそうになるのを抑おさえるのに必ひつ死しなのだ。

「どうしたんですか？」

「ううん、なんでもないよ」

　逃げるようにして玄関のドアを開けると、春にしては冷たい風が吹ふき込んで来た。

「まるで冬に戻ったみたいだね、鷲羽…さん」

　太老を見送ったあの時から天地は時々、鷲羽を「ちゃん」付けではなく「さん」付けで呼ぶ。

　あの時見た鷲羽の涙なみだと大人おとなの姿すがたがそう言わせているのだ。

　鷲羽もそれにはあえて何も言わない。

　彼女にとって、今や天地は過か去こではなく、未来そのものなのだ。

「そんな格好で大丈夫ですか？」

「大丈夫だって、すぐ帰って来るし」

　単たん純じゆんに二人の外見と会話の内ない容ようだけ見れば、妹の心しん配ぱいをする兄といった感じであろう。

　しかし鷲羽の口く調ちようは、留る守す番ばんの不安を訴うつたえる息子むすこに対する母親のごとき慈じ愛あいに満みちたものであった。

「…………」

　天地もそう感じたのであろう、少し顔を赤らめ、鷲羽から視し線せんをそらす。

「じゃあ行ってくるよ。天地殿」

　天地に優しく声をかけると、鷲羽は家を出て山の方へと歩いて行く。

　しばらく鷲羽の後ろ姿を見送っていた天地は、だんだんと寒くなる空気に身を震ふるわせ、空を見上げる。

　ちろりと冷たく白いものが舞まい落ち、天地の頰ほほの熱を受けて水すい滴てきとなった。

「……雪だ」

　次し第だいに数を増ましていく雪をしばし眺めていた天地は、はたと気付いて鷲羽が歩いていった方向を見つめる。

「鷲羽さん、雪が……」

　しかし、そこに鷲羽の姿はなかった。

　まるで、雪の中に溶とけていくかのように──。




「ずいぶん降り出しましたわね」

「こんなに積つもるなんて珍めずらしいな」

　阿重霞と天地が降り続ける雪を見つめながらつぶやく。

　柾木家のある岡山の南の方では、雪は降っても積もることはほとんどない。せいぜい次の日には溶けてなくなる程度である。

「鷲羽お姉ちゃん…大丈夫かな？」

　取り込んだ洗せん濯たく物ものを畳たたみながら砂沙美が言う。

　怒ど濤とうのクライマックスを迎むかえている『おまえに☆チェックイン』第一九巻を読み終えた魎呼が目を潤うるませながら毒どくづく。

「大丈夫だって。あんな冷れい血けつ女おんな、この雪を鷲羽が降らせてるって言われたって、あたしゃ驚かないね」

「それじゃあ、雪女だって……」

　天地が呆あきれたように言った。

「ほんと、さすが魎呼さんのお母様ね」

　なにげに阿重霞がチャチャを入れ、瞬しゆん間かん的てきに魎呼も反はん応のうし、二人の視線の間の酸さん素そが急きゆう激げきに失われていく。

　もう『パブロフの犬』状じよう態たいの二人である。

　巻き込まれないようお茶とお菓か子しを持って、砂沙美と天地がソファの方へ向かう。

　そこにいた美星が、天地の持っていたお菓子箱からお煎せん餅べいをもらい、口に頰ほお張ばりながら天地に尋たずねる。

「へんひはん、へひほんはってはんへふ？」

「食べてから言ってください」

　ゴックン。

「天地さん、雪女って何です？」

「え、ああ。……雪女というのは、おとぎ話に出てくる、雪山に住む、冬の妖よう怪かいのことですよ。雪や氷といった冷れい気きを操あやつるんです」

　天地は雪女についてかいつまんで話す。といっても、天地もあまり詳くわしい方ではないので、所ところ々どころ脚きやく色しよくが入れられたが、砂沙美と美星は地球のおとぎ話が珍しいのか、最後まで話を聞いた。

「へえ、面おも白しろいですね。うちの星にもそんな話があるんですよ」

「本当、美星お姉ちゃん」

「作り話に決まってるだろ」

　いつの間にか阿重霞とのにらみ合いをやめた魎呼が、天地達の上に浮うかんでいた。

　そして一人取り残された阿重霞はちょっとムッとした表情で魎呼を見ていたが、すぐさまあきらめたように話の輪わの中に入る。

「いい加か減げんなこと言うんじゃねぇぞ、美星」

「え～～っ。でも、ひいお祖ば母あ様さまは子供の頃ころ見たって…おっしゃってましたしぃ」

　魎呼に睨にらまれた美星が身体からだを後ろにズラす。

「本当かよ？」

「……多た分ぶん」

　そんな二人の間に割わって入ったのは砂沙美と魎皇鬼だ。

「ねえ、美星お姉ちゃん。雪女さんの話を聞かせて。魎ちゃんも、聞きたいよね？」

「ミャアーン」

「俺おれも、聞いてみたいな」

　天地がそう言ったことで、全員で美星の話を聞くことになった。

　どのみち外は雪が降っていて畑仕事も出来ないし、薄うす暗ぐらくなった天気は、ちょっと怖い話をするには絶ぜつ好こうのロケーションと言える。

「え～～、それでは……」

「ちょっと待った」

　話そうとした美星を止めたのは魎呼だ。

「あら、魎呼さん、怖いんですの？」

　チャチャを入れる阿重霞に目もくれず、カーテンを閉しめ、更さらに舞ぶ台たい演えん出しゆつを盛もり上げるために、魎呼はローソクに火を付つけて傍かたわらに酒さか瓶びんを置いた。

「これで準じゆん備びＯＫ。始めろよ、美星」

「ちょ、ちょっと、魎呼さん。別に、怪かい談だん話ばなしをするわけじゃないんですけど……」

　天地の親しん戚せきの温泉宿で巻き込まれた幽ゆう霊れい騒そう動どうの時を思い出したのか、美星はちょっと情けなさそうな嫌いやそうな顔で魎呼を見る。

　あの時、美星は恐きよう怖ふで気き絶ぜつしてしまったほどだから、嫌がるのも当とう然ぜんである。

「いいから。とっとと始めろよ」

「…は、はい」

　美星は小さな咳せき払ばらいをすると、ちょっとした間をあけ、静かに話し始める。

「私の生まれた『世せ二に我わ』は、赤せき道どうの近くでさえ一年のほぼ半分を雪が覆おおっている星なんです……」

　その声は低く、そして緩かん急きゆうをうまく使いわけられていた。

　普ふ段だんの美星からはちょっと考えられない、怪談話の雰ふん囲い気きにぴったりハマった語り口く調ちようである。人一倍恐がりのくせに、みんなが集まっていると何だかんだと言いつつもその輪わに加わる。それは美星も例れい外がいではない。

「ひいお祖ば母あ様さまには、両親の再さい婚こんで出で来きた半年違ちがいの義理のお兄さんがいたそうです。大人になってその人と結けつ婚こんして、それから私のお祖母様を生んで、えっとそれから……」

「馬ば鹿か。おまえの家族構こう成せいなんかどうでもいい。さっさと雪女の話をしろ！」

　すでに酔よっぱらっている魎呼が怒ど鳴なる。

「ご、ごめんなさ～～い」

　ここら辺の丁てい寧ねいなところと間ま抜ぬけさ加か減げんがいかにも美星らしい。

「……え～っと。それで私が今から言うお話は、ひい御お祖じ父い様さまが五歳、ひいお祖母様が、四歳の時で……」

　淡たん々たんと語る美星の言葉を天地達は黙だまって聞いた。

　雪が、降ふり続けていた。




　そこはかなり大きな古い調ちよう度ど品ひんのある、いかにも旧きゆう家かの豪ごう邸ていの一室といった感じの部屋であった。

　重じゆう厚こうなインテリア類るいは一見、質しつ素そできらびやかな物ではないものの、そこに使われている素そ材ざいは知った者が見ればその贅ぜい沢たくさに目を見み張はる物ばかりである。

　調度品と部屋の雰ふん囲い気きはかなり渋しぶい物だが、そこにある靴くつや服、おもちゃ類がその部屋の持ち主が大人おとなではなく、子供であると教えていた。

　部屋の中央にある大きなベッドで眠っている少女がそうである。茶色い肌はだに金きん髪ぱつ、瞳ひとみはブルーの可愛かわいらしい少女であった。

　彼女は風か邪ぜをひいているらしく時とき折おり、苦しそうに咳せきをしていた。

　そしてその傍そばには看かん病びようをしているのであろう、母親らしい女性が椅い子すに座すわり、手て慣なれた手つきで編あみ物をしていた。

　コンコン。

　控ひかえめなノックの音に気付いた母親は、顔を上げて扉とびらの方を見る。

「どうぞ」

　彼女の声が聞こえたのか、分ぶ厚あつい木のドアがゆっくりと開く。

　そこから顔を覗のぞかせたのは、二人とは違ちがう白い肌に緑色の瞳の少年であった。

「あら、どうしたの？」

「母様……光み雪ゆきは？」

　この女性と、彼女を母と呼ぶ少年とが本当の親子でないのは、外見からも一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。強しいて似にている所があるとすれば美しい金髪だけだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、熱もだいぶ下がったし、後二、三日すれば元気になるわ」

　優しげな目で母親が少年を見つめる。

「お兄ちゃま……」

　すがるように自分を見つめている少女に気付いた少年が近づこうとすると、母親が手を上げて制せいした。

「ダメよ！　ここであなたにうつっちゃったら、またしばらく遊べなくなるわよ」

「……うん」

　うつむく少年を見た母親は微笑ほほえみながら諭さとす。

「もう遅おそいわ、早くお休みなさい」

「……はい、お休みなさい。母様。早く元気になるんだよ、光雪」

　ドアを閉めようとするが、ふと何かを感じ窓の外に目をやる。

「──!!」

　窓の外に一いつ瞬しゆんだが、人ひと影かげが見えた。

「どうしたの？」

「……窓の外に誰だれかいたような……」

　少年がそう言うやいなや、母親は素す早ばやい動きで少年の指さす窓に向かう。

　子供に恐怖心を与えない程てい度どだが、明らかに何らかの軍ぐん事じ的てき訓くん練れんを受けた身のこなしで母親は窓の陰かげから外を窺うかがい、かつセキュリティーシステムの確かく認にんも行った。

　この家はこの国でも有ゆう数すうの…いや、最さい高こう権けん力りよく者しやと言ってもいい家いえ柄がらの屋や敷しきで、当然、幾いく重えにも厳げん戒かいな警けい備びシステムが採とられている。

　なんら警けい報ほうも鳴ならない今、侵しん入にゆう者しやがここまで入り込んでいるはずはない……が、明らかに母親は何かを警けい戒かいしていた。

　セキュリティーシステムに異い常じようがないことを確認した母親は、視し線せんを窓から外して少年に振ふり向く。

「……大丈夫、何もいないわ。……きっと雪の精せいよ、あなた達の姿が見えないんで見に来たのよ。だから早く元気にならなくちゃね」

　母親の暖あたたかな声を聞き、少年の不安な気持ちは払ふつ拭しよくされた。

「うん、そうだね。……おやすみなさい、光雪。おやすみなさい、母様」

　お休みの挨あい拶さつをして少年が部屋から出ていくのを見み届とどけた母親は、再び少女の傍に腰こしを下ろす。

　少女の顔は悲しみに彩いろどられている。少年が去さっていったのが寂さびしいのだ。

「風邪が治れば、また遊べるわ」

　母親の言葉に、少女は泣きそうな顔で頷うなずく。

「ふ～ん、そんなにお兄ちゃんのこと、好きなの？」

　ちょっと意い地じ悪わるそうな、からかうような口調で母親が少女に尋たずねる。親子ではなく女友達に言うような口調だ。

「あのね、私ね……。大きくなったらお兄ちゃまのお嫁よめさんになりたいの」

　少女はふとんに半分顔を隠かくしながら恥はずかしそうに話すと、そのまま頭までふとんを被かぶってしまった。

「そう……そうね、なれるといいわね」

　つぶやくように言う母親は、どこか悲しげであった。

　窓から外を見ると、雪のやむ気け配はいはない。

　降り続いている。

　全てを覆おおい隠かくすような真っ白な雪が──。




　翌よく日じつ、この季き節せつには珍めずらしく雪が止やんでいた。

　降り積つもった雪に反はん射しやした陽ひの光は、まるで踊おどっているような美しさがあった。

　自室のベッドの上で、少女がその美しい景色けしきを見つめている。

　昨日きのう、早めに眠ったせいで、かなり早い時間に起きてしまった少女は退たい屈くつを持て余あまし、多少元気になった身体からだを起こした。

　ふと窓から外の景色を見ると、真っ白な雪景色の中を走っていく人影がある。

　少年が凍こおった雪の上でボール遊びをしていたのだ。

「お兄ちゃま……ずるい……」

　後を追いかけようとベッドから降りようとする少女であったが、母親の困ったような顔を想そう像ぞうし、黙って少年の姿を目で追い続ける。

　少年がとても楽しそうにしていることが、遠とお目めでも少女にはわかった。

　久しぶりに外に出られたこともそうだが、少女と一いつ緒しよだと思いっきり走れなくて悶もん々もんとしていたのだろう、少年は夢む中ちゆうになってボールを追いかけている。

　もっと遠くにボールを蹴けれる。もっと早く走れる。もっと、もっと。

「お兄ちゃま……」

　どんどん遠くに行く少年を見て、ふと少女の中に言いようのない不安が広がる。

　このまま、どこかに行ってしまいそうで。

　このまま、雪の中に消えてしまいそうで。

　少年はボールを大きく高く蹴った。

　青空の中で大きく弧こを描えがくボールを見上げながら少年が追いかけていく。

「…………あ」

　突とつ然ぜん発はつ生せいした地じ走ばしり（雪上に発生する風が雪を巻き上げながら吹き渡りまるで大きな蛇へびが這はっているかのように見えるもの）に入り込んだ少年が立ち止まった。

　身体に巻き付いてくるような地走りに、少年が翻ほん弄ろうされる。

　わずか数秒で地走りは通り過すぎ、少年が閉じていた目を開けると、いつの間にか、地面に落ちたボールが近くに転がっている。

　取りに行こうとした少年は、ボールの傍らに一人の女性が立っているのに気付いた。

『──!!』

　少年が警戒するよう身を固くする。当然だ、見晴らしの良い雪原に忽こつ然ぜんと女性が現あらわれたのだから。

『逃げなくちゃ』

　本ほん能のう的てきに少年はそう思った。

　ここ一いつ帯たいは見渡す限り彼の家の敷しき地ちである。彼の見知らぬ者が、案あん内ないの衛えい兵へいも伴ともなわずに一人でいる筈はずがない。

　権力者の家に生まれた以上、何らかの目的で近付く者、特に害がい意いを持って近付く者がいることを認にん識しきするのは、ごくあたり前に家庭のしつけの中にあった。

　こういう場合どうするか幼おさない彼でも知っていた。

『ガーディアンシステムを起き動どうさせて……そして、そして……』

　考えながらも、少年は動かない。

　ただ、その女性の目を見つめるだけであった。

　黒い服に印いん象しよう的てきな真っ赤な髪かみ、そして人間離ばなれした美び貌ぼう……しかし何より少年を惹ひきつけたのは少年と同じ緑色した目だ。

　恐怖は感じなかった。

　いや、それどころか、少年は女性に懐なつかしささえ感じていた。

『知ってる。この人を、知ってる……』

　何な故ぜかそう感じた。

　足下にあったボールを拾ひろい、女性は少年に近付いてくる。

「これ、坊ぼうやのでしょう？」

　思わず震ふるえた。

　何故か目頭に熱いものを感じさせる、心を震わせる凛りんとした女性の声に。

　身体を少しでも動かしたら、本当に涙なみだが零こぼれていたかもしれない。少年は、女性が目の前にやってくるまで一歩たりとも動けなかった。

　穏おだやかな笑みを浮かべながら、女性は持っていたボールを差し出し、少年は女性の目をじっと見つめたまま、彼女からボールを受け取る。

「ありがとう…ございます」

　絞しぼり出すようにそれだけ言うと、憑つき物が落ちたかのように、少年を縛しばっていた緊きん張ちようが消えた。

　ボールを受け取る時、かすかに手が触ふれ合ったからなのか。

　女性を見つめる少年の表情に驚きは残っていたが、警戒はもうなかった。

　見つめ合う少年と女性を、少し離れた茂しげみの影から見つめる目があった。ベッドを抜け出してきた少女だ。

　少年と見知らぬ女性の姿を見た時、彼女は何故か声をかけることが出来なかった。

　少女の母親は少年に対し、少女となんら変わりなく接せつしていたが、幼い彼女から見ても二人の関係には目には見えない微び妙みような違い和わ感かんがあった。

　しかし今、目の前にいる女性と少年はごく自然にそこにいる。

　もともと一つであったと言わんばかりに。

『……あの人、雪女だ』

　何ど処こか人間離れした雰囲気を持つ女性を見て、少女は母親から寝ね物もの語がたりに聞かされた雪女の話を思い出していた。

　子供が死んだショックで雪山に消えた美しき女の話。肉体はなくなって魂たましいだけの存そん在ざいとなってまで、もういない我わが子を捜さがし続け、子供が一人で遊んでいると、我が子と思って連れて行ってしまうという、悲しい女の聖せい霊れいの話。

　少女のいる場所からは二人の話の内ない容ようは聞き取れないが、二人が楽しそうに話しているのはわかる。

　少女は二人をただ見つめているだけであった。

『……!?』

　ふと、その場の空気が変わったことに少女は気付く。

　風の音も木々のざわめく音もまったく聞こえない。無む音おんの静せい寂じやくが辺りを包つつんでいた。

　女性はゆっくり少年に手を差し伸のべる。

　その女性が手を差し伸べても、少年は何の抵てい抗こうも感じなかった。その人と何を話したかも定かではない、ただ差し伸べられた手を取りたい…そう強く感じていた。

　そして少年は、自然とその手を取ろうと手を伸ばす。

『行っちゃう……雪女がお兄ちゃまを……』

　そう少女は直ちよつ感かんした。

　兄を呼よび止めようとするが、声が出ない。

　まるで少年と女性以外、時が止められたかのように──。

『連れて行かれちゃう』

　しかしどんなに焦あせろうとも指一本動かすことは出来なかった。悲しさで目に涙が滲にじんでくる。

『連れて…行かれちゃう。連れて行かれちゃう……』

　女性と兄の手が触ふれようとしたその時、彼女の頰ほほに暖あたたかな涙が伝つたう。




「お兄ちゃま!!」




　その刹せつ那な、凍り付いていた時が動き出した。

「──!?」

　少年は少女の叫び声に我われに返る。女性の手をとりたいという欲よつ求きゆうも消え、ただ呼ばれるままに振ふり向いた。

　振り向いた先には、寝ね巻まきの上にショールを羽は織おっただけの少女が立っていた。

「光雪！」

　驚いた少年が少女に向かって駆かけ出す。

「お兄ちゃま」

「まだ寝てなくっちゃダメだって、母様に言われたろ」

　そう言うと少年は甲か斐い甲が斐いしく自分のマントを少女にかける。

「お兄ちゃま！」

　少年を行かせまいとしがみつく少女は、『少年を渡さない』とばかりに強い意い志しを込こめた瞳を女性に向ける。

『──!!』

　だが、その時だ。少女は、女性の深い悲しみに満みちた目に気付く。

　そのあまりに悲しげな目は、少女の中であれほど激はげしく渦うず巻まいていた怒いかりを完かん全ぜんに消し去さっていた。

『……ご、ごめ……』

　少女の中で激はげしい自じ責せきの念ねんがこみあげて来る。

『…ご…ごめ………』

　必ひつ死しで言おうとしても言葉にならない。

「光雪様！　光雪様!!」

　いなくなった光雪を探しに来たのであろう衛兵が駆けつけ、不ふ審しん者しやである女性から少年たちを庇かばうようにして銃じゆうをつきつけた。

　女性は二人の衛兵に銃を突きつけられても、平へい然ぜんと少年と少女を見つめている。

　少年にすがりついたまま少女は女性から目をそらすことが出来ない。

「……ごめんなさい……」

　涙でくしゃくしゃになった顔で少女は涙声でつぶやく。

「ごめんなさい、ごめんなさい」

　やっとの思いで言葉を絞り出すと、女性から目をそらすように少年の肩かたに顔をうずめ、その言葉を呪じゆ文もんのように何度も繰くり返す。

「ごめんなさい……」

「……別に怒ってるんじゃないよ」

　自分に言っているのだと思っている少年は、少女を抱だき締しめ優しく頭をなでる。

「ごめんなさい」

　少女はこれ以上、女性の目を見たくなかった。見るのが恐かった。見てしまえば少年が女性と一いつ緒しよに行くのを止められない……そう確かく信しんしていた。

　衛兵が連行しようと女性に手をかけた瞬しゆん間かん、突とつ如じよ、強い地走りが少女達を巻き込む。

　瞬間、何もかもが白になった。

　もしかしたら、そこにいた人の想おもいも、全て。

『……さようなら、坊や』

　凄すさまじい風の中、少女にはハッキリと女性の声が聞こえた。

『──!?』

　はっとして少女が顔を上げる。

　そして少女は自分に微笑みかける女性の顔を確かに見たのだ。

　兄と同じ緑色の優しげな瞳を。

　風に舞まう赤い髪を。

　その女性は地走りに溶とけるように消えた。




　兄と共に衛兵に連れられて家に帰った少女は、想像した通り、困った顔をした母親に叱しかられ、そして治りかけに外に出たため再び一週間寝込む羽は目めとなった。

　ついでに少年も風邪をひいてしまい、今度は隣となりで仲良く寝込むこととなってしまう。

　はぁはぁと荒あらい息を繰くり返している少年の手を少女がつかむ。

『……お兄ちゃま。お兄ちゃま。お兄ちゃま』

　想いがとめどなく溢あふれる。

　傍そばにいる兄の手の温ぬくもりで少女は思い出す。

　あの時の女性……いいや、あれは雪女だ。

　優しくて悲しげな雪女。

　兄を返してくれた、赤い髪の美しい雪の聖霊──。




「ねえ、美星お姉ちゃん、それからその雪女の人はどうなったの？」

　あどけない表情で、美星の顔を見つめながら砂沙美がたずねた。

「それ以い来らい、一度も姿を見た人はいないそうです」

「ふぅん、そうなんだ」

「へっ、そりゃどうかな。案外近くにいたのかもよ。ずっとな……」

　美星達を脅おどかすように魎呼が低い声で言う。

「へっ？　……そんな、脅かさないで下さい」

「いいや、いるぜ。例えば……美星のすぐ後ろとかに!!」

　魎呼がそう言った途と端たん、窓が開き吹雪ふぶきが吹ふき込み、風に舞う赤い髪のシルエットが突とつ如じよとして美星につかみかかって来た。

「ぎゃぁぁぁっっっっ!!」

「ゆ、雪女だぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」

　タイミングの良さと美星の金切り声に驚き、全員が悲ひ鳴めいを上げ飛とび退のいた。

「待ってェ～置いてかないでくださァ～～～い！」

　腰こしを抜ぬかしたのか、四つん這ばいになってる美星が涙ながらに叫さけぶ。

「美星！」

　雪まみれの人影が美星の襟えり首くびを捕つかまえる。

「きゃぁぁぁっっ、助けてぇっっっっっ!!」

　半はん狂きよう乱らんの状じよう態たいで泣き叫ぶ美星。

「美星!!」

　耳の側そばで雪まみれの人物が大声で怒鳴る。

「……あれ、その声、もしかして……鷲羽…ちゃん？」

　最初に気付いたのは天地だ。

　その天地の声で、美星をのぞく全員が雪女の正しよう体たいが鷲羽だということに気付く。

　が、鷲羽の怒ど声せいも天地の言葉も耳に届とどかないのか、美星だけがいまだ大声で悲鳴を上げ続けていた。

「きゃぁぁぁぁぁっっ、お願いですから、助けてくださぁぁぁぁぁい。誰にも言いませぇぇぇん。さっき喋しやべっちゃいましたけどぉぉぉぉぉぉ……!!」

「やかましいっっ!!」

　業ごうを煮にやした鷲羽が、珍しく美星の頭を一発殴なぐる。

「痛ァ～～い、何するんです、雪女さん……」

　目の前にいる人物を美星がまじまじと見つめる。

「あっ……鷲羽…さん？」

　ようやく、美星の常じよう人じん的てき思し考こうが戻もどり、目の前に立っているのを鷲羽だと認にん識しきした。

　そして、美星は心の底から安あん堵どのため息いきを吐はき出す。

「……ああ、良かった、てっきり雪女だと……」

「美星殿……」

　鷲羽は美星の胸むなぐらをつかみ、引き寄よせて睨にらむ。

　雪女よりも怖こわい鬼おにのような形ぎよう相そうだ。

「ど、どうなさったんですの？　そんな怖い顔なさって……？」

「吹雪の中で遭そう難なんしかかって、ヘラヘラ笑ってられると思う？」

「あらあらまあまぁ、それは大変でしたわね～」

　察さつしの悪い美星の言葉に、鷲羽は口の端はしを引きつらせる。遠回しの言い方は美星に通つう用ようしないことはわかっていたはずなのに。

「……あんた、私を捜さがしに来た時に私の部屋で何をした？」

　凄すさまじい脱だつ力りよく感かんを感じつつ、鷲羽は具ぐ体たい的てきな質しつ問もんに切り替かえる。今度は『手短に』とは言わない。

　思い出すように何処で何をしたのか、美星が話し始めた。彼女の記き憶おく力りよくは抜ばつ群ぐんに良く、事こと細こまかに自らの行動を話すことが出来る。

「まずぅ、砂沙美ちゃんがお昼の用意をしていて、今日のメニューは菜なの花のおひたしと今け朝さ、魎呼さんがつまみ食いしてたジャガイモの煮にっ転ころがしがお汁しるを吸すって適てき度どに煮に崩くずれていい具ぐ合あいだろうなぁ……あっ、この匂においはお魚と大だい根こんの煮に付つけだわ…って思いまして」

「お昼のメニューはいいから」

「えっ？　はあ…で、そろそろ皆みなさんをお呼びする頃ころだなって、鷲羽さんの研究所へ行こうとそのドアを開けようとしたら……あ、もちろん、ノックは三回ほどしましたし、お名前も三回ほど呼んだんですけど、返へん事じがなかったものですから中に入ることにしたんです……そしたら、いきなり真っ暗な場所に出ちゃいまして、振り向いたらドアもなくなってますし、全く方向がわからなくなっちゃって、不安でちょっと泣いちゃいました。テヘ。でも、私はＧＰとしての刑事の勘かんを信用して出口を探して歩いていたら、辺あたりは暗いままなんですけどとっても暑くなってきまして……あ、言い忘れてましたけど、その間にウグイスの鳴く声が聞こえました。心が和なごみますよね、風ふう流りゆうですよね……で、とっても暑かったものですから汗あせをかいちゃって、着ていた服を脱ぬごうとしたんですけど、ズボンが足に引っかかって転んじゃいました。頭を打つと、本当にお星様が出たような感じがするって本当なんですね……あ、服を脱ぐ前に、鷲羽さんがいるんじゃないかと思ってお名前を三回ほど呼んだんですけど、やっぱり返事はありませんでした……服はちゃんと拾ひろって歩きましたよ。忘れ物しちゃダメですから。え～っと、それから床がツルツルしてたので三回ほど転びました。膝ひざ小こ僧ぞうと肘ひじと後こう頭とう部ぶがとっても痛くて、ちょっと泣いちゃいました。テヘ。でも、私は刑事ですから勇気を奮ふるい起こして立ち上がったんです。すごいでしょ？　あ、そこでも、鷲羽さんのお名前を三回ほど呼んだんですけど、やっぱり返事はありませんでした。その代わり、何かこう『カチャッ』って音が右の方からしたと思ったら、今度は左の方から『グーングーン』と大きな動物が唸うなってるような音がしてきまして……怖かったので走ったんですけど、やっぱり三回ほど転んじゃいまして、ちょっぴり泣いて……あ、でも鷲羽さんのお名前を呼ぶのは忘れませんでしたよ。ちゃんと三回。それでこんなに不ふ安あんだからウグイスの声でもしないかなって思ったから、ウグイスさんを呼んだんです。三回ほど。それで鷲羽さんの名前にしなきゃダメだって思って、三回ほど……」

　美星の記憶力は尋じん常じようではないほどいい。

　が、記憶力の良さをまとめる能のう力りよくがない。

　その結けつ果か、ＧＰのみならず、樹じゆ雷らいの情報部を混こん乱らんさせるほどの報ほう告こく書しよを作さく成せいしてしまうのである。

　昼間、鷲羽が『手短に』と言った訳わけはそこにあった。

　しかし今回は原げん因いん究きゆう明めいのためそうする訳にはいかなかった。




　──二時間が過すぎた──




「……それから、歩きつかれたんで。ちょっと座すわって休んだんです……それから……」

「ちょい待ち。何処に座ったんだい？」

「……え～～～とお……。ナンバー０８３８４７８８２９８、ってあったと思います」

「そう」

　延えん々えんと数時間、根こん気きよく美星の話を聞き、やっとこさ原因がわかった鷲羽は、にこやかに美星を抱かかえ、サッシの窓を開けると、うず高く積つもった雪の中へポイッと放ほうり投げた。

　子供のものとは思えないような力で放り投げられた美星は、八メートルほど先にある深い雪に頭からめり込む。

「あれ～～～～～っ！　な、何なさるんですかぁ!?」

　ジタバタともがいた美星は、自らの状じよう況きようをさらに悪くしている。

「フン！」

　その姿を見ながら軽く鼻を鳴らした鷲羽は、ぴしゃりと窓を閉しめ、鍵かぎをかけた。

「……ったく。気き象しようコントローラーを暴ぼう走そうさせよってからに。しかも器き用ようにも局きよく地ち的てきに、この谷たに間ま一いつ帯たいだけ……」

「鷲羽さぁ～～ん、開けて下さぁ～～い」

　窓を叩たたきながら懇こん願がんする美星を鷲羽は無む視ししている。

　それを傍ぼう観かんしていた天地達も、同どう情じよう的てきな視線を美星に送るものの、鷲羽が怖いので誰一人として窓を開けてやる者はいなかった。

　端たん末まつを起き動どうさせ、気象コントロールの微び調ちよう整せいを始めた鷲羽が、天地達の方を振ふり返って言う。

「……そういや、さっき私のことを雪女っていってたけど、カーテンを締しめ切って何してたんだい？」

　そう尋たずねる鷲羽に、砂沙美は先さき程ほどの美星の物語をかいつまんで話した。

「ふ～～ん、そう……」

　自分から聞いたわりには、たったそれだけの素そっ気けない返へん事じを返しただけで、鷲羽は黙もく々もくと調整作さ業ぎようを続けた。

「……あの、鷲羽様」

　しばらく経たってから、怖おず怖おずと鷲羽に話しかけた阿あ重え霞かは、窓の向こうで半泣きになっている美星の方を指さす。

「……………」

　無視を続ける鷲羽のそっけない表情を見た阿重霞は、それ以上何も言えずに黙り込んでしまう。天地や砂沙美もそうだ。

「……とりあえずはこれでよし!!」

　作業を終えた端末をオフにした鷲羽は、軽くノビをした後、ようやく美星のいる窓に目を向けた。

「ごめんなざ～～い。ごめんなざ～～～～い」

　寒さで鼻の頭を真っ赤にしながら窓にへばりついている美星は、半泣きの鼻声で謝あやまり続けている。

「ごめんなざ～～い。ごめんなざ～～い」

「…………」

　しばらくの間、呆ほうけたように鷲羽は美星の様よう子すをじっと見ていた。

「ごめんなざ～～い。ごめんなざ～～い。ごめんなざ～～い……」

　天地と砂沙美は、鷲羽の身体からだが小こ刻きざみに揺ゆれてることに気付いて。

　そして。

「……フッ……フフフフ……」

　美星の情けない顔を見ながら、鷲羽がゆっくりと笑い出した。

「アハハハハハハハ！」
















　ついに大声で笑い出した鷲羽は、窓を開けて美星に抱だきつく。

「あ、ええぇぇっっ？」

　いきなりで受うけ身みがとれず、バランスを崩くずした美星は鷲羽共々雪の中に落ちた。

「う～～～ん。可愛かわいい可愛い可愛い！　このヤロめ♡」

　鷲羽は美星を抱だいたまま振り回すようにして雪の中を転げ回る。

「……脳のうみそ凍こおってんじゃないのか？」

　いきなり魎呼の顔が白く染そまる。

　鷲羽が雪玉を投げたのだ。

「てめえよくも!!」

　あっさり鷲羽の挑ちよう発はつにのり、魎呼が外へ飛び出す。

「わ～い、私も！」

「ミャン！」

　砂沙美と魎皇鬼も後に続く。

「ちょっと砂沙美。……うっぷっ！」

　魎呼の投げた雪玉が阿重霞に当たる。

「り、魎呼さん！」

　肩を怒いからせて阿重霞も庭に飛び出す。

　天地の顔にも雪玉がヒットする。

　もう、誰が誰を狙ねらっているのかわからなくなって、いつの間にか、全員参加の雪合戦状じよう態たいになってしまった。

　鷲羽は雪玉を放りながら、横目で美星を見つめる。

『ごめんなさい……か。ふふ……、よく似にてるね、お嬢じようちゃん』

　パフッ。

　魎呼の投げた雪玉を受けた鷲羽が、雪の中に沈しずむ。

　それでも、彼女は笑っていた。

　そして、想おもった。

『そっか。あれからもう二万年か──』




　今回の美星による偶ぐう然ぜんの結果は、老ろう朽きゆう化かによる一部回かい路ろの断だん線せんと気象コントローラーの一部プログラムのバグ（どちらも致ち命めい的てきなものではない）が発見されたこと、そして気象コントローラーへ行く途と中ちゆうで、鷲羽の置き忘れていた漫画の単行本が発見されたことであった。

「あっ！　やっぱり鷲羽が持って行ってやがったのか」

　それは魎呼がずっと気になっていた『おまえに☆チェックイン』の最終巻であった。

　鷲羽から引ったくるように手に入れた漫画を愛いとしそうに見つめ、魎呼は梁はりの上に飛び上がる。

「はいはい、よかったね」

　嬉うれしそうな魎呼を見ながら、力ちから無なくつぶやく鷲羽であった。







　　　鷲羽わしゆう







　今から地球時間にして十数万年前──。

　当とう時じの銀ぎん河がの勢せい力りよく図ずは現げん在ざいとは違い、銀河連れん盟めいといった巨大な連合国同士の繫つながりもなく、惑わく星せい一個から太陽系数個をまとめた小しよう規き模ぼな連合体のみが、数万ほど確かく認にんされていただけであった。

　星せい間かん航こう行こうの技ぎ術じゆつや航こう路ろ開かい拓たくの未み発はつ達たつさ故ゆえの宇宙空間の広がりは、国こつ家か間かんの戦争を無む意い味みなものとしていた。近きん接せつする国同士が、自らの領りよう宙ちゆう域いきを主しゆ張ちようしあう小こ競ぜりあい程てい度どの争いはあったものの、多くの国々の注目が、未み踏とう宙ちゆう域いきの開かい拓たくの方へと注そそがれるのは当然のことであろう。

　この時じ代だい、銀河はまさに大だい航こう海かい時代とも言える状じよう態たいであった。

　無む数すうの文明の盛せい衰すい、誕たん生じようと滅めつ亡ぼうを繰くり返しながら、知ち的てき生せい命めい体たいの文ぶん明めい圏けんは銀河の中で確かく実じつに広がり続け、いつしか各連合体の中でも飛とび抜ぬけて巨大な『樹じゆ雷らい』を中心とした連合と、『世せ二に我わ』を中心とした連盟という二大勢力が形かたち作づくられていた。

　星間航行の技ぎ術じゆつもずば抜けたこの二大連合が中心となれば、多くの国々を結ぶ銀河連盟を結けつ成せいする原げん動どう力りよくになることは可か能のうであったが、残ざん念ねんなことにこの二大連盟の間には長い冷れい戦せん状じよう態たいの時代が続いていたのだ。

　また、技術力が飛び抜けているとはいえ樹雷連合と世二我連盟、二つあわせても連合群ぐん全体から見れば小さなものであり、どちらか単体では銀河連盟を作るきっかけには力不足であった。

　しかしもう一つ、各国の繫つながりを阻そ害がいしている要よう因いんが宇宙にはあった。

　宇宙海かい賊ぞくの存そん在ざいである。




「ありがとう、おじさーん」

　上半身が隠れてしまうほど大きな紙袋を難なんなく抱かかえて食料品店から出てきたのは、赤い髪かみをした少女であった。

　エアスクーターの後ろにある大きな荷に台だいに、買ってきたばかりの荷に物もつを置いた少女は、垂たれ下がってくるダブついたシャツの袖そでを煩うるさそうにまくりあげる。少女が着るには、かなり大きめの服であった。

　シートにまたがった少女が、スタータースイッチを押そうとしたその時。

「──ん!?」

　突とつ如じよ、太陽が雲に隠かくれたように、辺りが薄うす暗ぐらくなった。

　光に慣なれた目とその薄暗くなる唐とう突とつさが、いきなり闇やみ夜よになったかのような錯さつ覚かくを少女に与えた。

　反はん射しや的てきに空──太陽の方を見る彼女の目に強きよう烈れつな光が飛び込んでくる。

　少女に影かげを落としていたものが移い動どうしたのだ。

「ちっ！」

　ちょっとした自分の迂う闊かつさに舌した打うちをしながら、今度は太陽の直ちよく射しやを手で遮さえぎり、ゆっくりと空に目をやる。

　そこには超ちよう低てい空くうで完全な無む音おん航こう行こうをする船があった。

　中央のユニットを樹じゆ木もくから掘ほり出した外がい装そうで覆おおうという、特とく異いな形をしている。銀河広しといえども、木で出で来きた船を持っている星は一つしかない。

　少女が感かん慨がいと畏い敬けいを込めてつぶやく。

「……皇おう家けの船」

「ほお、皇家の船のお出ましか…大おお掛がかりな討とう伐ばつがあるんだろうね」

　少女の後ろには、先ほど買い物をした店の主人が立っていた。そして空を見上げながらいまいましそうに付け加える。

「海賊の奴やつら、追い払はらっても追い払っても、イナゴのように湧わいてくる」

　ここは惑わく星せい『かなみつ』。

　樹雷領りようの辺へん境きように位い置ちする、肥ひ沃よくな大地の広がる農のう業ぎようと漁ぎよ業ぎようの一大食料生産惑星だ。

　そしてこの惑星は、その地理的理由と食しよく糧りよう資し源げんの豊ほう富ふさゆえに、過か去こ頻ひん繁ぱんに他国や宇宙海賊の襲しゆう撃げきを受けていた。近年、他国との領りよう宙ちゆう勢せい力りよく図ずの変化にともない、国こつ境きよう警けい備び軍ぐんの補ほ給きゆう最さい前ぜん線せん基き地ちとして特とくに重要な位置を占しめるようになった『かなみつ』には、第三世代──つまり皇族の乗るクラスの『皇家の船』が常じよう駐ちゆうするようになったのである。

　第三世代の船がたった一いつ隻せきその星に存そん在ざいするだけで、大国の中ちゆう枢すう星せいを攻せめるのと同どう等とうな戦力を得たと言われている。

『皇家の船』の常駐によって、単たん独どくの個人海賊や半はん端ぱな組そ織しきによる略りやく奪だつはなくなったが、かなり大掛かりな組織だった海賊との戦せん闘とうは以前と変わらずに起こっていた。

「皇家の船が出るということは、シャンクの連中か」

「厄やつ介かいな奴らに目を付けられたもんだ」

　ため息混まじりに言う少女に、店主が答えた。

　どんなに強い船であろうと、一いつ艦かんで惑星全土を防ぼう衛えいするなど出来るはずはない。ましてや広大な領宙域をも警備する必要があるとなれば、一艦だけ秀ひいでた強さを持っていても非ひ効こう率りつなだけである。

　樹雷の一いつ般ぱん闘とう士しも、凄すさまじいまでの強さを誇ほこってはいる。しかしいざ戦闘となった時は、攻こう撃げき側がわとなる宇宙海賊の方が有ゆう利りなのだ。

「なんとかしなきゃね」

　米こめ粒つぶほどに小さくなった皇家の船を見つめながら、少女がつぶやく。

　戦いは戦いを呼び、多くの不幸を生む……少女の声には、まるでそのことを体たい験けんしたかのような重みがあった。少なくとも、隣となりにいる店主にはそう感じられた。

「いつまで見ててもしょうがないか」

「……おっと、待ってくれ。実は、これを渡しに出てきたんだ。サンプル品で悪いんだが、子供達にやっとくれ」

　店主から大きな紙かみ包づつみを手渡された少女が中を覗のぞくと、そこにはいろいろな種しゆ類るいのお菓か子しが入っていた。

「いつもすみません」

　紙包みを後ろの荷台に置く。

「いけない、急がなくっちゃ。……じゃあね、おじさん」

　少女は勢いきおいよくエアスクーターを発はつ進しんさせた。

　エアスクーター自じ体たいかなり小型のものではあるが、それでも年ねん齢れいが七～八歳にしか見えない少女には、扱あつかいにくい大きさであることは間ま違ちがいない。事じ実じつ、この星の法ほう律りつ上じようでも彼女くらいの少女では、免めん許きよ取しゆ得とくの規き定てい年ねん齢れいには達してなかった。

　だが先ほどの店の主人も道行く人々も気さくに少女に声をかけるものの、誰だれ一人として違い法ほう運うん転てんであることを咎とがめようとする者はない。

　と、その時である。一台の車が彼女のスクーターに併へい走そうをするように近付いて来た。

　硬こう化か処しよ理りされた木製の外がい観かんを持つ車──樹雷の警けい備び車しや両りようである。

「鷲羽わしゆうちゃん。スクーターは一六歳以上じゃなきゃダメだよ」

　にこやかな表情で樹雷の警けい兵へいが車の窓まど越ごしに声をかける。

「ごめ～ん」

　鷲羽と呼ばれた少女は次の瞬しゆん間かん、一八歳位の姿すがたに変へん貌ぼうした。

　彼女がダブダブだった服を来ていたのはこのためなのだ。とはいえ、今度は服の方が彼女の豊ゆたかな身体からだを包つつみ込めず、肩かた口ぐちを大きく開けたような感じになっているが。

「うふふ、これ位でいい？」

　先ほどのあどけなさとは打って変わって、妖よう艶えんささえ感じさせる微笑ほほえみを樹雷の警兵に投げかける。

　彼女の名は白はく眉び鷲羽わしゆう。

　超ちよう能のう力りよく者しやである。

　この時代、超能力に対する知ち識しきは一いつ般ぱん常じよう識しきとしてごく当たり前な存そん在ざいとなっていたが、能力者はそれでも自分の力を隠すことが多かった。

　しかし彼女の場合、その力を隠そうとはせず、むしろ積せつ極きよく的てきに使った。町の住民もそんな彼女を当たり前に受け入れていた。

「……隣の人は見ない顔ね。新人さん？」

　そう言いながら鷲羽は、彼女にボーッと見とれて前ぜん方ぽう不ふ注ちゆう意いになっている警兵に注意を促うながすよう、警備車両の窓を軽くノックする。

「……えっ……あ、ああ。樹雷本星からね」

　見み慣なれた警兵ですら思わず見み惚ほれてしまうのだ。隣に座すわっている新人警兵の顔は、まるで魂たましいを抜ぬかれたようであった。

「な、なぁ、今からデートしようよ」

「子は親の鏡かがみとはよく言ったものね。うちの保ほ育いく園えんに通ってるあなたの息子むすこさん、この前、私にプロポーズしたわよ」

「なに!!　あのガキ……わかった…結けつ婚こんしてくれ」

「バ～カ。『君以外は妻は持たない』が誓ちかいの言葉だったんだろ。ホレ、とっとと見回りに行きな、正せい義ぎの味み方かた」

　ちょっと乱らん暴ぼうに鷲羽は車のドアを蹴ける。

「ちっ、わかったよ。つれね～な」

　スピードを上げ、徐じよ々じよに遠ざかる警備車両の中で、新人警兵は鷲羽の顔が見えなくなっても後ろを見続けていた。

　鷲羽の魅み力りよくの引いん力りよく圏けんからやっと離り脱だつできた新人警兵は、深いため息と共につぶやく。

「……先せん輩ぱい、ものすごい美人ですね。あんな綺き麗れいな人、樹雷本星にだってそう滅めつ多たにはいませんよ」

「あと一期、転てん属ぞくが早けりゃよかったのにな、残念だったな」

　横目で見た先輩警兵は口元を歪ゆがませる。

「えっ？　でも先輩には奥さんが……」

「ちがう、そういう意味じゃない。見てたろ？　見み事ごとなまでにフラレたのを」

「じゃあ、恋人がいるんですね？　そうですよね、あんな素す敵てきな人が……」

「いや、特とく定ていのボーイフレンドはいないんだ。そうじゃなくて…彼女、留りゆう学がくが決まってな、数日後には例の、皇おう立りつアカデミーに行くんだよ」

「皇立アカデミーへ留学!?　……彼女、よほどのお金持ちのご令れい嬢じようか何かで？」

「俺の息子が通ってる保育園な、孤こ児じ院いんも兼かねてるんだ。ここは国こつ境きよう宙ちゆう域いきだからな、戦いも多い。……おっと、話がそれたな。だからもう一つの留学生の方さ」

　そう言うと先輩の警兵は自分の頭を中指で軽く叩たたく。

　遠く離はなれた星の皇立アカデミーへ留学できるのはかなり裕ゆう福ふくな家庭の者か、学がく費ひ免めん除じよ対たい象しよう者しやくらいなものだ。

「美人で、しかも優ゆう秀しゆうか。すごいですね」

「そうだな……すごすぎるよ」

「……は？」

「……『哲てつ学がく科か』なんだよ。彼女の留学先はな」

「て、哲学科ぁ!?」

　驚おどろきと悲ひ痛つうさの混まじった言葉を発した後、新人警兵は黙だまり込んでしまった。

　樹雷科学の最さい高こう峰ほうとも言える哲学科──彼らは皇家の樹と並ならび、樹雷を支えている力の象しよう徴ちようでもある。

　アカデミーで生み出される、あるいは集められた膨ぼう大だいな科学知ち識しきや技ぎ術じゆつは、そのままではただの部品に過すぎず、使用範はん囲いは思ったよりも狭せまい。

　しかし思いもかけない分野の技術が結びつき、科学技術の爆ばく発はつ的てきな飛ひ躍やくを生み出すことは現げん代だいにおいてはほぼ常じよう識しきとして認にん識しきされている。

　哲学科はその科学知識や技術の部品を組み合わせ、具ぐ体たい的てきな使用法を作り出す分野のことなのだ。

　そしてもう一つ、哲学科の名めい称しようの元となった重じゆう要ような役やく割わりがある。

　それは、技術の倫りん理り的てきな事こと柄がらの基き準じゆんを作り出すことだ。

　凄すさまじいまでの膨ぼう大だいな知識、経けい験けんを積つみ、助じよ教きよう授じゆクラス以上の資し格かくを持つ者は、樹雷国家圏けんはもちろん、他国であっても国家元げん首しゆクラスの扱あつかいを受け、入学が決まった時点でもＶＩＰ待たい遇ぐうを受ける。

「哲学科……」

　落らく胆たんした新人警兵はポツリとつぶやく。

　鷲羽に一ひと目め惚ぼれしてしまった彼は何も出で来きないうちに、その相手が手の届とどかないところに行ってしまったことを知ったのだった。




　孤こ児じ院いん施し設せつの手前にある小高い丘にエアスクーターを止めた鷲羽は、大きくのびをして、目の前の風ふう景けいを見つめる。

　そこには、収しゆう穫かくを待つ穀こく類るいの黄こ金がね色いろの絨じゆう毯たんが見渡す限かぎりに広がっていた。

「鷲羽お姉ちゃ～ん、バイバイ」

　母親に連れられた園えん児じが鷲羽に声をかける。

　振ふり返る鷲羽に、少女の母親も軽い会え釈しやくと共に微笑ほほえむ。

「気をつけてね。また明日」

　小さく手を振りつつ見送った鷲羽が農場とは反対側にある町に目を戻す。

　遠くに見えるぼんやりとした糸のような物体は、衛えい星せい軌き道どう上じようにある宇宙港に向かう軌き道どうエレベーターである。

　あそこから、皇立アカデミーのある星へもうすぐ行くのだ。ここから見る景色けしきも、もう見み納おさめである。

「別にもう二度と見れないって訳わけじゃない……」

　ちょっと感かん傷しよう的てきになっている自分に苦く笑しようした鷲羽は、再びエアスクーターにまたがり、スタータースイッチを押した。




　孤児院では、一〇人程ほどの子供達が鷲羽の帰りを待っていた。

「鷲羽お姉ちゃーん、お帰りなさーい」

「ねぇ、御お土産みやげは、鷲羽お姉ちゃん？」

「鷲羽お姉ちゃん、約やく束そくしたお菓子、買ってきてくれた？」

　子供達は口々に鷲羽の名を呼び、身体にまとわりついてくる。

　店主にもらった土産のお菓子を囮おとりに、他の荷物を持って建たて物ものに駆かけ込む。

「ひな鳥に餌えさを運ぶ親鳥ってとこね、鷲羽ちゃん」

　鷲羽に声をかけてきたのは鷲羽達の母親代わりでもある孤児院の院長だ。

「私は養よう殖しよく場じようの魚みたいだと思ってましたけど。お母さん」

　餌に群むらがって水みな面もをはね回る魚達。鷲羽らしい実に的てつ確かくな情じよう緒ちよのない言い方だ。

「プッ！」

　少し離れた炊すい事じ場ばにいる給きゆう仕じの女性達も思わず吹ふき出す。しかし当の院長は涼すずしげな顔で話を続ける。

「……でももう、こういう光こう景けいも見られなくなるのね」

　鷲羽は一五年前、この孤児院の前で保ほ護ごされた。親を捜さがすでもなく、さりとて泣くでもなく、ただ無む表ひよう情じようのまま立っていた。

「雨上がりの雲の切れ間から差し込んだ光りに包つつまれて、まるで天てん子しの様ようでしたよ。もうそれは幻げん想そう的てきな風景で……」
















　院長は鷲羽との出会いをそう回かい想そうする。

　幼おさない鷲羽は、その時、御ご丁てい寧ねいにもレビテーション──空くう中ちゆう浮ふ遊ゆうをやっていたそうだ。

　しかしそれにもかかわらず、孤児院に引き取られる前に行われたＥＳＰチェックには何の反はん応のうもなかった。

　雨が上がったばかりだというのに、鷲羽には濡ぬれた様よう子すがない。

　彼女を見つけた院長は、親がすぐ近くにいるのでは？　と、すぐさま町中のネットワークを通じ情報を集めたが、それらしい人物についての情報は得えられなかった。

　いや、それどころか、不ふ思し議ぎなことに、その場所まで来た鷲羽の姿すがたを見た人間すらもいないのである。

　その後、現げん在ざいまで八方手を尽つくして情報を集めているものの、結けつ局きよく鷲羽の身み元もとは判わからずじまいであった。

　唯ゆい一いつ、鷲羽は三つの赤い玉を持っていたが、さほど珍めずらしい物でもない、只ただの水すい晶しよう球きゆうとして鷲羽の身元に通じる物ではないと判はん断だんされた。

『……しかし、もしもそれがネットワークを通じて樹雷の中央研究所に報ほう告こくされてたら、事じ情じようは変わっていたわね』

　心の中で鷲羽はそうつぶやく。

　鷲羽が孤児院に引き取られて数年経たった頃ころ、彼女によく似た齢としの違う少女の姿を見たと言う目もく撃げき談だんが増ふえて来た。

　大人の話を聞いていた子供からそれが全て鷲羽であることが判わかった。

　彼女の友達は皆みな知っていたそうだ。

　そう、鷲羽は肉にく体たい変へん化かという能力まで有ゆうしていたのだ。

　そのことを知った『かなみつ』政せい府ふは、鷲羽に再びＥＳＰチェックを受けさせたが、その力もさほど強い訳わけではなく、Ｃ級という結けつ果かが出ただけであった。

　鷲羽の能力について不ふ審しんがる者もいたが、大きな問題にはならなかった。それよりも、皆が彼女に注ちゆう目もくしたのは、その卓たく越えつした知ち能のうである。

　本来であれば四歳から一〇年かかる基き礎そ過か程ていをたった四年でクリアし、また一五歳までにアカデミー専せん門もん基き礎そ課か程ていを全ぜん種しゆ終しゆう了りようした段だん階かいで特とく別べつ奨しよう学がく金きんがおり、鷲羽は樹雷皇立アカデミーへ無む試し験けんで入学を果たした。さらに適てき性せい検けん査さの結果、アカデミー最高峰の哲学科への入学までも決めてしまったのだ。

　ただしメンタルな部分の成長を考こう慮りよし、皇立アカデミーへの入学は一八歳になってからと定められたが、その間も鷲羽は、アカデミーの教きよう授じゆとプライベートで通信のやり取りを行い、哲学科で幾いくつかの論ろん文ぶんの発表を行っていた。

　そして。

　一週間後が鷲羽の一八歳の誕たん生じよう日び。

　皇立アカデミーの入学許きよ可かがおりる日であった。




　孤児院の屋おく上じように作られた天てん文もん台だいの一角に、簡かん単たんに仕し切きっただけのスペースがある。

　ここが鷲羽の部屋だ。

　もっとも、ほとんどこの天文台が彼女の部屋のようなものだが。

　部屋の中には標ひよう本ほん類るいや実じつ験けん器き具ぐ、今ではアンティークの小道具的にしか使われない本などがところ狭せましと並べられている。

　まるで古い屋や敷しきの屋根裏部屋のような雑ざつ多たな場所だが、もうすぐここから離はなれていくにしては、全く片づけがなされていない。

　する必ひつ要ようがないためだ。

　標本や本はデータ化したものを持っていくし、当とう面めん必ひつ要ような数点の衣い類るい以外はここに置いていけばいい。

　皇立アカデミーの特とく別べつ奨しよう学がく生せいとなった鷲羽は、生活必ひつ需じゆ品ひんから贅ぜい沢たく品ひんまで、全てアカデミー側がわが負ふ担たんしてくれるというのだ。

　ベッドの上に寝ねころんだ鷲羽は、窓の向こうに見える空を眺ながめる。

「フフッ、あそこは最高学がく府ふ……バレないようにしなくちゃ」

　鷲羽は手を開いて、握にぎっていた三つの宝ほう玉ぎよくに目を移うつした。

「あそこへは研究しに行くんであって、研究されに行くんじゃないからね」

　彼女の最終研究目的は、他ならぬ彼女自身とこの三つの宝玉であった。

　Ｃ級エスパーとただの水晶球、そう判はん断だんされたものが何な故ぜ──答は簡かん単たん、彼らの方法では判わからなかった。それだけだ。

　部屋の片かた隅すみに目立たないように置かれている大きめのビン、その中に暗くら闇やみと小さな光点がいくつも見える。

　よく見ればその光点一つ一つが銀河であると判るだろう。

　ホログラフの類たぐいではない、本物の宇宙だ。

　基き礎そ学習の知ち識しきを元に彼女が生み出した物であった。

　その事じ実じつの持つ重じゆう大だいな意い味みを当時の幼い彼女には、理り解かいできなかった。

　その後の教育課か程ていで自分の力の意味を知った彼女は、同時に三つの宝玉にも更さらに強い力が秘ひめられていることも知覚する。

　しかし今の彼女の知識をもってしても、宝玉の正体は判らなかった。

『……そう、知識では判らない。だけど……』

　自分自身の潜せん在ざい的てきな能のう力りよくを解かい放ほうすれば、すぐにでもこの宝玉の正体を知ることは可か能のうだと鷲羽は確かく信しんしている。

　そうすれば、自分が何者なのかすぐにでも判るはずだ。

　しかし、彼女はそうすることを拒きよ否ひした。

　何かが自分の中から語りかけてくる。

　それは、こう告つげていた。

『ソレデハオナジコトノクリカエシダ』

「繰くり返し……？」

　彼女は問う。

『私は一いつ体たい何なのだ？』

　自分の力の意味を知ったその時から、彼女はさらなる知識を求めるようになった。

　自分自身の能力ではなく、知識によって自分自身を知ろうとしたのだ。

　それが自分の目的であったかのように──。

　宝玉を見つめていた鷲羽は、机つくえの上に置いてあった端たん末まつからメールの着ちやく信しん音おんを聞いて、我われに返った。

　モニターの片かた隅すみに表ひよう示じされている着信リストの最新情報欄らんに、ヘンテコなマークがあった。

　皇立アカデミーの哲学科の主しゆ席せき教授、夷い隈くまである。

　子供の落書きのようなそれは、夷隈教授の娘さんの文字通り落書きだったものを自分のマークとして使っているのだ。

　──プログラムは一枚の絵の如ごとく──

　メールには夷隈がよく使う、いつもの短いメッセージのみが圧あつ縮しゆくファイルと共に入っていた。

　ファイルを解かい凍とうした途と端たん、凄すさまじい量りようのデータが吐き出された。

「なっ、なによこれ……随ずい分ぶんでかいわね」

　次々とモニター上を流れていくデータを、呆あきれ顔で鷲羽が見つめる。

　断だん片ぺん的てきな情報が鷲羽の頭を刺し激げきしていく。

　一つの情報は、一つの色でしかない。

　だが、組みあわさり、混まじり、広がることで、形をなす。

　見えてくる。

　光が。

　突とつ如じよ、鷲羽の表情が険けわしくなった。

「……！　これは……」




「鷲羽ちゃん。そろそろ下りてらっしゃい」

　夷隈からのデータをチェックしている鷲羽に階下から院長が声をかけたのは、もう陽ひもとっぷりと暮くれた頃ころであった。

「は～～い」

　モニターから目を離はなした鷲羽は、軽かろやかな足取りで階かい段だんを下りて行く。

「明日からは忙いそがしくなるわね」

「うっ……」

　院長の言葉に鷲羽の軽やかな足取りが止まる。

　そして、大きなため息と共に、まるで重じゆう病びよう人にんのような覇は気きのない表情で院長の後をついて行くのだった。

　アカデミーへの出発の準じゆん備びのための忙しさなら良かったが、院長の言った言葉の意味は、諸もろ々もろの送そう別べつ会かいのことを指していた。

　哲学科への入学が決まった鷲羽には、下した心ごころ満まん載さいの有う象ぞう無む象ぞうの輩やから達たちとの会見スケジュールが、分ふん刻きざみで待っているのだ。

「……お母さん、あたし……」

　鷲羽が恨うらめしそうな顔で呼よび止めると、院長は穏おだやかな笑顔を返す。

「みなさん、貴女あなたにお別れが言いたいのですから」

　院長は本気でそう思っている。

　仏ほとけの顔も無む限げん大だい──彼女はそういう人間なのだ。

　当とう然ぜん、周りの人間はえらい苦く労ろうをすることとなる。

「あなたは私の誇ほこりよ、鷲羽」

　にっこりと微笑ほほえんだ彼女の笑顔は反はん論ろんする気力を奪うばってしまうが、それと同時に訳わけのわからない力も与えてくれる。

　その力がなければ、自分はここにいられなかったかもしれない。

『……しかたないなぁ』

　鷲羽は背せ筋すじを伸のばし可愛かわいい『養よう殖しよく場じようの魚』達の待つ食堂へと向かうのであった。




　一週間後。

　鷲羽は『かなみつ』の政府高官や、経けい済ざい団体の盛せい大だいな見送りを受けながら、樹雷皇立アカデミーに向け出発した。

　機き乗じよう後ごに、鷲羽はシャトルの機き長ちよう以下メインクルーの紹しよう介かいと、アカデミーまでの護ご衛えい官かん達の紹介を受けた。

　護衛の中に顔見知りの警兵の姿を見つけた鷲羽は、軽く手を挙あげて微笑む。顔見知りがいたことで、緊きん張ちようも少しはほぐれたようだ。

　鷲羽にはファーストクラスの個室が用意されていた。

　専せん用ようのスチュワーデスに案内されたのは、国こつ家か元げん首しゆか一部の上流階級者位しか使われない個室で、中には生活に必要なあらゆる物が揃そろえられていた。

「雑ざつ貨か屋やでも開けそうね」

　その種しゆ類るいの多さに呆れつつ、鷲羽がクローゼットの戸を閉しめる。

　豪ごう華かなソファーに座すわり込み、たった一つ持ち込んだ手荷物にそっと手を置く。

「もう、魚共は泣き出すわ、お母さんは昔話を始めるわ……」

　口ではそう言いつつも、子供達のくれた三〇センチ立方のテクタイトケースに入った螢けい紙し製せいの花の折おり紙を見つめる。

　地球で言うところの千せん羽ば鶴づるのような風ふう習しゆうがこの星にもあり、瓶びんやケースに紙や布で作った小さな花を一いつ杯ぱい入れてお見み舞まいや餞せん別べつとして渡すのだ。

　これにはちょっとした仕し掛かけがあり、テクタイトのケースに触さわると人の筋きん電でん流りゆうで中の螢紙と呼ばれる特とく殊しゆな紙が浮いてうっすらと発はつ光こうするのである。

　大小さまざま、綺き麗れいに折れた物、つたない物など、魚……いやもとい、子供達が一いつ生しよう懸けん命めい作ったのが一目でわかる。

　それを見つめる鷲羽の目に熱いものが滲にじむ。

　そしてさらに追い打ちをかけるように、さらに熱いものがにじみ出し一ひと滴しずくの涙なみだとなって鷲羽の頰ほほを伝う。

「……眠い」

　あくびをかみ殺しながら鷲羽がつぶやく。

　送別会続きだった一週間、その最後の一日だけは孤児院で見知った人達との別れに費ついやした。

　泣き出す子供達を根こん気きよくなだめて寝ねかしつけた後、「こういう光景ももう見られなくなるのね……」で始まった院長の話を延えん々えんと朝まで聞き続ける羽目になり、結けつ局きよく、一いつ睡すいもしないまま機上の人となったのだ。当然といえば当然である。

「眠っちゃいけない」

　普ふ通つうならば、乗りたくても乗せてもらえない最高級のファーストクラスなのだ。眠かろうが何だろうがサービスと食事は最大限受けさせてもらう。

　出された食事は、確たしかに舌したがとろけそうなほど美び味みであった。

『我われながら田舎いなか者もののお上のぼりさん的だわ。……まあ本当のことだし』

　苦く笑しようしつつも、二度目の食事の追つい加かを注ちゆう文もんする鷲羽であった。




　鷲羽のこれからの人生を予よ感かんさせるような事じ件けんが起こったのは、シャトルから星せい間かん連れん絡らく船せんに乗り換かえ、一日が過ぎた時だった。

　始まりはほんのちょっとした、見み逃のがしてもおかしくないほど些さ細さいな事こと柄がらであった。

　送別会の睡すい眠みん不ぶ足そくをたっぷりとった昼寝で補おぎなった鷲羽は、普ふ段だん通どおり船内時間の明け方までデータの収しゆう集しゆうを行っていた。

　今、鷲羽はちょっとした好こう奇き心しんからこの船のコンピュータにアクセスしている。

　哲学科の人間は、公共、あるいは樹雷国内に籍せきを置く国こく営えい企き業ぎようのコンピュータであれば、ほぼ最終深しん度どまでアクセスが許されていた。

　だがまだ正式に入学登とう録ろくしていない鷲羽の行こう為いは、本来であれば違い法ほうである。

　しかし、アカデミーへ到とう着ちやくする日数を考えれば、立りつ件けんするのは不ふ可か能のうであり、せいぜい数時間叱しかられるくらいだろう。

「見み事ごとね、綺き麗れいなプログラム」

　コンピュータから引き出したプログラムを三次元的に見ることの出来る３Ｄプログラムビジュアルを見つめながら、ホウッと驚きよう嘆たんのため息をつく。

　それぞれのプログラムが複ふく雑ざつに重なり合い、まるでダイヤモンドのような光をはなっていた。

「……プッ。やっぱりこれ夷隈教授のだわ。じゃあこの辺りね」

　プログラム部分に小さな落書きのようなものを見つける。あの子供の落書きのようなマークだ。

　鷲羽が船のコンピュータにアクセスしたのは、好こう奇き心しんの他にちょっとした訳わけがあった。

　ここに鷲羽が行った『仕事』が使われているからであった。

「あったあった」

　３Ｄで表示された巨大なプログラムのたった一片が、鷲羽の『仕事』だ。

　大きさからすれば大したことではないが、それでも本来であれば入学前の学生がさせてもらえるようなものではない。

『からかわれているのか？　それとも自分のことを気き遣づかってくれているのか？　もし本当だとしてもはたして自分の仕事が使えるものなのか？』

　通信で夷隈教授に送った時は、正しよう直じき不安だった。

　だがこうして実じつ際さいに自分のものが使われているのを見て安あん堵どすると共に、自分が哲学科へ行くのだということを、鷲羽は初めて実じつ感かんしたのだった。

「……ん？」

　船の航こう路ろプログラムをチェックしていた鷲羽は、そのプログラムと航海データにわずかな差さ違いがあることに気付く。

『──!?』

　その時、薄うす暗ぐらい室内で突とつ然ぜん、子供達にもらった花が誰だれが触さわるわけでもなく、ほのかな光を放はなち始めた。

　次の瞬しゆん間かん、鷲羽は反はん射しや的てきに動く。

　頭で考える余よ裕ゆうなどなく、瞬間的にあるプログラムを起き動どうさせた。

『お願い！』

　祈いのるようにモニターを見つめる。

　結果が出るまでは、ほんのわずかな間であったが、鷲羽には数時間にも思えた。

　数秒もしない内にケースの光は消え、元の暗さに戻っていった。
















「……なんて迂う闊かつなの!!」

　吐はき捨すてるように言うと、モニターに表ひよう示じされて行くデータ分ぶん析せきを始める。

　宇宙船の空気中にいるナノマシンによるガードシステムのメモリー体、そのプログラムを変へん更こうしようとウィルスをまいた奴やつがいるのだ。

　花が光ったのは、ナノマシン同士のぶつかりでわずかに発生した静せい電でん気きに反はん応のうしたためだった。

「何をした？　何をしようとしたの!?」

　ナノガードシステムには幾いく重えもの厳げん重じゆうな予よ防ぼう措そ置ちが施ほどこされており、プログラム変更のウィルスをまこうとも、直すぐさまに駆く逐ちくされてしまう。

　予防措置の約九四％のシステムを操そう作さしなければ、たとえ感かん染せんしたとしても、意い図とする効こう果かは得えられない。

　常じよう識しき的てきに考えればプラグラムの書き換かえは不ふ可か能のうだし、この行こう為い自じ体たいが無む意い味みなものにも感じられる。

　だが鷲羽には確かく信しんに似た予よ感かんがあった。

　凄すさまじい勢いきおいでキーを操そう作さし、船が抱かかえているあらゆるデータを次々と検けん索さくする。

　しかしデータはあまりにも膨ぼう大だいであり、目指すモノを見つけるには時間が無なさ過ぎた。

「なんてこと！　私の力はこんなものなの。これから、皇立アカデミーに行くのに！」

　苛いら立だちがキーの音と比ひ例れいし早く、大きくなる。

　だが、鷲羽の焦あせりとは対たい照しよう的てきに、端末のモニターに映っているのは、エラーメッセージだけだ。

「ダメ……」

　あきらめかけたその時、まるでこの時を予よ期きしていたかのようにエラーメッセージの周りにヘンテコなマークが浮かび、珍ちん妙みようなうごきで踊おどり出した。

　夷隈のマークである。

「教授？　……そうだ！」

　まだ起き動どうさせたままの３Ｄプログラムに目をやる。

　そこにきらめく宝石のような美しい立体物を見ながら夷隈の言葉を思い出す。

『プログラムは一枚の絵の如ごとく。否ひ定ていする者もいるが、私はプログラムというのは絵と同じだと思っている。見てわかるんだよ、良いものはね。ほら、こうして形にするともっとよくわかる。これを組んだ者の考え、感情までね』

「──!?」

　３Ｄプログラムを見つめる鷲羽は、そこにあるわずかな違い和わ感かんを感じ取る。

「あそこ？」

　違和感の元を詳くわしく検けん索さくする鷲羽は、一つの隠かくされた領りよう域いきを発見する。

　確かく証しようはなかったが、確信はあった。

　鷲羽はすぐさま領域内のチェックにとりかかる。

　数秒で返へん答とうがあった。

「……よかった。どうやら強力な麻ま痺ひプログラムだけみたいね。この強力なナノガードの中、複ふく数すうの命令をする力はなかったってことか」

　おそらくこの船に乗り込んだ誰かに用があるのであろう、すぐさま殺す気はなかったとみえる。

「でも早く抗こう体たいプログラムを作らないと、身しん体たい機き能のうに異い常じようをきたすわね」

　言いながら、鷲羽はすでに抗体プログラムの作成を始めていた。

　元のデータが在あるため、さほど時間はかからないはずだ。

　──ピピピ──

　別のウィンドウモニターから警けい戒かい音おんが響ひびく。

「今度は何？」

　隠された領域は、外部端末にある各種データを操作していた。

　だが、抗体プログラムを優先させていたため、鷲羽はそれを排はい除じよしないで外との端末を自分のマシンにダイレクトに繫つなげていたのだ。

「航路プログラム……狂くるってるの!?」

　モニターには鷲羽の乗る船が、数十分後に亜あ空くう間かんドライブを解かい除じよして通つう常じよう空間へと復ふつ帰きすると表示されている。

　しかも、通常空間に出た船の軌き道どう上じようには、なんと恒こう星せいが存そん在ざいしていた。

「事じ故こに見せかけて……なんてことを！」

　だが事じ態たいはこれだけでは済すまなかった。

　船内人員の医い療りようモニターは、鷲羽以外にもう一人、動いている人物を捉とらえていたのだ。

「生せい命めい動どう体たい反はん応のう」

　今、この船で動ける者などいないはず。

　その中で動く者があるとすれば──。

「この仕し掛かけをした奴」

　モニターに映し出された反応が大きくなる。

　その人物は鷲羽の部屋へと近付いていたのだ。




　ここは自分の部屋だとでもいわんばかりに、ドアを開けて黒い人影は入ってきた。

　よほど自分の仕掛けに自じ信しんがあるのであろう。

　部屋の中にあるベッドでふとんを被かぶっている鷲羽にゆっくりと忍しのび寄よる。

　鷲羽は動かない。

　勢いきおいよく黒い影の手がふとんをはぎ取る。

　しかし、ベッドで眠っていたのは鷲羽が急きゆう場ばで作った擬ぎ体たい、ダミーであった。

　瞬しゆん間かん、力りき場ばが侵しん入にゆう者しやを拘こう束そくする。

「うおっ!!」

　油ゆ断だんしていた黒い影は、あっけなく力場に捉えられた。

　疑ぎ似じデータでカモフラージュしていた鷲羽が、ソファの後ろから飛び出す。

「あ、あなたは!?」

　室しつ内ない灯とうに浮かび上がった姿は、あの顔見知りの警兵であった。

「さすが哲学科だな…鷲羽ちゃん」

　意い外がいに冷れい静せいな警兵の表情にわずかな不安を覚える。しかし時間のない鷲羽は尋じん問もんをしながら、すぐさま抗こう体たいプログラムの作成作業を再さい開かいしていた。

「何な故ぜ、こんなことを？」

「俺が何故こんなことをしたかという意味なら、それは俺がシャンクギルドのスパイだからだよ。何故君が狙ねらわれたかという意味なら……君が哲学科だからさ。我々の仕掛けを看かん破ぱして、たった一人で対たい抗こうできる能のう力りよくがあるからだよ」

　素直な男の答えに、鷲羽の心の中の警けい鐘しようが次第に大きくなってゆく。

「私をどうするつもりだったの？　洗せん脳のう？」

「君をスパイに仕し立たててアカデミーへ送り込むとでも？　それはちょっと甘い認にん識しきというものだよ。アカデミー程てい度どのものならば我々の所にも存在する。だがそんな施し設せつなどにさほどの価か値ちはない。それよりも重要なのは人材の方だ。それは樹雷も同じことさ。自分がどういう待たい遇ぐうを受けているか……わかるだろう？」

「私をスカウトしたいって言うわけ？」

「そういうこと。君とは長いつき合いだし、できれば手て荒あらなことはしたくない。それにあの街の人達のことも好きだったからね」

　にこやかな表情とは裏うら腹はらな冷れい酷こくな眼まな差ざしを鷲羽に向ける。言うことを聞かねばあの街に何かあるということだ。

『……ブラフか？』

　それを読みとろうと彼の表情を見入る。

「ブラフだと思っているのかな？　もちろんそういう可か能のう性せいはあるが、俺がここにいるという事じ実じつだけで十分じゃないかね？」

　薄うす笑わらいすら浮かべた男が鷲羽を見る。

「あそこには、あなたの奥さんも息子むすこさんもいるのに」

「なに、鷲羽ちゃんが私と来てくれれば死なずにすむ」

「あなたがここでやめれば同じ結果になるわ」

　彼の言葉には妻さい子しへの情など感じられなかった。

　しかし鷲羽は、彼の中にあるわずかな情にこだわった。すがりつきたかったと言ったほうが正せい解かいか。

　そうでなければ、あの二人があまりにも可哀かわい想そうすぎる。

　だが。

　男の答えは無む情じようなものだった。

「実にいい道どう具ぐだったよ。だから鷲羽ちゃんを捕とらえるという目的が達たつ成せいされればちょっとしたご褒ほう美びをあげようと思ったんだよ。自分の命というね」

　キー操作をしていた鷲羽の手が止まる。

「あの街に何をしたの？」

「……うっ!?」

　今までとはうって変わった鷲羽の冷静な表情への変化に、始めて男が戸と惑まどいを見せた。

　怒いかりによる恫どう喝かつ的てき表情などで揺ゆらぐことはないが、この時見せた鷲羽の無表情……いや何か言葉では言い表せられない表情に、恐きよう怖ふを……いや、畏い怖ふすら感じた。

「何をしたの？」

「それを知ってどうするんだい？　なるほど、事実を知れば君なら何か出来るのかもしれないと、そういうことか。だったらなおさらそんなことを言う……地中にＮワームに偽ぎ装そうしたナノマシンの母ぼ胎たいが……」

　突如、彼の意志に逆さからうように口が動き始める。

「ガードへの進入パターンは？」

「今回使った…同じ……クソッ!!」

　男の中のナノガードが侵しん入にゆうさせたナノマシンを排はい除じよしたらしく、それ以上の自じ白はく効こう果かは得られなかった。

　しかし、十分だ。

「体内のナノガードか……。ありがとう、これで向こうのガードシステムで大だい丈じよう夫ぶなことがわかったわ。夷隈教授に感かん謝しやね……えっ？」

　何かあったのか、鷲羽は医い療りようモニターに気を取られた。

　次の瞬間、男を拘こう束そくするための力場をコントロールしていたモニターが破は壊かいされた。

「きゃ!!　な、なに？」

　小さな爆ばく発はつではあったが、鷲羽は爆ばく風ふうのショックで後ろに倒れてしまう。

　とっさに起き上がった鷲羽の目に入ったものは、残ざん留りゆう力りき場ばから力ずくで脱だつ出しゆつしている男の姿だ。

「噓うそっ!?」

「我らの技術力を甘く見ないで欲しいな」

　力場から抜け出た男が鷲羽に襲おそいかかる。

　鷲羽の感情を読みとったガーディアンシステムが起き動どうし、鷲羽と男の間に割わって入る。

　このガーディアンは、鷲羽がチューンした特とく別べつ製せいだ。

　しかし、男の力は凄すさまじく、交戦に入ってからわずか数秒で、鷲羽のガーディアン一体が粉ふん砕さいされてしまった。

　目を見開く鷲羽に、男は肩かたをすくめてみせる。

「大したものだろう？　我々の技術と樹雷の近きん接せつ戦せん闘とう技ぎ術じゆつの融ゆう合ごうだ。樹雷の闘とう士し以上の力を得た私に、ＡＩ制せい御ぎよのガーディアンでは相手にならんよ」

「ならこれならどう？」

　今まで三体しか実じつ体たい化かしていなかったガーディアンが九体に増ふえる。

「チッ！」

　先ほどの三倍の圧あつ力りよくに、男は鷲羽へ近づけなくなる。

『今の内に』

　だが部屋を脱出しようとした鷲羽の目の前に男が立ちはだかる。

「──!?」

「プライドはあまり高くない方でね。私もガーディアンも持ってきてるんだよ……鷲羽ちゃん」

　酷こく薄はくそうな笑いを浮かべて男が鷲羽に近付く。

　その表情を見た鷲羽は、男が自分を捕とらえる気などないことを悟さとった。

「くっ！」

　あきらめたように一歩後ろに下がる。

「クックック」

　嫌いやらしい笑いを浮かべ、男が鷲羽の胸へと手を伸のばす。

　しかしそれは鷲羽の陽よう動どうだった。

　瞬しゆん間かん、扉とびらの表面に偽装した指し向こう性せい爆ばく薬やくが炸さく裂れつする。

『直ちよく撃げきっ！』

　もう殺さつ傷しよう目もく的てきのトラップを使うことに躊躇ためらいはなかった。

　だが一いつ瞬しゆん、男の子供の笑顔がよぎる。

『ごめんね』

　小さくつぶやくように少年の笑顔を振ふり払う。

　鷲羽の荒い息に重なるように、室内にあった換かん気き口こうが爆煙を強きよう制せい排はい出しゆつしていく。

「──!!」

　向こう側の壁かべにまで吹ふき飛ばされたはずの男の姿がない。

　もう考える余よ裕ゆうなどない。

　鷲羽がドアの隙すき間まから居い間まを飛び出す。

　──ギャイィィィンン!!──

　すぐ真ま後うしろでいやな金きん属ぞく音おんが響く。

　男の攻こう撃げきを一体のガーディアンが防ふせいだ。男の使ったガーディアンより鷲羽の物が優ゆう秀しゆうだった、その結果の音だ。

『逃げろ！』

　生せい存ぞん本ほん能のうが全てを支し配はいしていた。

　並なみの人間では捉とらえられない凄すさまじいスピードで、男とガーディアンは、ほぼ互ご角かくに戦っている。

　一体になったことで処しよ理りスピードが上がったせいだろう。

　空気の唸うなりと金属音と破は壊かい音おんだけが鷲羽に知覚できるものだった。

　──バギャイィィィィィンンン──

　その衝しよう撃げきが空気を伝わって感じられるかのような音と共に、鷲羽の最後のガーディアンが砕くだけ散った。

　その音が鷲羽の死の合あい図ずでもあった。

『死ね』

　鷲羽のガーディアンを破壊した男が鷲羽の真後ろにいた。

　──ビュッッ!!──

　空気を切り裂さく音がうねる。

「──？」

　彼の手しゆ刀とうが鷲羽の首をはねた。

　いや、はねてない。

　男の目の前にいた鷲羽の姿が消えていた。

「テレポーテーションか、だが……」

　船は超ちよう能のう力りよくに対してのガード機き能のうも有している。

　能力を抑よく制せいされた鷲羽は、男の数メートル前で実じつ体たい化かしていた。

「その程度の能力では、ほんの数分命を長らえさせるだけだよ」

　戦いにおいて、超能力の連続使用は精せい神しんに極きよく度どの緊きん張ちようを強しいる。

　しかも、数メートルの移い動どう距きよ離りなど男にとってはないも同どう然ぜん。

　集しゆう中ちゆうがわずかに乱みだれたり、移動のパターンを読まれれば、すぐさま命を絶たたれる。

　だが鷲羽は、ほんの数十秒だけ時間を稼かせげればそれでよかった。

　そして鷲羽の目的地は、ほんの数メートル先のドアの向こう、展てん望ぼうホールである。

　テレポーテーションを繰くり返し、鷲羽はホール前の廊ろう下かに実体化した。

　一いつ瞬しゆんの後、ドアを粉ふん砕さいした男が迫せまる。

　男の間ま合あいに取り込まれる。

「──!!」

　だが男の手刀は、鷲羽の顔の触ふれるか触れないかの所で止まっていた。

「きさま!?」

　男の腕うでをつかんでいるのは、『かなみつ』で目の前の男と一いつ緒しよにいた一人の若い新人警兵であった。

「申もうし訳わけありません、鷲羽殿どの。遅おそくなりまして」

「色々やることがあったんでしょ？　ありがとう、助けてくれて」

　あの時、鷲羽が医療モニターに気を取られたのは、男とは別の、もう一つの動体反応を捉えていたからだ。

「西にし阿あ、おまえ、一体、何者だ？」

　西阿と呼ばれた若者に腕を摑つかまれた男は身体を動かすこともできない。

　信じられなかった。

　シャンクギルドの技術に樹雷の体術をマスターした男が動けないのだ。

「樹雷の闘とう士し以上の力を持つあなたに、こんなことを出来るのは樹雷の皇族しかいないでしょう？　そうですわよね、西阿殿？」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべる男に鷲羽が口を開く。

「──!!　お、皇族だと？」

　西阿は困ったように肩をすくめる。

「いえいえ。ただの末まつ席せきを汚けがすだけの若わか造ぞうですよ。それに、樹雷闘士達の名めい誉よのため申し上げますと、本物の闘士の力はこんなものではありませんよ」

「クックック。こりゃあいい！　わざわざ皇族が護ご衛えいに来るとはな。哲学士と皇族を消せるのなら上出来だ」

　男の言葉が終わると同時に、軽い振しん動どうと共に船が通常空間へとシフトした。

「このまま航路を変えなければ恒こう星せいへ突っ込む。ちょっとでも航路を変えれば待たい機きしている『シープリス』が攻こう撃げきを行う」

「シャンクギルド、対樹雷方面の旗き艦かん、シープリスか？」

「ああ、そうだ。光こう栄えいに思うんだな。我らシャンクギルドの誇ほこる惑わく星せい規き模ぼクラス、最さい強きよう最さい新しん鋭えい戦せん闘とう母ぼ艦かんが出で迎むかえてやるのだから」

　男は自分の言葉に酔よっているかのようだった。

　だが事じ実じつ、シープリスはいくつもの国が大だい規き模ぼな艦かん隊たいを組織しても手を焼くほどの強力な大型戦闘母艦である。

「……あの恒星の周りには惑星は一つもない。理り想そう的てきだな」

　西阿がつぶやく。

「なんだと……？」

　そのあまりに静かな西阿の口く調ちようが、深い闇やみの中からの獣けものの咆ほう吼こうのように聞こえる。

　男だけでなく、鷲羽すらもその声に畏い怖ふを感じた。

「『水みず薙なぎ』、シープリスに即そく時じ無む条じよう件けん降こう伏ふくを勧かん告こくしてくれ」

　西阿は鷲羽にでも男にでもなく、まるでそこに誰かがいるとでもいった感じでしゃべり始める。

「無条件降伏だと！　この程てい度どの艦かんで対たい抗こうできるとでも……」

　自分の優位を無視された男が苛いら立だったように叫さけぶ。

　しかしその時、鷲羽の頭の中で誰かの声が……いや、正せい確かくにはイメージのようなものが響いていた。

『……誰？　まさか』

「そうか。樹雷の皇族は、それぞれに船を持っているんだよね？」

　鷲羽の問いに、西阿はにっこりと微笑む。

「皇家の船がいるだと!?　バカな!!」

　男の叫びに西阿は答えない。

「貴き様さま、先ほど水薙と言ったな。いるのか、皇家の船が？　……いいや、この艦の護衛は全てただの戦せん艦かん。しかも通常空間へのジャンプタイミングをずらせたんだぞ。ここへの到とう着ちやくは、どんなに早くても銀河標ひよう準じゆん時間で一時間はかかるはずだ」

「先輩、いるんですよ。ここに、この船にね」

「な……!!」

　展てん望ぼう室しつの窓から美しい光の帆ほがひろがるのが見えたのはまさにその時であった。

「……光こう鷹おう翼よく」

　男がそうつぶやいたかと思った瞬しゆん間かん、彼の体が閃せん光こうに包つつまれた。

『自じ爆ばく!?』

　西阿と鷲羽が同どう時じに気付く。

　樹雷の闘士としての反射神しん経けいで、西阿は鷲羽を庇かばうようにして床ゆかに転がる。せめて、鷲羽だけでも助けようとしての行こう動どうであった。

　しかし。

　その閃光はそれ以上大きくなることはなかった。

　男の体……いや、エネルギーと化したモノを白い翼が覆おおっていたのだ。

「これは、光鷹翼なのか？　しかし……」

　西阿は船の窓の外にも光鷹翼があることを確かく認にんする。

　外にはちゃんと、二樹の皇家の樹で作りだした光鷹翼が三枚輝かがやいていた。

『第三世代の樹は二樹いないと光鷹翼を実じつ体たい化かさせることは不ふ可か能のう。ではこの、ここにある光鷹翼は誰が作りだしているのだ？』

　その時、鷲羽のポケットの中であの三つの宝ほう玉ぎよくが輝かがやいていたことを、西阿はおろか鷲羽も気付いてはいなかった。




　あの事じ件けんから三日後の早朝──。

　鷲羽の乗った宇宙船はアカデミーの衛えい星せいステーションに到とう着ちやくしていた。

　事件はあの後、ものの数十分で片かたが付いていた。

　鷲羽の乗った連絡船には、皇家の船のコアが二機搭とう載さいされていたのだ。

　皇家の船のコアは非ひ常じように小さく、鷲羽の乗っていた中型客きやく船せんにならば偽ぎ装そうして載のせるなど造ぞう作さもないことである。

　相手が皇家の船二樹となれば、いくらシャンクギルドの最新鋭母艦『シープリス』といえども歯が立つわけがない。

　だが、いくら皇家の船でも惑星規模艦の破は壊かいには時間がかかる。その巨体を利用して逃げられる恐おそれはあった。

　そう考えていたシープリス側がわも最初は無条件降伏を受け入れなかった。しかしたった数分で武ぶ装そうの半数を沈ちん黙もくさせられると、非ひ戦せん闘とう員いんの脱だつ出しゆつ勧かん告こくは素す直なおに受け入れた。

　非戦闘員の脱出艇ていを盾たてにシープリスが逃とう走そうを謀はかることは、鷲羽にも察さつしがついたし、当然のごとく、西阿も看かん破ぱしていた。

　うまく非戦闘員の船を盾にして逃げ出したが、その時、シープリス内部にはすでに皇家の樹の一機が入り込んでいたのだ。

「まさか最新鋭の外武装ユニットが、皇家の樹のコア部分の足あし枷かせだったとはね」

　コアの直ちよく接せつ攻こう撃げきによる凄すさまじいゆがみは近くにあった恒こう星せいの異い常じよう活かつ動どうを誘ゆう発はつし、寿じゆ命みようを数すう億おく年ねん縮ちぢませたのであった。

「御ご覧らんになったように、コアによる直接攻撃はまず滅めつ多たに使えません。でもこの事はどうかご内ない密みつに」

「わかってるわ」

「奴やつらの本拠はすでに摑つかみました。今頃は皇家の樹のコントロール下にあるシープリスと樹雷の艦かん隊たいの攻撃が行われているでしょう」

　シープリスと樹雷艦隊の共同戦せん線せん。

　シャンクギルドの基き地ちがどのような規き模ぼであろうと、どれほどの戦力を保ほ有ゆうしていようとも、攻撃側に回った樹雷の力は圧あつ倒とう的てきである。

　恐らく徹てつ底てい的てきな破は壊かいが行われるであろう。

「…………あ」

　突とつ如じよ、鷲羽の頭の中で、シャンクのスパイから助けられた時に聞いたイメージのような声が聞こえた。

「何だと!?」

　ほぼ同時に西阿も声を上げる。

「何かあったのですか？」

「……いえ、何でもありません。すみません、私は急用が出来ましたのでこれで失礼させていただきます。お元気で、鷲羽殿」

「あなたもね、西阿殿」

　西阿の態たい度どから余よ程ほどのことがあったのは容よう易いに推すい測そくできたが、それを問いただすことが無む意い味みであるということも鷲羽にはわかっていた。

　西阿と別れの挨あい拶さつを交わし、握あく手しゆをした後、鷲羽は降こう下かシャトルのポートへと急ぐ。

　鷲羽がこの時あった事件の内ない容ようを知るのは数年後のことである。







　　　凪な耶じや







「……何、あれ？」

　樹じゆ雷らい皇おう立りつアカデミーに到とう着ちやくした鷲羽わしゆうは大きな柱はしらの陰かげに隠かくれている。

　鷲羽を迎むかえに来るのは、朱あか螺ら凪な耶じやという鷲羽より三歳年上の女性だ。

　しかし、彼女は一人ではなかった。

『歓かん迎げい、白はく眉び鷲羽様』と書かれたのぼりを何千本と立て、ブラスバンドや正せい装そうした学生警けい備び隊たい、小さな旗はたを持った子供たちなど、ほとんどどこぞの国家元げん首しゆの出で迎むかえのごとき派は手でさで出迎えていたのだ。

　もちろん国を出る時も今以上の派手な見送りを受けてはいる。

　しかし決定的に違ったのは、その盛せい大だいな歓かん迎げいの団体が、ここでは明らかに場ば違ちがいなことなのである。

　多くの人間に遠巻きにされ、恐おそろしく浮いているのである。

「冗じよう談だんじゃないわよ、あんな所に出て行ける訳わけないでしょ！」

　柱の陰からこっそり見ている鷲羽は、このまま帰りのチケットを買って『かなみつ』に戻もどろうか、本気で悩なやんでいた。

「よう凪耶、新入生のお迎えかい？」

　浮いた団体を遠巻きに眺ながめている人の群むれから、学生らしい男が意を決したように凪耶と呼ばれる女性に近付いて声をかけた。

「そうよ、今度はね、アカデミー始まって以来の天才って話よ。でも遅おそいなァ」

「……あのな、凪耶よ、前から言おうと思ってたんだが……」

「あ～～～っ！　いたっ!!」

　柱の陰に隠れて逃げようとした鷲羽を目ざとく見つけた凪耶は、逃げ出した鷲羽を追いかけて走り出す。

「こら～っ！　何で逃げるのよ!!」

　のぼりを持ったまま凪耶は大声を張はり上げて鷲羽を追いかける。

『無む理りもない』

　そこに居い合あわせた全ての人々は例外なくそう思った。

「待て～～～～っ!!　……何やってんの、あんたたちも追いかけるのよ！」




　追いかけっこは鷲羽の負けだった。

　脚きやく力りよく、体力は彼女の方が上であったが、地ち理りに関しては向こうが上だ。

　しかも相手は哲てつ学がく科か生せいの凪耶である。

　超ちよう能のう力りよくを使わなかった鷲羽に、あれだけの組そ織しきだった人じん海かい戦せん術じゆつで来られては勝ち目などあるはずがない。

　凪耶はアカデミーでもかなりの有名人らしく、鷲羽は行く先々で、明らかに彼女の方を指さしてヒソヒソ話をする人々を何度も見かけた。

　しかも凪耶との派手な空くう港こうでの追いかけっこが学生新聞の号ごう外がいにされ、哲学科へ向かうバスの中ですでに鷲羽の手に渡っていた。

　お陰で鷲羽は、到とう着ちやく早々有名人の仲間入りを果たしたのだ。

「……朱螺さん、あのですね」

　号外を持つ鷲羽の手は小こ刻きざみに震ふるえている。

「あははは、凪耶でいいわよ。さすがアカデミー始まって以来の天才さん！　注目されてるわねぇ」

　笑いながら凪耶が鷲羽の肩かたを叩たたく。

「貴女あなたのおかげでね」
















「大したことはしてないわよ。み～～んな天才さんに興きよう味みがあるのよ」

『……この女、皮ひ肉にくも通じんのか』

　あまりの脳のう天てん気きさに、何を言う気も起おこらなくなってしまう。

「それにしても、取り押さえるまでに三三分三五秒か……さすがに天才。三三秒きっかりに捕つかまえるはずだったのに……さすが天才」

　号外を見ながら凪耶は感心したように何度もうなずく。

『なんですって!!　……私は本気で逃げ切るつもりでいたのに』

　驚きよう愕がくに近い表情で鷲羽は凪耶の顔を見つめる。

　凪耶の言葉は鷲羽にとって衝しよう撃げき的てきだった。

「ところで天才さん」

「たった二秒差の天才ですか？　その呼び方はやめてください。私には……」

「じゃあ鷲羽ちゃんでいいわね？」

「あのっ、いきなりその呼び方は……」

「ねえ、鷲羽ちゃんは彼氏いるの？」

　鷲羽の言葉を無む視しするように凪耶が畳たたみ掛かけてくる。

「えっ？　……いや、あのですね」

「いないの？　ねえ、鷲羽ちゃん。ねえ、ねえ？」

　その勢いきおいに気け圧おされて鷲羽は何も言えなくなってしまう。

「……いません」

　ため息をつきながらそう言うのがやっとだった。

「そう！　いないんだ」

「……やけにうれしそうですね」

「えっ？　だって……私もいないんだもの。同じ者同士じゃない？　鷲羽ちゃん」

　うやむやのうちに鷲羽ちゃんと呼ばれることが決定してしまっている。

「私達きっとうまく行くわ。仲良くしましょうね♡　鷲羽ちゃん、アカデミーは私の庭みたいなものだから、わからないことがあったらなんでも聞いてね」

「長いんですか？　ここに来て」

「私、ここで生まれたの」

　凪耶はアカデミーの生まれだった。

　アカデミーといっても、惑わく星せい一つが全て学校施し設せつという訳ではない。

　惑星内で一通りの維い持じ管かん理り施設が当然設せつ置ちされており、それに従じゆう事じする者や学生、教きよう授じゆ等の家族が生活していくための施設も当然ここにはある。

　とはいえ、それら全てをひっくるめてアカデミーであるとも言えた。

　また、アカデミーでは色々な形で授じゆ業ぎようが受けられるシステムが採さい用ようされている。

　大たい抵ていの者は、それぞれの学部のある近くの寮りようやアパートに入って通学するが、中には離はなれ小島に家を建てそこでネットワークによる通つう信しん授業を受ける者や、キャンピングカーや船と言ったもので惑星中を旅しながら勉強する者もいた。

　もっともこれだけ生徒がいると当然裕ゆう福ふくな学生ばかりではない。

　大学施設に寝ね袋ぶくろ一つで生活する者もいるし、学がく費ひを稼かせぐために働いている者もいる。

　仲の悪い学部同士の大たい陸りく間かん戦争なんてものも割わりと良くある話だし、そのため生徒会連れん盟めいなる各学部からの代表者による問題解かい決けつの組織もある。

　アカデミーには、惑星一つが抱かかえる問題全てがあると言っても過か言ごんではない。

　ただ、ほとんどの人間が知の探求に勤いそしむ者だということだ。

　それが、他の惑星とアカデミーの最大にして唯ゆい一いつの違いであった。




「はい、到着」

　バスを降りた鷲羽と凪耶は、そこから五分ほど歩いたある大きな家の前で立ち止まる。

　かなり大きな、財ざい閥ばつの屋や敷しきと言ってもいい位の建たて物ものだ。

　ここら辺はかなりな高こう級きゆう住じゆう宅たく街がいらしく、大きな豪ごう邸ていが建たち並んでいたが、今目の前にあるものはその中でもひときわ立りつ派ぱなものであった。

「すごいですね。ここが凪耶さんのお宅なんですか？」

「…………」

　なにやら突つき抜ぬけた無む表ひよう情じような目で凪耶が鷲羽を見つめる。

「？　……あの、凪耶さん？」

「うんうん。いいボケぶりね」

　鷲羽の肩をポンポン叩たたきながら凪耶は奇妙に固まった笑顔で言う。

「留りゆう学がく生せいをいきなり自じ分ぶん家ちに案内する奴やつはいないわ」

「まさかこれが学校？」

「そう来るかい！」

　凪耶が嬉うれしそうにそう叫さけんだ時であった。

　目の前の屋敷の大きな門が重々しく開く。

　その向こうには、一人の初老の男と大おお勢ぜいのメイド達が家屋へと続く石いし畳だたみの道路の両脇に整せい然ぜんと並んでいた。

「お待ち申し上げておりました、白眉鷲羽様。ようこそおいで下さりました」

　美しくライトアップされた庭てい園えんをバックに、初老の男は鷲羽に向かって恭うやうやしく頭を下げる。

「…………」

　これが私の家？

　そう言いたげな表情で、家の方を指さす鷲羽に凪耶が大きく頷うなずく。

「じゃ、今日はもう遅おそいから事じ務む手て続つづきは明日にしましょう。あなたも驚おどろいて……疲つかれてるみたいだから」

「……はあ」

「じゃあね、明日八時に迎むかえに来るから。おっ休みィ～～～」

　明るく手を振ふった凪耶は、制せい止ししようとする鷲羽の言葉を無視して、スタスタと走っていった。

「……たった一人でうちの魚共くらいにぎやかな人ね」

　呆あきれた様よう子すで凪耶を見送る鷲羽に執しつ事じが声をかける。

「ようこそ白眉様。私、この屋敷の執事を仰おおせつかった平ひら田たと申します。以後、お見知り置きを。この屋敷には私を始め、一五〇名の選えりすぐられたスタッフが揃そろっております。何なりとお申もうし付け下さい」

　初老の執事は好こう感かんの持てる物もの腰ごしで再び丁てい寧ねいに鷲羽に挨あい拶さつをした。

「これ……本当に私の家？　もしかして他にも何十人も学生が住んでるとか……」

「いいえ。夷い隈くま様のご指し示じにより、白眉様御一人に住んでいただくために用意させていただいた屋敷でございます」

「教授の？」

「はい。さあ、中をご案内いたしましょう、どうぞこちらへ」

　執事に案内された屋敷は、鷲羽の故こ郷きようである『かなみつ』での豪ごう族ぞく達たちの送そう別べつ会かいで招まねかれたどの屋敷にも負けないほど豪ごう華かであった。

　どの部屋も調ちよう度ど品ひんから生活用品まで、全て最上の物が取り揃えられている。

「この寝しん室しつは研究機き材ざいも充じゆう分ぶん入りそうね」

　呆れ顔の鷲羽がだだっ広い寝室を見渡す。この寝室だけで故郷の幼よう稚ち園えんの建物と同じくらいの広さがありそうだ。

「白眉様。哲学科の生徒には個人研究所が与えられます。ここはあくまでも貴女あなた様のプライベートの場でございますよ。もちろんどうお使いになろうとも白眉様のご自由に」

「個人の研究施設？」

「はい。もちろん研究テーマにもよりますが、必要以上の場を持つことを良しとしない方もいらっしゃいますのでこれと断だん言げんできませんが。たとえば大型のトレーラーから……ほら、今、空に見えますあの衛えい星せいも哲学科の教授の個人研究施設でございます」

　執事が空に白く浮かぶ衛星を指さす。

「……ものすごく、場ば違ちがいな所に来たみたいだわ」

　寝室のテラスから空を見上げている鷲羽がポツリとつぶやく。

「何をおっしゃいます。ご入学以前より貴女様のなされた御ご偉い業ぎようを考えますれば、この程てい度どの物をご用意することなど、至し極ごく当然のことでございます」

「そんな大たい層そうなことはしてないわよ」

「シャンクは……そう考えなかったようですが」

「──!!」

　鷲羽の表情がかすかにゆがむ。

　それは、生命の危き機きに陥おちいったことを思い出したからではなく、鷲羽は顔見知りだった男とのことを思い出したからだ。

「……申もうし訳わけありません。口が過すぎたようでした」

「いいのよ。ここに来た意味がどういうことか、私が求めている物が他人にとってどういう意味を持つのかが……よくわかったわ」

「そろそろ夕食の支し度たくも整ととのったことでございましょう。食しよくと暖だんと睡すい眠みんさえ摂とれれば、人間何でも出来るものでございます」

「飯めしを食って風ふ呂ろ入って、とっとと寝る。ガキ共によく言ったっけ。確たしかに…あいつら、元気だったものね。じゃあ行こう」

「はい白眉様、ではこちらへ」

「あっ、そうだ。その白眉っての止やめてくんない。あまり呼ばれ慣なれてないし、凪耶さんのせいですっかり緊きん張ちよう感かんが抜けちゃって。鷲羽でいいわ」

「わかりました。鷲羽様」

　執事が下がった後、鷲羽は孤こ児じ院いんの自室でやったように、ベッドに大きく身を投げた。

　やはり皇立アカデミーはすごい。驚きの連れん続ぞくだ。

『でも、まあ……これくらいじゃないと調べ甲が斐いもないか』

　そう思いながら、鷲羽は鞄かばんにある螢けい紙しに触ふれる。

　色とりどりに輝かがやく光が、鷲羽には自分の未来のように思えた。

　いろいろありそうだってことだ。




　──カタカタカタ──

　鷲羽の手に持たれたフォークとナイフが、小こ刻きざみに震ふるえお皿の端はしに当たって小さな音を立てていた。

「…………」

　執事とメイド達が不安そうに鷲羽の方を見つめる。

　鷲羽の眉み間けんに大きなシワが刻まれているからだ。

「あの、鷲羽様。申し訳ありません。何かご不ふ満まんな点でもおありなのでしょうか？」

「……あ～～～～～っ、もったいないぃぃぃっっっ!!」

　大声で鷲羽が叫ぶ。

「はっ？」

「あのね！　私はガラシャ（かなみつの海に生せい息そくする鯨くじらに似た大型哺ほ乳にゆう類るい）じゃないのよっ！　こんな一いつ杯ぱい食べられる訳無ないじゃないっ!!」

　立ち上がって怒ど鳴なる鷲羽の前には、ゆうに一〇〇人は座すわれそうなテーブル一杯に料理が並ならべられていた。

　しかもそんなだだっ広いテーブルにたった一人座り、一〇名近くのメイドにかしずかれて食事をするなど、いくら図ず太ぶとい神しん経けいの鷲羽にも耐たえられない。

　というより、耐えたくない。

「手て空すきのみんなを集めてちょうだい。みんなで食べましょ」

「お言葉ですが、我われ々われは貴女様にお仕つかえする身。ご主人様と……」

「そういう堅かた苦くるしいの苦手なの。それにあなた達は私が雇やとってる訳じゃない、全部樹じゆ雷らいの好こう意いだわ」

　執事の言葉を遮さえぎるように鷲羽がきっぱりと言う。

「しかし、貴女様にはそれだけの価か値ちがあると考えればこそでございます」

「他人がどう考えようと、それは私が決めることです。良いことも悪いこともね。……今の私にこの生活は贅ぜい沢たくすぎるわ。贅沢になれるのは早いけど、それがないことに慣れるのには時間がかかる。鈍どん感かんになりたくないの。この先、アカデミーでやっていく上でね」

「……鷲羽様がそう仰おつしやるのであれば」

「ごめんね。……でもね、食事はみんなでワイワイ言いながら食べる方が楽しいものよ」

　鷲羽の言葉で宴えん会かいが始まった。

　歳としの近いメイド達はすっかりうち解とけあい、互たがいの生おい立ちから恋こい談だん義ぎまで会話に花を咲かせている。

　生き真ま面じ目めな執事の平田は、大おお勢ぜいのメイド達のかしましさに当てられ、どこか居い心地ごこち悪わるそうであった。

「わ、鷲羽様！　お願いですから、給きゆう仕じをなさるのだけはおやめ下さい！」

　いつの間にやら、故郷の孤児院の時と同じく、お皿の上げ下げや給仕をしている鷲羽に気づいた執事が、縋すがり付くように懇こん願がんする。

「アハハハ！　ついね、いつもの癖くせで」

　凪耶に乱された調子がやっと戻もどってきた鷲羽であった。




「ご馳ち走そう様さま」

「鷲羽様！　片づけは私共が」

　宴会が終わり、お皿の後片づけを始めた鷲羽を、先ほどと同じように執事が慌あわてて止めに入る。

「みんなでやれば早いわ。油物とそうでない物はわけて持ってきて」

　執事を制した鷲羽は、お皿を抱かかえて台所へと向かう。

　大勢の人間を、特に子供達を仕切ってきた鷲羽は、見み事ごとな采さい配はいであっという間に食事の後片づけを終わらせてしまった。

「片づけの手て際ぎわ自体は、まだ手慣れているといったレベルですが、あの指示なさる間合いというか呼こ吸きゆうというのか、そういったものはもう見事という他ありませんわ」

　執事の次にベテランらしきメイドが感かん心しんしたようにつぶやく。

「確たしかに。しかし我われらは鷲羽様が御ご学がく業ぎように専せん念ねんなされるよう付けられた人間ですぞ。あのような日常の仕事は全て我々がやるべきものなのに」

「御お故く郷にでも学園の子供達の面めん倒どうを見てらっしゃったのですから、あれがあの方にとっての普ふ通つうの生活なのでしょうね」

　メイドの言葉に執事は深いため息をつく。

「よし！　終わったね。みんなご苦労さん」

　後片づけの終わった鷲羽が周りを見回しながら満足そうに言う。

「じゃあお風呂に……」

「では誰だれかに案内させましょう」

　さすがに男の執事ではお風呂に案内することは出来ない。

「誰か鷲羽様を」

「あっ、私がご案内いたします」

　一人の若いメイドが進み出てくる。

「こちらでございま～す」

　彼女の名は祖そ菩ぼ命めい。

　スタッフの中でも最年少のメイドで、鷲羽より二つ年下の彼女は樹雷の出身で、アカデミーで勉強するための生活費稼かせぎにメイドになったのだと言う。

　この時代、アカデミーへ留りゆう学がくするためにはかなりの出しゆつ費ぴが必要であり、よほど裕ゆう福ふくな家庭に生まれた者でないと費用を捻ねん出しゆつすることは不ふ可か能のうであった。

　だがアカデミーはもう一つの目的、人材育成のための機き関かんでもあり、当然奨しよう学がく金きん制せい度どが設もうけられている。鷲羽のように最高学がく府ふの象しよう徴ちようたる哲学科合格生は、学資生活費等の全ての費用を全額免めん除じよされるのだ。

　しかしそれはほんの一ひと握にぎりの者に限られ、大たい抵ていは学資免除のみでアカデミーでの生活費は個人負ふ担たんとなる。

　そしてその選せん定ていは当然幾いくつかの試し験けんによる結果なのであるが、厳きびしい試験に合格しても希望の学科に進めるわけではなく、適てき性せい検けん査さによる結果、本人の希望外の学科になることもよくあることであった。

「それ以外の学科に進みたい場合、数年に一度の転てん科か試験に合格するか、自じ費ひで入るしかないんですけど…」

　命に、あまり費用がないことは明白であった。

「だから私、メイドの試験を受けたんです。結けつ構こう多いんですよ、そうする人。だってアカデミーでの生活費もかからないし、それにお給料ももらえますし」

「ふ～～ん、えらいんだね。ねえ、命さんはどの学科に行きたいの？」

「……私、皇おう教きよう師しになりたいんです」

「皇教師？」

「はい、樹雷皇おう族ぞくの皇子皇女様の教育係のことなんです」

　そこまで言うと、命は頰ほほを赤く染そめて話を続ける。

「……私の通っていた学校に樹雷の皇族の方が講こう師しで見えられていたんです」

「皇族が!?　講師で？」

「樹雷では、もちろん一部の学校に限られるのですが、ご自分の出身校だった時とか……あと多いのは、その方の皇教師の母校だったりするとご恩おん返がえしみたいにその学校の講師を引き受けて下さることがあるんです。私も、お世せ話わになりました。とても気さくな方で……。そのお方がご結婚なさって、赤ちゃんがお生まれになったんです。……だから少しでもご恩返しが出で来きれば……そう思って……」

「……そう、もしかして、その皇族の人のこと好きだったの？」

　ちょっと意い地じ悪わるげに鷲羽が聞いた。

「──!!　は、はい！」

「あら、言い切ったわね。……ねえ、どんな人だったの？　かっこよかった？」

「……はい、とても凛りんとなさって。鷲羽様のようにお綺き麗れいな方でした」

「えっ、女の人？」

「はい……？」

　鷲羽の反はん応のうに気付いた命が不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「そう、残念だったね」

「はい……あっ！」

　その時になって初めて命は鷲羽の考えていたことに気づく。

「違います！　私はストレートでその趣しゆ味みはありません」

　真っ赤になって命は反はん論ろんした。

　この時代、完全な性せい転てん換かんは当たり前の医い療りよう技ぎ術じゆつとなっているが、鷲羽は、同性の体のまま性せい行こう為いをするのが命の趣味だと思ったのだ。

「ごめん、ごめん。てっきり男の人だと思って聞いていたから、そっち方面に頭が行っちゃってた」

「もう！　……でも今回その手の趣味の人は、メイド選せん択たくからは外されたと聞いております」

「何でわざわざ？　別に気にしないのに」

「鷲羽様のご出身『かなみつ』には同性間の……行為を禁きんじた法ほう律りつがあるとかで」

「……そんな法律あったっけ？」

「鷲羽様のいらっしゃる地区法に残っているらしいんです。……クスッ、数千年も前の法律だそうですが」

　思わず笑ってしまう命につられて鷲羽も微笑ほほえむ。

「やれやれ、除じよ法ほう手続き漏もれってヤツね。……それにしてもそんな所まで調べるなんて、至いたれり尽つくせりで嬉うれしいよ。まあ別に私もそっちの趣味はないからどうでも良いけどね」

「あっ！　でもそれでしたらお気をつけ下さい、あの凪耶って方。私の友達にもいるんですけど、よく似にてるんです雰ふん囲い気きが」

『……まあ確かに随ずい分ぶん馴なれ馴なれしかったけど』

　そう考えながら、目の前にいる命がゴシップ好きな普通の女の子であることを知って、思わず笑ってしまう鷲羽であった。

「……どうしたんですか？」

「ううん。わかった、押し倒されないように気を付けるわ」

「あっ！　ここが浴よく場じよう入口となっております」

　ドアのない解かい放ほう的てきな門の向こうには、庭園が広がっていた。

「ここにお風呂があるの？」

　予よ想そうはついていたとはいえ、その豪ごう華かな造りに啞あ然ぜんとなる。

「いえ、ここは脱だつ衣い所じよです」

　しかし命の答えは更さらに予想を上回るものだった。

　今までの生活空間とのあまりのギャップが鷲羽の思し考こうを鈍にぶらせていたのだ。

　木々やちょっとした建物にうまく隠された脱衣場をすぎるとそこには……。

「これ、プール？」

　浴場を凝ぎよう視ししたまま尋たずねる。

「いえ、これが浴よく槽そうですが」

「一いち応おうね、聞いてみたの」

　いくつもの大型の湯船に色とりどりの熱ねつ帯たい系けいの木々、十数メートルの高さはあろうかという曲がりくねった滑り台や各種娯ご楽らく機き器き、鷲羽の目の前に広がる景色けしきはどう見ても娯楽用のプールとしか思えなかった。

「ここは鷲羽様の専せん用よう浴場ですので、プールとしてお使いになられるのもご自由です」

「頭バカになりそう。フッ、フフフフフ……」

「わ、鷲羽様？」

　低い不ぶ気き味みな笑いをする鷲羽から、命が思わず離はなれる。

「女性職しよく員いん全員、ここを使うこと！　いいわね」

「えっ？」

「みんなで使うの。いいわね!!」

「は、はい！」

　命はうれしそうに返へん事じをした。

「私、入ってみたかったんです。ここ」

「そうだろうと思ったわ」

「でも、よろしいんですか？」

「一人であのでっかい滑り台に乗ってる姿すがたって間ま抜ぬけ以外の何ものでもないじゃない」

「そうですか？　客きやつ観かん的てきに見ればそうかもしれませんが、私は気になりません。だって楽しそうじゃないですか」

　きっぱりと言い切る命の身体からだからは『乗ってみた～～～い』というオーラがほとばしっている。

「仕事が忙いそがしくないんだったら、今から滑っていかない？」

「えっ！　いいんですか」

　命はあまりのうれしさに半泣き状じよう態たいだ。

「クスッ。いいわよ」

　数十分後。

　キャアキャア叫びながらあまりに楽しげに滑る命につられて、いつの間にか鷲羽も一いつ緒しよに滑り台に乗っていた。

　命に付き合って数十回は滑ったであろうか、くたくたになって寝室に戻った鷲羽は、用意された夜着に着替えるのもおっくうといった感じで下着だけになると、そのままベッドに倒れ込んだ。

「命め、なんて元気な……」

　そこまでつぶやくと、そのまま糸が切れたように深い眠りに落ちるのだった。




　翌よく朝ちよう、元気いっぱいの命に起こされ、職しよく員いん全員での朝食を終え、一通りの身だしなみを整えた頃ころには、凪耶と約やく束そくした時間になっていた。

　しかし八時を過ぎても凪耶は来ない。

「あの方は特にご多た忙ぼうで、なかなか捕まらないことで有名でしたから。鷲羽様の案内役に決まってからは、まだ鷲羽様がおいでになる前だというのに、いろいろな方から所しよ在ざいの問い合わせがひっきりなしでしたし」

「ふぅ～ん」

　メイドの話を聞きながらテラスで紅茶を飲んでいた鷲羽は、暖あたたかな日差しに目を細め、真まっ青さおに晴れ上がった空を見上げた。

「よし、決めた」

「何をですか？」

「ここから学がく舎しやまで二〇分でしょ。散さん歩ぽがてらに行ってくる」

「え、でも、凪耶様は……」

「来たら、そう伝えておいて」

　テラスにあった突つっ掛かけを履はいた鷲羽は、メイドが呼び止めるのを聞かずにスタスタと屋敷の外へ出る。

　アカデミーの哲学科施設のある地ち域いきは、四季のある温おん帯たい地ちで、今はちょうど春真まっ盛さかりであった。

　鷲羽の故郷である初秋の『かなみつ』とは丁ちよう度ど正反対の気き候こうである。

　どこか物もの悲がなしさのある秋とは違い、動き始めた生命のきらめきとも言える新緑と麗うららかな陽気に誘さそわれ、鷲羽はちょっと寄り道をしてしまうのだった。

　約三〇分後、鷲羽は哲学科の敷しき地ちらしい場所の見える木こ陰かげにいた。

　厳げん密みつにいうと、隠れていた。

　哲学科の敷地を示す──そう、柵さくや塀へいらしき物は何もなく、特に大きな並なみ木きがずっと、恐おそらく何十キロの向こうまで延のびているだけだ。

　約一キロほど向こうに、学がく舎しやらしき建物が見える以外は建物らしいものは見えない。

　地平から部分的にのぞく木々等から推すい測そくするに、一つ見える建物の先は坂になっているのであろう。

『それにしても……』

　鷲羽は心の中で嘆たん息そくする。

『……なんなのよ、あれは』

　鷲羽の視し線せんの先には入口らしき、門代わりなのであろう特に大きな木の前に、門番のごとく立つ二体の大型ロボットとそれが持つ巨大な垂たれ幕まくがあった。

『歓かん迎げい！　鷲羽ちゃん』

　垂れ幕にはでっかい文字でそう書かれてある。

　名前は昨日きのうと違い、しっかり鷲羽ちゃんになっていた。

　そして。

　大型ロボットの足下には、数百人の鼓こ笛てき隊たい、旗を持った小学生、それを十と重え二は十た重えに囲む野や次じ馬うまや報ほう道どう陣じんが埋うめ尽つくし、昨日の空港の比ひではない、思いっきり異い様ような空間が形けい成せいされている。

『今度は絶ぜつ対たい見つかるもんか』

　しかし遠回りをしようにも、見晴らしのいいこの場所ではすぐに凪耶に見つかってしまうだろう。

　鷲羽の頭ず脳のうがフル回転を始めた。

　彼女の頭脳はそこにいる千人を超える人間の筋きん肉にくの動きや視し線せん、そしてその後の行動までも予よ測そくし、そこにいる人々全ての死し角かくを割り出そうとする。

　誰に見られるでもなく、学舎まで辿たどり着くために。

　だが、いくらシミュレーションしても幾いくつかの不ふ確かく定てい要よう素そがある。

　人間の中でも一番面めん倒どうなのは子供である。

　嫌いやな予感のする少年が一人、退たい屈くつそうに父親であろう男の隣となりに立っているのを鷲羽は注意深く見守る。

『……集中力の失せた子供ほど厄やつ介かいな者はないものね』

　だがうまい具ぐ合あいにその少年は父親に自分の退屈さを訴うつたえかけようと、父親の前へ、鷲羽から陰かげになる位置へと行こうとしている。

『よし！　あの子をやり過ごせれば……今だ！』

　そう思った次の瞬しゆん間かんであった。

「あっ！　あのお姉ちゃん知ってる!!」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで飛び出したはずの鷲羽の裏をかいて……もちろん少年にそんな意い図とがあるはずはない。

『天才は天てん然ねんに勝てない』

　どこかの作家が言った言葉を思い出す。

　とにかく鷲羽の知力の粋すいも、天才的な洞どう察さつ力りよくも意図も全てあっさりと、彼の気まぐれの前に敗やぶれ去ったのであった。

　少年の一言であっという間に全員の視線が鷲羽へと集中する。

　こうなったら逃げても無む駄だだ。

「……ごめんなさい！　お願い、見み逃のがして!!」

　咄とつ嗟さにそう叫んだ。

　無駄だと知りつつもそう口に出してしまったのだ。

「凪耶は君を迎むかえに行って今はいないよ」

　そう言った男に鷲羽は見覚えがあった。

　昨日、凪耶に声をかけていた学生である。

「途と中ちゆうで会わなかったのかい？」

　鷲羽が道草を食っていたせいで凪耶と入れ違いになったのだ。

　恐らくまだ戻って来ていないのであろう。

　凪耶がいれば真っ先に飛び出してくるはずだ。

「ほら、今のうちに」

　男は学舎の方を指さしている。

「えっ？」

「恥はずかしい気持ちはここにいるみんながわかっているよ。さあ急いで」

　その男の言葉に全員が一いつ斉せいに頷うなずく。

「あ、ありがとう」

　大きくお辞じ儀ぎをした鷲羽は、そのまま学舎に向かって走り出す。

　それはもう必ひつ死しだった。

　一番近い建物まで約一キロ。そこまではほとんど遮しや蔽へい物ぶつもなく、見晴らしの良い公園のような場所である。

　凪耶が帰ってくれば一目で見つかってしまうだろう。

『庇かばってくれた人達のためにも、見つかるわけには行かないわ！』

　必死の鷲羽は今、短たん距きよ離りの女子アカデミー記き録ろくを上回るスピードで走っていた。

「フフフ」

　荒あらい息と共に鷲羽の口元から笑みがこぼれていた。

　いつ凪耶に見つかるのではないかと内心ヒヤヒヤしていたが、それとは別にしてやったりという気分もあった。

　借かりを作りっぱなしじゃ気が済すまない。

　それが鷲羽の鷲羽たる所以ゆえんだ。

　そういう意味では、皇立アカデミー哲学科の資し質しつを十分持っていると言えなくもない。

　鷲羽は、走った。




「へえ！」

　学舎の陰に隠れ、人心地ついた鷲羽は、目の前に広がる景色けしきに目を奪うばわれていた。

　樹雷本星から移い植しよくされたのであろう、凄すさまじい数の雪ゆき霞がすみの花が満まん開かいに咲きほころんでいたのだ。

　鷲羽の推すい測そく通どおり、そこからはなだらかな丘きゆう陵りよう地ちとなっていた。

　幾き何か学がく模も様ようのように階の低い（大抵が平ひら屋やとなっている）学舎が段だん々だん畑ばたけのように、数キロ先の海の上まで続いている。

　それぞれの建物の屋根の部分が、上の建物の庭のような作りとなっていて、色とりどりの花が咲き、雪霞の真っ白な花にアクセントを加えていた。

　こういった草木を扱あつかわせたら樹雷の右に出るものはない。

　学舎の中を見て回る鷲羽に一人の男が声をかけてきた。

「君ぃ。ここは関係者以外立入禁きん止しだよ」

　ふんぞり返って居い丈たけ高だかに話す男は、小こ柄がらでガッチリとした体型から見ても、横おう柄へいな雰ふん囲い気きをまとっていた。

　一いつ瞬しゆん、教授かとも思ったが、彼が身に付けているのは哲学科生の記き章しようであった。

『かなみつ』の送別会によく居たタイプだと、鷲羽は直ちよつ感かん的てきに理り解かいする。

　そう、他人を見下すことが当たり前と考えてる輩やからだ。

　だが鷲羽がアカデミーに来てから受けた扱いを考えれば、哲学科生が必要以上にエリート意い識しきを持つのもしかたのないことかもしれない。

「……すいません事じ務む所しよは何ど処こでしょうか？」

「事務所？」

「ええ、入学の手続きをしたい……」

　そこまで聞くと、その男は大声で笑い出した。

「新入生か。ここが何処か判わかってるのかい。ここは銀河中のエリートの更さらに選ばれた者しか入れない所なんだよ。まして君のような子供が来られるような場所じゃないんだ。大おお方かた隣の市にある古代文学科と間違えたんじゃないのかい」

　男は思いっきり小こ馬ば鹿かにした目で鷲羽を見る。

　鷲羽を知らないところを見ると、どうやらこの男は、昨日配くばられた号外やニュースを見ていないようだ。

「あっ！　危な～～い!!」

　いきなり誰かの叫び声が聞こえたかと思った次の瞬しゆん間かん、突とつ如じよ鷲羽の目の前にいた男は声の主の跳とび蹴げりを食らった。

　カエルがつぶれたような悲ひ鳴めいを上げた男は、植うえ込みの中へ頭から突っ込んでいる。

「私のこと嫌きらいなの、鷲羽ちゃん!?」

　鷲羽の目の前に立っていたのは凪耶であった。
















　夜中に出会えば、幽ゆう霊れいと見間違えそうな恨うらめしそうな目で鷲羽を見つめている。

　いきなり誰かを蹴飛ばしたというのにその安あん否ぴも確かめない、完かん全ぜんな確かく信しん犯はんだ。

「えっ？」

「せっかく、せ～っかく鷲羽ちゃんの初登校を記念して、徹てつ夜やで用意したのにィ～～～～～～～～!!」

　思いっきり涙なみだ目めになりながら凪耶が鷲羽に訴うつたえかける。

　しかし。

「迷めい惑わくです」

　鷲羽の見事なカウンターが決まり、一瞬にして凪耶が固まった。

『こうでも言わないとこの先何をされるかわかったものじゃないわ』

　固い意志を込こめた目で鷲羽は凪耶を見つめる。

　隙すきを与えると負ける。

「……鷲羽ちゃんの意い地じ悪わるぅ」

　どうやら鷲羽の勝ちのようだ。その時になってようやく先ほど凪耶に蹴り飛ばされた男が植え込みから這い出てきた。

「いきなり何をするんだ！　貴き様さま、一体……うっ、凪耶!!　……君くん」

　嫌いや々いや君付けをしたその男の身体には幾いくつもの擦すり傷が浮かんでおり、真っ赤になった顔のこめかみにはくっきりと青あお筋すじが浮かんでいる。

「ごめん、クレー」

　謝しや罪ざいの言葉とは裏うら腹はらに、凪耶は凄すさまじい形ぎよう相そうでクレーと呼んだ男をにらみつける。

　徹夜で用意した会かい心しんの鷲羽ちゃん歓迎セレモニーを、あっさりと拒きよ絶ぜつされた悲しみを怒いかりに転てん化かした結果だった。

　別名八つ当たりとも言うが、凪耶の牽けん制せいはクレーの勢いきおいを止めるに十分すぎるほどの効こう果かをもたらしたようだ。

「……な、何だ凪耶君の知り合いか。……でも困るね、ここは関係者以外立ち入り禁止の所も多いんだよ……」

　凪耶では相手が悪いと踏ふんだのか、クレーは矛ほこ先さきを鷲羽へ向けた。

「さあ、いきましょ、鷲羽ちゃん！」

　クレーを無視して、凪耶は鷲羽を連れて行こうとする。

「君っ！　僕の言うことがわからないのか!!」

「なにがよ!?」

「いや、だから、その。そこにいる生徒を哲学科に……」

　凪耶の迫はく力りよくに押されてクレーの声が次し第だいに萎しぼんでいく。

「男ならもっとハッキリしゃべりなさいよ!!」

「いや、ですからね、そのぉ……」

　男の顔が屈くつ辱じよくに引きつる。

「凪耶君。何の騒さわぎだね？」

　丁ちよう度ど通りかかった哲学科の筆ひつ頭とう教きよう授じゆ、夷い隈くまが鷲羽たちに声をかける。端はたから見れば喧けん嘩かをしているようにしか見えなかったから、当然といえば当然だ。

「……ん？　君は……」

　凪耶の隣にいる鷲羽を見て、夷隈の眉まゆがピクリと動いた。

「ああ、教授。いえ、今も凪耶君に注意をしていた所なんですよ。部外者を連れ込んで、一いつ体たい何を考えているのやら……」

　夷隈の顔を見たクレーの態たい度どが、先ほどの横柄なものと打って変わって卑ひ屈くつにも思える丁てい寧ねいさになった。

「教授からも一言……」

「鷲羽君じゃないか!!」

　クレーの言葉を無視して、夷隈は鷲羽に近寄る。

「教授、初めまして」

「こうやって直じかに会うのはそうだね。いやぁ見違えたよ、映像より何倍も美しい」

「そんな、立派な住宅を用意して下さって何とお礼を言えばいいやら」

「ハハハ…。気にすることはない、あれは君と私の共同研究のパテントのほんの一部だ。当然の報ほう酬しゆうだよ」

「共同研究!?　きょ、教授お知り合いで……？」

　まさか、といった顔でクレーが二人の間に割って入る。

　しかしそれは当然のことであった。

　夷隈教授との共同研究に名を連ねるなど、普通の学生のみならず他の教授クラスの人でさえ滅めつ多たにないことなのだ。

　夷隈の研究補ほ佐さになることさえ、学生にとっては大変名めい誉よなことであった。

「何だ、君居たのか。……しかたないな、一応紹しよう介かいしておこう、今年ここへ入ることになった白眉鷲羽君だ。今年で一八歳になる。凪耶君の記録を抜いて最年少入科記録保ほ持じ者しやということになるね」

「教授。彼女が資し格かくを取ったのは四年前ですよ。しかも全ぜん基き礎そ課か程てい終しゆう了りようで」

「よ、四……年……」

　凪耶の言葉にクレーの表情がこれでもかというぐらいに引きつる。

「ああ、そうだったね、クレー君も知ってる通り、ここは一八歳にならないと入学出来んからね。まっ、公式記録としてはもうこれで打ち止めだな」

　笑うことすら出来ず、ただ口の端をひくつかせているだけのクレーを、凪耶は満足そうに眺める。

「少しはいい薬になったかな？」

　小声で囁ささやく夷隈に凪耶はＶサインで答えた。

「では教授、まだ入科の手続きがありますので」

　打って変わって優秀な哲学科生の表情になった凪耶は、夷隈に一いち礼れいし、鷲羽を伴ともなって学舎の方へ歩き出す。

「そうだ鷲羽君。事務所に行けば教えてくれると思うが、クラス判定調ちよう査さの結果、君は凪耶君と同じクラス６に決まったよ」

　鷲羽を呼び止めそう言った夷隈は、彼女達とは反対の方向へ歩いていった。

　その場に残されたクレーが力無くへたり込む。

　ちなみにクレーはクラス９だ。

『アカデミーに入学したての一八の小娘が、私よりも三つも上のクラスに入ってくるなんて。そんな、そんな馬ば鹿かなことが……』

　クレーは自らのアイデンティティを復ふつ興こうさせるために、約三時間ほどこの場にへたり込んでいた。

　これが鷲羽とクレーの最初の出会いであった。




　鷲羽と一いつ緒しよに学舎に入った途と端たん、凪耶は押し殺していた笑いの封ふう印いんを解とき放はなち、大声で笑った。

「あははははは、鷲羽ちゃん見た？　あのクレーのバカっぽそうな顔」

「え、いえ、その……」

「そっか、クレーのこと知らなかったんだっけ。気を付けてね、哲学科でも最低の……」

「あの、それよりも、凪耶さん。あなたの最年少記録私が破やぶったって……すみません」

　鷲羽は素す直なおに謝あやまる。

　なんとなくそうした方がいいと思ったのだ。

「いいのよ、別に記録のために勉強してるんじゃないわ……」

　あっけらかんと言った凪耶の表情が突とつ然ぜん曇くもる。

「ただね……」

「どうしたんです？」

　やっぱり悪いことをしたのかと鷲羽は不安になった。

　しかし。

「……若い男がいないの」

「はぁ？」

「ほらここって、性格上新入生っていっても、既き婚こん者しやの人が多くて。……他の科からは養よう老ろう院いんって言われてんのよ！」

　こぶしを握にぎり締しめ、凪耶が口をへの字にして力りき説せつする。

「はあ、そうなんですか」

「そうなんですかじゃないわよ、鷲羽ちゃん。年とし頃ごろの女の子には重じゆう要ような問題じゃない、これって!!」

「え、ええ。まあ、そうですね……あは、あはは……」

　真面目すぎる凪耶の表情がおかしくて、鷲羽は思わず吹き出してしまった。

　凪耶も笑って、

「フフッ、変わった人が多いけど、みんな好い人ばかりだから。でもさっきいたクレーって奴はちょっと気をつけてね。変のベクトルがかなり違うから」

『変のベクトルがかなり違うという意味ではこの人も大差ないわ』

　鷲羽は、昨日と今日の凪耶の行動を思い出しながらつぶやく。

「何か言った？」

「いいえ、何も」

「そう。じゃあ手続きが終わったら歓迎会の続きをしましょうね」

「そ、それはお断ことわりしたはずです！」

「あれは歓かん迎げい会かいの前のお出で迎むかえ」

「へ？」

「本番はこれからよ」

　二人が学舎の階段を上った先には、数万人を収しゆう容ようできる規き模ぼのお祭まつり会場と化した庭園が広がっていた。

「……帰る」

「ダメよ！」

　鷲羽をガッチリと捕つかまえた凪耶が微笑む。

　そして、耳元で呟つぶやいた。

「今度は、に・が・さ・な・い♡」




　鷲羽が入科して数週間が過ぎた。

　哲学科のカリキュラムは、鷲羽が想そう像ぞうしていたものよりずっとゆったりとしたものであった──というより、強きよう制せい的てきなものがないのである。

　だが、逆ぎやく説せつ的てきに考えると、凄すさまじく厳しい制度ということになる。

　怠たい惰だな者はいつまでたっても上には行けずに、各クラス別にある規き定てい年度を越こえれば退たい科かとなるのだ。

　誰も強制しない代わりに誰も助けてはくれない。

　しかし鷲羽には、ゆったりとした時間が持てることがありがたかった。

　環かん境きようの変化に心がついていく時間を得えられたことに。

　そして、故郷にいる母や魚達のことに思いを馳はせる時間があることに。




「今日もお出かけでございますか？」

　台だい所どころで朝とお昼のお弁べん当とうを用意している鷲羽に執事が話しかける。

　時計は午前四時をちょっと過ぎた程てい度どで、当然外はまだ暗かった。

「寝てて良いって言ったのに」

「鷲羽様。何度も申し上げるようですが、私どもは……」

「わかってます。私のために雇やとわれたって言いたいんでしょ？」

　執事の言葉を遮さえぎるように鷲羽が言う。

「メイドの作る食事がお口に合わないのであれば、担たん当とうの者を替かえます」

　鷲羽が詰つめている食事を見ながら、執事が困こん惑わく気ぎ味みな表情を向ける。

「彼女達の作る食事、大好きよ。でもたまには自分で作らせて。……クスッ、好きなのよ。この薄暗い台所で開いた保ほ存ぞん庫この薄うす明あかかりの中でゴソゴソやるのが」

「はあ、さようで」

「別に苦じゃないのよ。うちのお母さんの主しゆ義ぎでね、子供にはちゃんと三度三度誰かが自分達の食事を作っている所を見せるの。食事を作るのがいかに大変か、それを粗そ末まつにするのがどれだけ良くないことかとかをね。もちろん自分達でも作れるように小さい頃から教えられるわ」

　そう言いながら鷲羽はあの優しい院長の顔を思い出し、思わず微笑んでいた。

「素す晴ばらしいお方ですね」

「それにね、これもお母さんの口くち癖ぐせなんだけど、『おいしい料理を作れれば、どこででも生きていけるわ』ってね」

「食は生きとし生ける者の基き本ほんでございますからね」

「あと、床とこ上じよう手ずだったら無む敵てきよね」

「──!!」

　いきなり鷲羽の後ろから声をかけたのは凪耶であった。

「凪耶さん！　確たしか夕べ帰ったはず……」

「帰りがけに命ちゃんにつかまってさぁ、温泉プールにある滑り台を改かい造ぞうしてたのよ。んでもって二回目に自分で試ためしに滑ったら勢いつきすぎて、植え込みにつっこんで気き絶ぜつしたまま現げん在ざいに至いたるってわけ。アハハハハッ」

　凪耶の言葉に執事が小さくため息をつく。

　現在、鷲羽の温泉プール……いやもとい、大浴場は地下にその規き模ぼを広げ、以前の数十倍の広さの一大レジャーランドと化していた。

　もちろん全部、凪耶の仕し業わざである。

「家を勝手に改かい造ぞうするのは止めて下さい」

「まあまあ、みんな喜んでることだし」

　咎とがめるように言う執事に凪耶があっけらかんと答える。罪ざい悪あく感かんのカケラもないらしい。

「おもに命と近所のガキ共が、でしょ？」

「あら、子供の扱いは慣れてるでしょ？　鷲羽お姉ちゃんと結婚するって、可愛かわいいこと言う子も居たじゃない」

「扱いという点では凪耶さんには負けるわ。子供と同レベルで遊べる人なんて滅めつ多たにいないもの」

　そうなのだ。凪耶は大浴場で子供達とサバイバルゲームまでやっているのである。

　大抵が凪耶対子供達の図ず式しきだが、たまに子供達を二手にわけて凪耶と鷲羽がそれぞれのチームの指揮をすることもあった。

「鷲羽ちゃんも結構、楽しんでるじゃない」

「……フウッ、そういえば命はどうしたの？」

　これ以上は無む意い味みな会話が続くだけだ。

　用意はもうすぐ終わるし、鷲羽はさっさと気になっていることを聞き出して会話を終わらせることにした。

「えっ？　……いや、ちょっとね……」

　命の話題をフラれて凪耶が口ごもる。

「……そう言えばさっき、たしか『二回目に自分で』って言いましたよね？」

「……命ちゃんの尊とうとい犠ぎ牲せいを無む駄だにしちゃったわ」

「命を実じつ験けん台だいにした訳ですね!?」

　鷲羽が凪耶を睨にらみ付ける。

「だ、だってェ、『あっ！　凪耶様、出来たんですね』って、止める間もなく滑り出すから……。それに、思わず見とれる位に見事なころげっぷりだったし。……まあ、一応手て当あてして、彼女の部屋に放り込んでおいたから」

「やれやれ、子供達にはちゃんと危険のないようにしておいて下さいね」

「はいはい、これからやるわ」

　凪耶の言葉を確かく認にんすると、鷲羽は荷に物もつを詰つめ込んだバッグを担かつぐ。

「……あれ？　お出かけ？」

「ええ、ちょっとハイキングに」

「じゃあ、いい場所が……」

「浴場の方、子供達の危険がないようにお願いしますね」

　案あんの定じよう付いてこようとする凪耶を鷲羽が牽けん制せいする。

「……チェッ、良い所教えてあげようと思ったのに」

「また今度お願いします。じゃあ行ってきます」

　それだけ言うと目的地も告げずに、鷲羽は台所から外へ飛び出す。

　薄く靄もやのかかった庭を突っ切ってズンズン進む。

　かすかに流れてくる冬の名残なごりのような風が、ほんの少しだけ鷲羽の頰ほほを刺さした。




　凪耶はこの数週間、多くの場所でいろんな人物に引き合わせてくれたが、そのほとんどがかなりマニアックな場所や人物に限げん定ていされていた。

　どの社会でも表があれば裏もある──ここアカデミーでもそれは例外ではない。

　哲学士というのはかなり特とく殊しゆな地位の人間である。

　当然、アカデミー法すら外れた部分が必要となることもよくあることなのだ。

　これから哲学科生としてここで暮くらす上で必要となるであろう、裏の部分──そこに踏ふみ込んだ場合に起こりうるトラブルを回かい避ひするため、凪耶は鷲羽にとって必要かつ有ゆう益えきな人物と引き合わせてくれていたのだ。

「凪耶さんったら、どうしてああいう濃こい連中とばかり友達なのかしら？」

　いくら好きとはいえ、いつもこってりした食べ物ばかりではうんざりするし、たまにはあっさりしたものが食べたくなるのが人情というものだ。

　だから、普ふ通つうの場所を散さん策さくしたいと思い、一人で出かけることにした。

　それに鷲羽には気になっている場所があった。

　凪耶にあちこち連れ回されている時にバスからちらっと見えた景色。

「あっ、あった！」

　鷲羽の住む住宅街から少し郊こう外がいに出た場所に、今は使われていない牧ぼく場じようがある。

　そこの丘の上に骨こつ董とうと言ってもいい古い天文台があった。

　この天文台こそ、鷲羽が気になっていた場所である。

　宇宙航こう行こう──それも恒こう星せい間かん航行が当たり前となった今、地上から天体観かん測そくを行う者など皆かい無むに近い。

　もしいるとすればそれは学問ではなく、ただの道どう楽らくとしての観測者だ。

　後は考古学か歴史人物学といった類たぐいの学問を研究する人間位か？

「……そうね、後は骨董収しゆう集しゆう趣しゆ味みの人間位かな」

　鷲羽は天文台に近づいて、その外観を物もの珍めずらしそうにぐるぐると何度も回る。見た目通り、外がい壁へきも中身もかなり老ろう朽きゆう化かしているようだ。

「あの、何かご用の方ですか？」

　突然、鷲羽に恐る恐る声をかけたのは、一人の老ろう婆ばであった。

　天文台のドアが開いていることに気付いた鷲羽は、老婆がこの建物に住んでいる人であると理り解かいする。

「ごめんなさい。人が住んでらっしゃるとは思わなかったものですから」

　鷲羽の丁てい寧ねいな物もの言いいに安心したのか、老婆の強こわ張ばった表情がわずかに緩ゆるむ。

「いいんですよ。こんなに荒れ果ててるんじゃ、しかたありませんもの」

「…………？」

　鷲羽は老婆の態たい度どに奇き妙みような違い和わ感かんを感じた。

　具ぐ体たい的てきにどこがどうと言われると答えられないのだが。

「でも珍しいこと、古い物に興きよう味みがおありなの？」

「はい。あの……この天文台はお婆さんの物なのですか？」

「私の亡なくなった主人の物なのよ。あの人も古い物が好きで、特にこれがお気に入りだったの。私も詳くわしいことは知らないのだけれど、どこかの星にあったものを見つけて、ここに移い築ちくさせたらしいわ」

「あの、私、白眉鷲羽と申します。ぶしつけで失礼とは思いますが、この天文台、譲ゆずっていただけないでしょうか？」

「白眉鷲羽さん。……もしかしてあの最年少で哲学科にいらっしゃった方？」

「……はい」

　ここでも有名人らしい。

　鷲羽は恥はずかしそうに頰を赤らめつつも頷うなずいた。

「あの、今、お金はないんですが、よろしければ私の家と交こう換かんでは駄だ目めでしょうか？」

　鷲羽が夷隈から貰もらい受けたパテント料は、いろいろ買い込んだ機き材ざい費ひや材ざい料りよう費ひでほとんどなくなってしまっていた。

　次のパテント振ふり込みは三か月後である。

　だから彼女は等とう価か交こう換かんを老婆に申し込むことにしたのだ。

「でも、白眉さんのお屋や敷しきは……いえ、どうぞこちらへ」

　老婆は鷲羽を手て招まねきしながら生いけ垣がきの木戸を抜ける道を歩き出す。

「うわっ!!」

　鷲羽は思わず声を上げた。

　木戸を抜けた先には、鷲羽の住む住宅街と哲学科の校舎部分が一いち望ぼうできる場所があったのだ。

　初めて登校した時とはまた別の違った趣おもむきのある美しさであった。

「あそこに見える一番大きなお屋敷が白眉さんのお屋敷でしょう？」

　老婆の指さす先は確かに鷲羽の屋敷が見えていた。

　俯ふ瞰かんから見ると他の家との差が表から見た印いん象しよう以上にあることに鷲羽は初めて気付く。

「ホホホ。あの家でしたら、天文台どころかこの牧場ごと交こう換かんしてもあなたのお家の方がお高いですよ」

「いえ、私が交換して欲しいのですから……」

「どうして、それほどまでにこの天文台を……」

　鷲羽は懐なつかしそうに天文台の壁かべに触ふれ、そして見上げる。

「私の故郷にあるものと、どことなく似にてるんです。私、そこにある天文台で寝起きしてたんです」

「まあ、そうなの」

「はいっ！」

「うふふ、新しい哲学士さんも、やっぱり変わった趣味をしてらっしゃるのね」

「自分では普ふ通つうだと思ってるんですが……変…ですか？」

「興味を持たれる幅はばが広いという意味ですよ。ほほほ……」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせる鷲羽を見て老婆がさらに笑った。

「…………！」

　老婆の優しげな笑いが一瞬、鷲羽に故郷の母を思い出させた。

「でも……ごめんなさいね」

「いえ、いいんです。お婆さんの大だい事じなものですから」

「そう言う訳じゃ…いえ、そうね」

「…？　それにしても機械部分が随ずい分ぶん荒れてますね」

　窓から見える機械部分を見ながら言う鷲羽。

「夫が亡くなってからは、メンテナンスが出来る技ぎ師しさんがいなくてね」

「私にやらせてもらえませんか？」

「でも…」

「調査を兼かねて…勉強代わりにお願いします」

　最初は遠えん慮りよしていた老婆も、どうしてもと言う鷲羽に折おれるような形で、天文台を任まかせることとなった。

　それから毎日のように鷲羽は天文台へと出向き、内部のメンテナンスを行うのだった。

　そして一か月が経たとうとしたある日……。

「本当ですか、お婆ちゃん！　本当にこの牧場を譲ゆずって下さるんですか」

「ええ」

「ありがとうございます」

「ちょっとまってちょうだい…その前に一つ聞いて貰もらいたいことがあるの」

　喜ぶ鷲羽に老婆は困こん惑わくの表情を浮かべていた。

「？？」

「……本当はこんなこと言いたくはなかったのだけどね……」

　老婆は、この土地の一部が借金の抵てい当とうになっていて、もし期き日じつまでに払はらえなければ、担たん保ぽとして土地を取り上げられてしまうのだと語った。

　老婆に返へん済さい能のう力りよくがないことを知っている不動産業者はわざと期日を延のばし、利り子し分ぶんも土地を担保にさせ、全てを奪うばおうとしているらしい。

　老婆にとって、ここは住み慣れた土地であると同時に、今は亡き夫との思い出が詰まっている大切な場所であった。

　本当は誰にも売りたくはないのだが、折せつ角かくの土地を荒れ果てさせるのも心苦しく、いい買い手がいればと、近くの今来ているのとは別の不動産屋に捜さがしてもらっているのだが一いつ向こうに買い手がつかないらしい。

「もっと早く言ってくれればよかったのに……」

「鷲羽さんの申し出はとても嬉うれしいのだけど、あなたをこんなことに巻き込むわけにはいかないと思って、今まで売るのを拒こばんでたの。ごめんなさいね……」

「諦あきらめないで、お婆ちゃん。大だい丈じよう夫ぶよ！　この土地は、私が守ってみせる」

「鷲羽さん……」

「だから安心して」

　借しやつ金きんの期き日じつにはまだ少し間がある。

　鷲羽は、先に自分の土地家屋を売ばい却きやくして借金の返へん済さいに当てようと考えたのだ。

　しかし、一向に鷲羽の屋敷を買いたいという人は現あらわれなかった。

「鷲羽様の家はこの一いつ帯たいでも一級の土地です。それに上物のお屋敷も、となれば…とても誰もが買える金額ではありませんからね」

　事じ情じようを聞きに行った鷲羽の対たい応おうに出てきた男は、素そっ気けない風にそう言った。

「ではもっと金額を下げて……」

「だっ、ダメです！」

　男は不自然なくらいに声を上げる。

「どうしてです？　持ち主の私が良いと……」

「あっ…いえ…確かに価格を下げればすぐにでも買い手が付くかもしれませんが、その言いにくいのですが、土地価格の下落の誘ゆう発はつと申しましょうか、他の方の土地の資し産さん価値を落とすことにもなりますので…もちろんこちらも善ぜん処しよいたしております。いろいろな方にお声をかけておりますからもう少しお待ちを」

　わずかな疑ぎ問もんを感じつつも不動産屋を後にする鷲羽であったが、その後不動産屋からは何の連絡も来ないまま、借金の返済期日の数日前になった。

　しびれを切らせた鷲羽が不動産屋へ乗り込もうとした時であった。凪耶が泣きながら怒ど鳴なり込んできたのであった。

「私は鷲羽ちゃんのお友達じゃなかったの!?」

　前置きもなく、執事を蹴けり倒たおして乱らん入にゆうした唐とう突とつさとあまりの形ぎよう相そうに啞あ然ぜんとなった鷲羽は思わず……、

「うん」

　と言ってしまったのだ。

「!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!」

　時が止められたように一瞬で凪耶は固まってしまった。




　──しばらくの沈ちん黙もく──




「冗じよう談だんよ、凪耶さん」

　鷲羽がやっと口を開いた。

「……鷲羽ちゃんの意地悪ぅ」

　蚊かの鳴くような声で凪耶が床に『の』の字を書く。

「だって、いきなりあんな形相で乗り込んで来たら、誰だってびっくりしますよ。だから反はん射しや的てきに、つい……」

「……そんなに凄すごかったの？」

「うん」

　鷲羽は防ぼう犯はんカメラに記き録ろくされた映像を凪耶に見せる。




　──しばらくの沈黙──




「……確かに怖こわいわね」

　凪耶は自分で認みとめた。

「あっ、そうだ。私、何言いに来たんだっけ？」

「えっと『私は鷲羽ちゃんのお友達じゃなかったの!?』までは聞いたわ」

「……私は鷲羽ちゃんのお友達じゃなかったの……そう！　それよっ!!」

　用件を思い出した凪耶がポンッと手を打つ。

「その後、鷲羽ちゃんが『もちろん友達よ』って言うと、私が『なぜ家を売ることを黙だまってたの！』って聞くはずだったのよ!!」

「凪耶さんが用件を忘れたのは私のせいだって言いたいの？」

「……もうボケはいいから。それより、不動産屋の件よ。不動産屋」

「どうしても欲しい物があってね」

「知ってるわ。あの郊外の牧場でしょ。馬ば鹿かね、何ですぐに相談してくれなかったの？」

「そこで『私達は友達じゃなかったの』に続く訳ね」

「そう!!　鷲羽ちゃんたら、やけに冷静なんだもの」

　ちょっとさめたリアクションで凪耶と接せつする……これは鷲羽が身につけた凪耶用の対たい応おう術じゆつであった。

「乗せられると疲れるから」

「鷲羽ちゃんの意地悪ぅ。……まあいいわ。でもね、いくら待ってもこの家は売れないわよ。あの牧場が借金の抵当に取られるまではね」

「どういうこと？」

「鷲羽ちゃんたら本当にお人ひと好よしなんですもの…」

　凪耶が言うには、牧場の抵当権を持っている不動産屋も鷲羽のいる区く域いきの不動産売買の管かん理りを一手に引き受けている不動産屋も、親会社は同じらしい。

　鷲羽の家の売買は書類の作成を引き伸ばされ、返済期日に間に合わないよう細さい工くされていたのだ。

　そして、あの牧場も同様の手口で買い手がつかないようにされているらしい。

「あの不動産屋はね、天文台ごと牧場を整せい地ちして高級住宅街にしようとしているのよ」

　鷲羽達の住む地区は、哲学科のある地区というステータスもあって、かなり人気の高い場所である。

　しかし居住のためのスペースは住じゆう環かん境きよう保ほ護ごのため限られており、もう条じよう件けんのいい場所が少なくなっていた。

　老女の牧場は郊こう外がいとはいえ、町に近く風ふう光こう明めい媚びな一等地である。

　しかも牧場としては狭せまいが、住宅地に換かん算さんすればゆうに数百軒分の土地が確かく保ほ出来る。

「でも今から何とかなるの？　ここら辺ってあの不動産屋じゃないと売買できないんでしょ？」

「他ならそうかもね。でもここは樹雷皇立アカデミーなのよ」

　得とく意いげに鷲羽の肩をポンポンと叩たたく凪耶。

「アカデミーで哲学科がどういう存そん在ざいだか教えてあげる」

「哲学科がどういう存在か？」

　凪耶の意い味み不ふ明めいな言葉に、鷲羽は不安に近いものを感じた。…いろいろな意味で。

「大したことじゃないよ、鷲羽君」

「い、夷隈教授!?」

　いつの間に来たのか、居い間まの入り口には夷隈が立っていた。

「ノックはしたんだが……いいかね？」

「はい、こちらこそ気付きませんで……」

　その時鷲羽は、かすかに凪耶が顔をしかめるのを見過ごさなかった。

「今日はどのようなご用で？」

「なに、凪耶君と同じだよ。鷲羽君があの牧場とこの家との交換を申し出たと知ってね。知ったのは凪耶君より先だったのだが……若さと勢いに負けたといった所かな」

『……凪耶さんが凄すごい形ぎよう相そうで駆かけ込んで来たのはそう言うわけだったのか』

「教授の意地悪」

「凪耶君が鷲羽君に頼たよれるところを見せたい気持ちもわかるのだがね……」

　そう言って夷隈は、意味ありげな笑いを凪耶に向ける。

「教授!!」

「すまんすまん」

　指で額ひたいをかいた夷隈は、鷲羽に向き直る。

「鷲羽君。哲学科は確かに特別な存在だが、もっと特とく殊しゆなのはここが皇立アカデミー、学校だということさ」

「あっ！」

「あくまでもあの不動産業者は樹雷によって管理を委い任にんされているだけ。そしてそれはすべからく学生のために存在しているということだよ」

「なるほど、そういうことですね」

　ようやく、事じ態たいを打だ開かいする答えを見つけた鷲羽が立ち上がって叫ぶ。

　その後ろにいた凪耶が床に『の』の字を書きながら、蚊かの鳴くような声でつぶやく。

「あ～ん、おいしいとこ取られたぁ」




　その数時間後、夷隈教授によって、鷲羽の屋敷付近を統とう括かつしていた不動産屋の管理委任の取り消しが行われた。

「すみません、私のために……」

「鷲羽君が気にすることはないよ、あそこも最近目に余あまるものがあったし、実は学生からの苦情も増えておったからな。良い機き会かいじゃったよ」
















「ほ～んと。金持ちの馬鹿が土地の値ね段だんつりあげてさ、肝かん心じんの学生が住めないんじゃいい迷めい惑わくよ。それにね、あの不動産屋の裏をとってみたら大笑い！　あそこの親会社の実じつ質しつ的てきな経けい営えい者しやがクレーなのよ」

「まあ、そこら辺のみみっちさがいかにも彼らしいよ」

「あの金銭への情熱を研究の方へ向ければいいのに」

「はっはっは。凪耶君、あの金銭欲と物ぶつ欲よくが彼の原動力なんだから、それがなくなっちゃあ彼じゃなくなっちゃうよ」

　談だん笑しようする凪耶と夷隈といた鷲羽は身体をプルプルと震わせている。

『……お婆ちゃんが変だって言う意味が分かるような気がするわ』

　どこか価か値ち基き準じゆんが違う、そう思った。

「ここは我々にまかせて、牧場の方に報ほう告こくしてあげなさい」

「はい、ありがとうございます、夷隈教授」

　短距離の女子アカデミー記録をはるかに凌りよう駕がするスピードで牧場へと走り出した鷲羽を、夷隈が目を細めて見つめる。

「あの娘が、ずっとああいう心を持ち続けて欲しいものだな」

　その隣にいた凪耶が床に『の』の字を書きながら、蚊の鳴くような声でつぶやく。

「あ～ん、またおいしいとこ取られたぁ」

「凪耶君と一いつ緒しよじゃ、ちょっと不安かな？」

「あ～ん、おいしいとこ取られたぁ…教授の馬鹿」




　牧場にある天文台のドアを開けた鷲羽は、老婆に事じ情じようを説明した。そして一つの提てい案あんをしたのだ。

「ねえ、お婆ちゃん、ここ私一人じゃ寂さびしいから良かったら一緒に住んでくれない」




　こうして鷲羽は牧場を買い取った後、前の持ち主の老女と住むこととなった。

　しかも牧場へは、屋敷にいた執事やメイド達もついて来た。

「なんで…あなた達も？」

「私共はあの家の使用人ではなく、特別奨しよう学がく金きんの一いつ環かんとして鷲羽様の勉学をスムーズに進めるために雇われた者達だからでございます」

　夜逃げの集団かという出で立ちで執事以下一五〇人のメイドが並んでいた。

「ヤッホ～～～！　鷲羽ちゃん」

　しかも、天文台が気に入ったという理り由ゆうで凪耶まで押しかけて来た。

　鷲羽は荒れ放ほう題だいになっていた牧場を整え、家か畜ちくを飼かって再び牧場経営を始めた。

　あんなに人気のなかった牧場が、人と動物達で溢あふれ返っている。

「まさか、この歳としになってこんなことをするとは思ってもみませんでした」

　牛を連れて歩いている執事が笑いながら言う。

　メイド達も結構気に入ってるようだ。

　鷲羽は天文台の窓から星を眺めながら、ベッドの上にダイヴする。

　アカデミーに来てから初めて味わう安あん堵ど感かんを抱いだきながら、鷲羽は眠りについた──。







　　　美み釀かも







　鷲羽わしゆうが樹じゆ雷らい皇おう立りつアカデミーの哲てつ学がく科かに入ってから一年が過すぎた。

　すでに彼女は今までの功こう績せきが認みとめられ、クラス３になっている。

　クラス３からは助じよ教きよう授じゆの資し格かくがもらえ、哲学科のクラス８までの生徒であれば教授の代だい理りとして教えることも出来た。当とう然ぜん、この教授代理の資格も、クラス３のカリキュラムの一いつ環かんである。

　教室を出た鷲羽に近づいてきたのは凪な耶じやだ。

「すごいわね、鷲羽ちゃん。もうクラス３に昇しよう格かくだなんて」

「凪耶だって学生連れん盟めいの仕事をしながらクラス４にアップが決まってるんでしょ」

「鷲羽ちゃんのお陰かげよ、あなた教師の才さい能のうがあるんじゃない？　現げんにあなたの受け持っている小学部、成績の上じよう昇しよう率りつが凄すごいらしいじゃない」

　鷲羽は近くの小学校に特とく別べつ講こう師しとして招まねかれている。

　以前住んでいた屋や敷しきにあった温おん泉せんプールを改かい造ぞうした時に知り合った子供達も、その学校に通っていた。

「子供に何か教えるって、自分が勉強になることが多いわ」

「自分にない発はつ想そうがあるから？」

「それもそうだけど、物もの事ごとを素す直なおに見るっていうことを改あらためて教えられた気分。哲学科はひねくれてるのが多いから」

「鷲羽ちゃんだって哲学科だけど」

「そこが問題なのよね。なんてゆうか、日に日に、哲学科の雰ふん囲い気きに染そまっているような気がしてね」

　凪耶を凝ぎよう視ししながら言う。

「私も気をつけなきゃって思ってるのよね」

　あっけらかんと言う凪耶。鷲羽の皮ひ肉にくは分かってもらえなかったようだ。

「でも悩なやみはそれだけじゃないでしょ？」

　唐とう突とつに言う凪耶に、鷲羽はかすかに動どう揺ようする。

「どういうこと？」

「なんとなく、そんな感じがするだけ。私の素直なものの見方、どう？」

「当たらずとも遠からずってところね」

「よかったら相そう談だんに乗るけど？」

「クラス４の凪耶が？」

「ああ！　あの頃ころの素直で純じゆん真しんな鷲羽ちゃんはどこに行ったの」

「凪耶がロケットにくくりつけて宇宙の彼方かなたに飛ばしてくれたわ」

　今度は遠とお回まわしはやめた。

「アハハハ。元々、そういう資し質しつがあったってことよ」

「そんな才能ほしくなかったわ」

　顔を見合わせた鷲羽と凪耶は、どちからともなく笑った。

「でも、心配ごとがあるなら相談してね。一いち応おう貴女あなたよりお姉さんなんだから」

「……ありがと、凪耶」

　凪耶と別れた鷲羽は、学がく舎しやを出て、降ふり注そそぐ日ひ差ざしに目を細める。

　そして思った。

　庭にわ瀬せ美み釀かものことを──。




　鷲羽は校内に幾いくつかのお気に入りの場所を持っている。

　彼女だけの小さな空間。簡かん単たんな結けつ界かいを作り出し、他人の邪じや魔まが入らないそんな空間がここにあった。

　そんな鷲羽の世界にある日、侵しん入にゆう者しやが現あらわれた。

　すだれのように細い枝えだが地面まで垂たれ下がり、直ちよつ径けい約一〇メートルのまるで大きな傘かさを思わせるような木の中で鷲羽が空くう想そうに戯たわむれていた所に、突とつ然ぜん枝をかきわけ、一人の若い男が入ってきたのだ。

「……へ？」

「……ああっ。す、すみませんっ!!」

　鷲羽よりも男の方が驚おどろいたらしく、一言謝あやまると慌あわてて逃げるように走り出す。

「待ちなさい、そっちはダメ！」

　男の走り去った方に崖がけがあるのを知っていた鷲羽が、慌てて呼び止める。

　しかし。

「うあああぁっっっっっっ!!」

　聞こえてきたのは男の返へん事じではなく、崖から落ちかけた男の悲ひ鳴めいであった。

　鷲羽の助けもあり、男はやっとの思いで這はい上がり荒あらい呼こ吸きゆうを繰くり返している。

「はぁはぁ、し、死ぬかと思った……」

「ドジね、君は…庭瀬美釀君」

「……な、何な故ぜ僕ぼくの名前を……あ、あの…」

　美釀と呼ばれた男は、息を整ととのえながら目の前にいる鷲羽を見つめた。

　意い志しを感じさせる瞳ひとみ、情じよう熱ねつの赤い髪かみ、魅み惑わく的てきなプロポーション、どう形けい容ようしても美しいという文字しか思い浮かばない。一目見たら絶ぜつ対たい忘れないような女性だが美醸は彼女と会った覚えが無なかった。

「……そこは日差しが強いわ、こちらにどうぞ」

　微笑ほほえんだ鷲羽は、美釀を誘さそうようにして傘の中に入って行く。

「……あ、あの……」

　どうしていいかわからず、美釀は傘の外に立ちすくんでいる。

「……何？」

「あ、あの先さき程ほどは、大変失しつ礼れいしました。考え事をしながら歩いていたものですから。……ノックもしないで女性の部屋に入り込むなんて……」

　黙だまって聞いていた鷲羽が、思わず吹き出す。

「ここは別に私の部屋じゃないわ、どうぞ」

「いえ、ですが……」

「私と一いつ緒しよじゃいや？」

「とんでもありません!!」

　クスクスと鷲羽が笑う。

　生き真ま面じ目めな美釀をからかう彼女は、美釀の清せい純じゆんさと礼れい儀ぎ正しさに好感を覚えていた。

「それにしても、よくここまで来られたわね。簡かん単たんな結けつ界かいを張はってあったんだけど。……壊こわれたのかしら？」

「……あっ、あの、それたぶん故こ障しようじゃないと思います。僕、その……何か考えごとやボーッとして歩いてると、普ふ通つうでは入れないような所に来てしまうんです。確かく率りつの定てい数すうに凄すごい偏かたよりがあるらしいって夷い隈くま教きよう授じゆに言われまして……」

　こういうことで何度も失敗してるのだろう、美釀は恥はずかしそうにうつむいている。

「夷隈教授の好きそうな題だい材ざいね。……解かい剖ぼうされないように気をつけてね、美釀君」

「失礼ですが……どうして僕の名前を？　初しよ対たい面めんだと思うんですけれど」

「私の初めて受け持つことになった授じゆ業ぎようで、日当たりのいい席で最初っから最後まで気持ちよさそうに寝ねていた生徒がいてね、その生徒の名前が庭瀬美釀っていう名前だったの」

　わざとらしく、しかもにこやか～～に鷲羽が言う。

　さすがの美釀もピンとくる。

「……あ、あの。もしかしてあなたが、鷲羽先生、ですか？」

　鷲羽が頷うなずくと、すぐさま美釀は直ちよく立りつ不ふ動どうになって何度何度も頭を下げた。

「すみません、すみません！　あの時は……その、なんていうか……」

「あそこの席ね、この季節だと特に気持ちがよくなるのよね。一番長く陽ひが当たるし……私もあの席、好きなのよ」

　微笑ほほえむ鷲羽に、美釀もちょっと恥はずかしそうに笑みを返す。そんな二人に、昼休みの終わりを告つげるチャイムが鳴った。

　鷲羽は傍かたわらに置いてあった荷に物もつを抱かかえて美釀を見つめる。

「でもね、今度居い眠ねむりしたら……私が解剖してあげるわ」

　美釀の身体からだが固まった。

　微笑む鷲羽は、美釀にウインクをしてその場から立ち去る。

　それから。

　美釀はちゃんと起きて鷲羽の授業を受けている。

　これが二人の出会いであった。

　今でも鷲羽は美醸を見るたびにものすごく慌てている美釀の姿すがたを思いだし、吹き出しそうになる。




　哲学科が現げん在ざいメインで使っている校こう舎しやから数百キロ離はなれた場所に、数千年前に使われていた校舎がある。ここも鷲羽のお気に入りの場所である。

　惑わく星せい一つが学校であるこの星では、一つの学部が一つの大陸を管かん轄かつしていることは珍めずらしいことではない。

　現げんに哲学科は、地球でいうアフリカ大陸程ほどの広さを持った学部なのである。

　その場所にたとえ一人でも生徒並びに教授の使用して居いる空間があれば、どんなに古い建けん造ぞう物ぶつであろうと、修しゆう繕ぜんこそすれ取り壊こわすことはしない。

　この廃はい校こう舎しやは、天文台の一件以来こういうものが好きだろうと思った夷隈教授が、鷲羽のために譲ゆずってくれた場所であった。

　校舎は数千年前に建たてられた木造モルタル建てだが、もちろん材木には特とく別べつ処しよ理りを施ほどこし数千年の風雨に耐たえられるようにされている。

　ここは鷲羽の秘ひ密みつの隠かくれ家がだ。

　それほどまでに鷲羽がこの校舎を気に入った理り由ゆうは、古い本が置かれた図書館があったからである。

　暇ひまがあれば一日中ここで本を読みふけった。

　そして、今日も……。

「誰だれ!?」

　図書館で現在では廃すたれている古い書物を解かい読どくしていた鷲羽は、床ゆかのきしむ音を聞いて身み構がまえる。

　ここには誰もいない筈はずなのに。

「誰、そこにいるのは？」

「……鷲羽先生？」

　本ほん棚だなの向こうから顔を出したのは美釀であった。

「あ、あなた。こんな所で何をしてるの？」

「本を読みにですけれど、鷲羽先生こそ何な故ぜここに？」

「私も本を読みによ。……プッ」

　なんとも間ま抜ぬけな会話に、思わず鷲羽が笑い出す。

「図書館なんだから本を読みに来るのは当たり前ね、本当はそう言うことを聞いたんじゃないんだけれど。いいわ……どうやってここに来たかは聞かない。でもここは私の個人の場所よ」

「そうだったんですか…すみません。知らなかったものですから。すぐ出ていきます」

「君とは妙みような所でばかり出会うわね。いいわよ特別に許してあげる」

　鷲羽は美醸を呼よび止めた。

「でも珍めずらしいわね、本を読むなんて」

　この時代の本は現在の地球でいう壁へき画がや石せき版ばん、羊よう皮ひ紙しに書かれた巻物的なものに相そう当とうする。情報を得る読書というよりは考古学に近い。

　鷲羽の興きよう味みを帯おびた表情を察さつして、美釀が口を開く。

「あ、あの、じつは、実家にもこういった部屋があったんです。子供の頃ころからそこが大好きで、何な故ぜだかわかりませんけど、そこにいると落ち着いて……。それに本の重さや紙をめくる音や感かん触しよく、まるで絵画のような文字や写真、素す敵てきですよね……」

　目を閉じた美釀が、持っていた本を慈いつくしむようになでる。

　鷲羽は美釀の後を続けるように話す。

「……私も。知ち識しきの量が数字じゃなく目に見えるのがいいわ。荘そう厳ごんで、まるで何かが宿ってるみたい。それに……」

　鷲羽が言葉を続けようとした時、美醸も思いついたように顔を上げ言葉を発する。

「……古い本の匂においが好きなんです」

「……古い本の匂いが好きなの」

　二人の声はきれいにハモッていた。

　鷲羽と美釀が互たがいを見つめる。

　次の瞬しゆん間かん、どちらからともなく笑い出す。

「アハハハ……いいわ美釀君、あなたを読書愛好会の会員第一号と認め、この聖せい域いきへ入ることを許きよ可かします」

「ありがとうございます。……あ、あの」

「何？」

「あの、僕が一号だと鷲羽先生は？」

「私は、顧こ問もんよ」

　ウインクしながら鷲羽は笑った。

　縁えん…なのであろうか。

　この瞬しゆん間かん、確たしかに鷲羽の中に美釀の場所が出で来き上あがっていた。




「お帰り。何かいいことでもあったの、鷲羽ちゃん？」

　天文台に帰ってきた鷲羽を待っていた凪な耶じやが声をかけた。

「いいこと？　ううん、別に……」

　だが、鷲羽の口元は緩ゆるんでいる。

　良いことがあったのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ふ～～～～～ん」

　凪耶は訝いぶかしげに鷲羽を見つめる。

「なっ、なに。どうしたの？」

　機き嫌げんのいい原げん因いんを彼女自身まだ気付いていないのだ。

「あっ、鷲羽様、お食事の用意が整ととのいました」

　凪耶が答えを返す前にメイドの命めいがやってきて二人を呼んだ。

「ありがとう、すぐ行くわ」

　そう答えた鷲羽は、軽かろやかなステップで着替えをしに自分の部屋に行く。

　見つめていた凪耶の目がなにげに光る！

「あの感じ、男絡がらみと見た!!」

　誰に言うでもなく、立ち上がった凪耶は大声で断だん言げんした。

「え～っ、鷲羽様、彼氏が出来たんですかぁ？」

　間かん髪はつ入いれずに、凪耶を囲かこんだのはメイド達だ。

「本当なんですか、私にはいつもと変わらないように見えるのですが？」

「私も、そう思います」

「みんな甘いわね。鋭するどい洞どう察さつ力りよくがあれば一目瞭然よ！」

「すごーい」

「あは、あははははは！　私の目はごまかせないわよ、鷲羽ちゃん!!」

　メイドたちにのせられるように、凪耶が高らかに宣せん言げんする。

　しかし。

「……羨うらやましい」

　ぽつりとつぶやいた命の言葉に、彼氏いない歴？年の凪耶達全員が無む言ごんになってしまったのだった。




「庭にわ瀬せ美み釀かも君…だっけ、あの彼」

　いきなり話しかけてきた凪耶に、鷲羽は飲んでいたスープを吹き出しそうになる。

　冷れい静せいを装よそおった鷲羽は、ナプキンで口元を拭ぬぐいつつ、凪耶を見た。

　ものすご～く意味のありそうな視し線せんを向けている。

　凪耶は、鷲羽さえ知らない美釀のプロフィールを仕し入いれていた。

「庭瀬美釀、特別留りゆう学がく生せい。惑星至し斗と吏り生まれ、二七歳、家は至斗吏でも有ゆう数すうの名門華か族ぞくの三男。……外国との友好親しん善ぜん的てきな特別留学生にしては珍しく、自らの実力で哲学科へ来た。……なるほど、これで助教授白はく眉び鷲羽先生の個人授業を受ければ、成績及および評ひよう価か倍ばい増ぞう間違いなしってとこね」

「ど、どういうことよ、個人授業って!!」

　テーブルを叩たたきながら鷲羽が立ち上がる。

「客きやつ観かん的てき事じ実じつを端たん的てきに述のべてるだけよ」

　しれっと鷲羽から目線をそらして言う凪耶。

「彼とはなんでもないわ。たまたま、私の図書館に来ただけで……」

　凪耶のペースに巻き込まれまいと、鷲羽は拳こぶしを握にぎりしめつつも再びイスに座すわる。

「なるほど。彼を図書館に呼びつけたと」

「メモするんじゃない！　しかも人の話を曲きよつ解かいして。あなた、それでも哲学科？」

「物もの事ごとの真しん理りを推すい測そくしたまでよ」

「あ、あああ、あんたねぇ……」

　思わず立ち上がった鷲羽は、ドアの陰かげから興きよう味み深ぶかげに聞き耳を立てている命やメイド達に気付く。

「おめでとうございます、鷲羽様ーっ!!」

「え、えっ？」

「いつかはこのような日が来ると思ってましたが、まさかこんなにも早いなんて」

「ちょっと、あなたたち、何を……」

「羨ましいですー」

「嬉うれしいけど、ちょっとだけ複ふく雑ざつですー」

　メイドたちは祝しゆく福ふくと嫉しつ妬とが入り交じった視線を鷲羽に送る。

「か、彼とはなんでもないんだから……」

「彼だって、キャーッ!!」

　もう、何を言っても無む駄だだという状じよう況きようまで、鷲羽は追い込まれていた。

　メイドたちに祝福（もみくちゃに）されている鷲羽を横目で見ていた凪耶の頭の中では、鷲羽の恋人発はつ覚かく→デート→エッチ→婚こん約やく→結婚→出しゆつ産さんなどの未み来らい予よ想そう図ずが明めい確かくな形でリストアップされていることに、当の鷲羽が気付くことはなかった。

「もう、本当になんでもないんだから！」

　いくら鷲羽が否ひ定ていしても凪耶やメイド達は納なつ得とくしない。

　訳わけの分からぬ敗はい北ぼく感かんが鷲羽を支し配はいする。哲学科的に言えば凪耶との情報広こう報ほう戦せんに負けたということだ。

　しかし周まわりのこういった行こう動どうが鷲羽の心の背中を後押ししていることも、また事じ実じつであった。




　その後も図書館での鷲羽と美釀の二人だけの同好会活動は続けられた。

　美醸は人を不ふ快かいにさせない術すべを心こころ得えていた。

　鷲羽の空間とも言える図書館での、美醸自身の存そん在ざい感かん、いや…圧あつ迫ぱく感かんとか違い和わ感かんと言った方がいいのだろう、それを感じさせないのだ。凪耶やメイド達に過か剰じように意い識しきさせられる結果となったあとでもそれは言えた。

　そして美釀は良い生徒でもあった。

　鷲羽の教え方も良かったのであろう、瞬またたく間に教えることがなくなった。しかし、どんなに気を付けていても美釀のドジは直らなかった。

　教師として満足できる結果と手のかかる部分とを併あわせ持つ、そんな生徒であった。

　確かに最初は同じ趣しゆ味みの同好の士しでしかなかったし、凪耶達のこともあって、鷲羽は恋愛関係にはならないよう意い識しき的てきに避さけて来た。

　しかしどういう形であろうと一いつ旦たん彼を受け入れた鷲羽に、美釀に惹ひかれて行く気持ちを止めることなど出来なかった。




　そんなある日のことである。

「鷲羽ちゃん、あの人とは余あまり深く……つき合わない方がいいわ」

　部屋にやってきた凪耶が、突とつ然ぜん鷲羽にそんな会話を切り出した。

「どうしたのいきなり？　前はつき合えだのなんだのとうるさかったのに。……でも、彼とはそういうつき合いじゃないから」

「なら、いいんだけど……」

「…………？」

　鷲羽は凪耶の様よう子すがおかしいことに気付いていた。

　あのオチャラケ女がいつになく真しん剣けんなのだ。

『新あら手ての嫌いやがらせかしら？』

「……ねえ、今度パーティやるんだけど鷲羽ちゃんも来ない？　皆みなあなたに会いたがってるのよ。鷲羽ちゃんたらそういう集まりになかなか来ないんだから。……今回はね、各学部の有ゆう望ぼうな男の子も一いつ杯ぱい来るからさ。ねっ、行こ」

「う、うん……」

　何か釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも鷲羽は凪耶の提てい案あんを受け入れる。

　その日以来、鷲羽は美釀と凪耶が一いつ緒しよにいるところを多く目もく撃げきするようになった。

　仲良さそうにしているわけでなく、美釀と凪耶はどことなくぎこちない。

　凪耶が自分に隠かくし事をしていると感じた鷲羽であったが、そのことを直ちよく接せつ凪耶に聞くことはなかった。

　そして今も、美釀と凪耶は一緒にどこかへ出かけてしまい、残された鷲羽は、しかたなく食堂でレポートの整せい理りをしている。

「ちょっと、のらないなぁ……」

　端たん末まつから手を離はなした鷲羽は、紅茶をすすりながら食堂を見回す。

「…………グッ」

　思わず、口から紅茶を吹き出しそうになる。

　クレーが数人の仲間と共に鷲羽の方に近づいてきていたのだ。

　鷲羽はクレーが苦にが手てであった。

　別にクレーが嫌きらいという訳わけではない、ただ美醸とは反対に、クレーの考え方や行動には過か剰じようなまでの圧迫感を感じるのである。

　反はん射しや的てきにクレーから見えない柱はしらの陰かげに入る鷲羽。

「まあ何だね、才女とはいっても所しよ詮せん凪耶君も女だったということだね」

　鷲羽がいるのを知っててクレーはわざと大声で喋しやべっていた。

「へえ、あの女じよ史しがね。でもやっぱり信じられないな」

「僕が集めた情報では、ここ数週間、頻ひん繁ぱんに凪耶君の個人研究所に出入りしているらしいよ。しかも人目につかない夜にね」

　クレーの仲間達がおおっと騒さわぐ。

「ふふふ、あの二人は出来てるよ。僕の目に狂くるいはない。……でも鷲羽君は気きの毒どくだね、親友と恋人に裏うら切ぎられているんだから」

　クレーは哲学科では歩く三流芸げい能のう誌しと呼ばれている。

　普ふ段だんなら気にもとめない鷲羽だが、今日は……。

　クレー達がいなくなるまで食堂にいた鷲羽は、端末を抱かかえて学がく舎しやから出ていく。

　すると、学舎の裏庭を歩いている凪耶と美釀が見えた。

　鷲羽の身体からだが何な故ぜか硬こう直ちよくし、その場から動けなくなる。頭の中で、先ほどのクレー達の会話がリフレインする。

　辺あたりを窺うかがうように凪耶の個人研究室に入って行く二人を、鷲羽は黙だまったまま見続けていた。

　何故か、悲しかった。




「ねえ、さっき凪耶と二人で歩いていなかった？」

　図書館で調べものをしていた美釀に近づいた鷲羽が、さりげなく話題を切り出したのは、あれから三時間ほど経たってからだ。

「……凪耶さん？　いいや」

　ごく平へい静せいに答える美醸。心の動どう揺ようが見られないのが余よ計けいに鷲羽の心を曇くもらせる。穏おだやかでドジで…そんな美醸がときどき凄すさまじく冷れい徹てつに見える事があるのだ。

「そう、遠とお目めだったんでよくわからなかったんだけど。……そうだ、ねえ凪耶にパーティーに誘さそわれてるんだけれどあなたも来ない？」

「……え？　僕は構かまわないけど。いいのかな？」

「大きなパーティーだから大だい丈じよう夫ぶよ。私が凪耶に言っとくわ」

「ありがとう」

　穏おだやかな会話を続けている自分に、鷲羽はホッとする。

「明日、頼たのんでおいた本が来るんだけど、何も予定はないよね」

「この前言ってた、廃はい棄きされる筈はずだったっていう？　……あっ、でもごめん、夷い隈くま教授に呼ばれてるんだ。少し遅おそくなるかも」

「いいわ、開かい包ほう作さ業ぎようくらいなら大したことはないから」

「ごめん、用よう事じが済んだらすぐ行くから」

　勉強の邪じや魔ましたらまずいと挨あい拶さつもそこそこに図書館を離れた鷲羽は、彼女を見送っていた美釀が深いため息をついてることに気付かなかった。




　次の日、鷲羽は思わぬ用事で哲学科の学舎に足止めされていた。

　昨さく晩ばん、凪耶は帰って来なかったため、遅おくれついでに美釀のことを報ほう告こくしようと、凪耶の研究室に向かう。

　その途と中ちゆう、夷隈教授の姿を見つけ駆かけ寄よる。

「夷隈教授、美釀君に用事があったのではないのですか？」

「美釀君？　いや、別に用事はなかったはずだが……」

「そ、そうですか……」

「……何か？」

「いいえ、私の勘かん違ちがいだったみたいです」

　釈しやく然ぜんとしない夷隈を残して、鷲羽は逃げるようにその場から離れた。

　歩きながら美釀の噓うそについて思いを馳はせる。

『別に美釀と凪耶がつき合ってたって……』

　そう思いつつも、鷲羽はいつの間にか凪耶の研究室に足を向けていた。

　凪耶の研究室の前まで来たはいいが、鷲羽は中に入る踏ふん切りがつかず、ドアの前を何度も往おう復ふくする。

　その間じゅう、美釀、夷隈、クレー達の言葉が何度も何度も頭の中を駆けめぐり、いくら首を振っても出ていってくれない。

　美釀の噓、凪耶の不ふ可か解かいな行動、そしてもやもやしている自分。

　全てが嫌だ。

　そう思った瞬しゆん間かん、鷲羽は足を止めた。

「……やっぱりやめよう。……私には関係……ないもの」

　足早に研究室から立ち去ろうとする鷲羽を呼び止めたのはクレーだ。

「おや、鷲羽君どうしたんだいこんな所で？　……美釀君なら、凪耶君の研究室だよ」

　クレーはすべてを知っててわざとらしく言う。

「──!!」

　鷲羽がもっとも聞きたくない言葉を口にされて身を固くしたのと、研究所の扉とびらを開けて凪耶と美釀が出てきたのはほぼ同時であった。

　目を見開いて鷲羽たちは互いを見つめ合う。

　永遠ともいうべき刹せつ那なの時間が流れる。

　そして。

　震ふるえる声で鷲羽が言った。

「……噓をつかなくったって……別に、私……」

　鷲羽の瞳が揺ゆれる。

「私!!」

　これ以上ここにいられない。

　逃げるように鷲羽は走り去った。

「鷲羽さん！」

　あまりの出で来き事ごとに美釀はおろおろするばかりで。

「ど、どうしましょう凪耶さん！」

「馬ば鹿か、さっさと追いかけるのよ!!」

「あ、はい。わかりました!!」

　凪耶と美釀が鷲羽の後を追って走り出す。

　すぐ近くにニタニタ笑っているクレーを目もく撃げきした凪耶は、彼が鷲羽にどういうことをしたのかすぐに看かん破ぱし、怒りをそのままクレーにぶつけた。

　ようするに、クレーを窓の外にある噴ふん水すいに蹴けりこんだのだ。

「あら、ごめんなさいねェ～。急いでるから!!」

　すぐに追いかけたものの、学舎内に鷲羽の姿はなかった。きっと、短たん距きよ離りの女子アカデミー記録の三倍以上のスピードで走っていったのだろう。

「もう、冷静に見えて意外と子供なんだから……鷲羽ちゃんは！」

　凪耶が肩かたで息をしながら、夕日を浴あびてオレンジ色に染そまった校舎を見つめた。少し遅おくれてやってきた美釀も額ひたいから汗あせを流してはぁはぁと呼こ吸きゆうを整ととのえている。

「……鷲羽さん…どこにもいません」

「他に心当たりとかないの？」

「……あ」

「あるのね！」

「もし、鷲羽さんが本当に誤ご解かいしてるのなら、僕のことを想おもってくれているのなら……」

　だが、そこで急に美醸の目は冷静になる。

「……でも」

「その目をやめなさい！　そりゃあ、あなたの家か庭てい事じ情じようからすれば当とう然ぜんなんだろうけれど…今はおろおろしながら必死で探しなさいよ！」

「は、はいっ」

　凪耶の迫はく力りよくに押されて美釀は再び走り出す。

「まってよ、私も行くわ」

「駄だ目めです」

「えっ？」

「だって、あそこは鷲羽さんと僕しか入れないんです！」

　走りながら美釀が叫さけんだ。

「チェッ」

　美醸を見送った凪耶は、ムスッとした表情で自分のオフィスへと走り出す。クレーに八つ当たりをするために──。




　かすかに電球の光だけが室内を照てらしている薄暗い部屋の中に鷲羽はいた。

　椅い子すの上で両りよう膝ひざを抱かかえて身体を丸くしている彼女の周りには、何千という本が無む軌き道どうに積つみ上げられている。

　鷲羽がいる場所は廃はい校こう舎しやの図書室……そう、彼女と美釀、二人だけの読書愛好会の聖せい域いきであった。

　もう何時間そうしてるだろうか、鷲羽は膝を抱えたまま何度も口を動かしている。

　声にならない言葉。

『……バカ』

　ふと、みしりと床ゆかのきしむ音がして鷲羽が顔を上げる。

「誰!?」

　やってくる人影が美釀だということに気付いた鷲羽が、慌あわてて逃げだす。

「待って下さい！　お願いです、僕の話を聞いて下さい」

「別に私は、あなたのことなんて、何とも……」

「それでも、僕は鷲羽さんのことが好きです！」

　突とつ然ぜんの告白であった。

　だが、その言葉が今の鷲羽の心には届とどかない。

「……噓うそつき！」

「ええ、僕は噓つきです。……でも、今言ったことは本当です」

　真しん摯しな美釀の表情が、鷲羽の緑色の瞳に映うつる。

　ああ、今、その胸に飛び込んだらどれだけ楽になることだろう。

　どれだけ、幸せを感じることが出来るのだろう。

　だが、鷲羽は目を伏ふせるだけであった。

「ずるいわ、そんなの。……私、凪耶だって好きなのよ」

「僕も凪耶さんが好きです。でも、鷲羽さんに抱いだいている気持ちとは違います。僕がうそつきだったから、凪耶さんに呼び出されて叱しかられていただけです」

「…………」

「凪耶さんとは何でもありません」

　鷲羽はただ佇たたずんでいる。

　美釀の言葉を信じたい気持ちはあったが、それだけでは納得できない引っかかりを感じているのもまた事じ実じつだ。

　数学的に明めい確かくな答えが出せるほど気持ちは簡かん単たんではないし、鷲羽は自分の抱いている気持ちを今、ようやく認にん識しきしたばかりだった。

　ずっと黙り続けている鷲羽を見つめていた美釀は、小さくため息をつくと、彼女の側そばから離れて手前にある段に足を掛かける。

「何を!?　危ない！」

　ここは一階とはいえ窓の下には崖がけがある。落ちれば命はない。

「いいんです。凪耶さんに、鷲羽さんを泣かすことがあるなら殺してやるって言われました。でも、ここに彼女はいません。ですから自分で……!!」

「何言ってるの！」

「ごめんなさい」

「わかった。信じる。信じるからっ!!」

「本当ですか!?」

　美釀が明るく振ふり向いた瞬間、美釀の体重を支え切れなくなった窓まど枠わくがバキッという音と共に壊こわれる。

「──!?」

「──!?」

　刹せつ那な、鷲羽と美釀の視し線せんが交こう錯さくする。

「ばかぁぁぁっっっっっっっっっっっっっっ!!」

　鷲羽の叫さけび声と共に美釀の身体は崖下へ…ではなく部屋側へと落ちた。




「いてててて……」

　頭をさすりながら美釀が上半身を起こす。

　間抜けな空気が流れていた。これも彼のドジなのであろうか。

　しばらくきょとんとして美釀を見つめていた鷲羽は、やがて身体をワナワナと震わせて大声で叫ぶ。

「この馬鹿!!」

　美釀が無ぶ事じとわかってほっとした次の瞬間、鷲羽の中に湧わき起こったのは怒りだ。

「いた！　……え？　いたたたたたたたたた!!」

　鷲羽は美釀に往おう復ふくビンタをかます。

「馬鹿！」

　最後の一発を放はなった鷲羽は、はぁはぁと息を整えつつ、怒りの形ぎよう相そうを安あん堵どへ、そして微笑ほほえみへと変化させていく。

「ほんと、……馬鹿なんだから……」

　クシャクシャになった顔を鷲羽は美釀の胸に押しつける。

　鷲羽の温ぬくもりを感じた美釀は、そっと彼女を抱だき寄せて耳元で囁ささやく。

「すみません……」

　鷲羽が顔を上げ、美釀を見つめる。

　美釀が只ただの男なら、この先を考える必要はない。

　しかし、彼はここで鷲羽に一つの選せん択たくをさせなければならなかった。

「鷲羽さん、僕、『世せ二に我わ』の生まれなんです」

　鷲羽の表情が僅わずかに揺ゆれる。

　美釀の一言で全てを察さつした。

　美釀の凪耶の言葉の意味を。

『世二我』は大小九四三の同どう盟めい国こくを持つ大国で、樹じゆ雷らいと冷れい戦せん状じよう態たいにある銀河同どう盟めいに所しよ属ぞくする国である。

　しかも『世二我』は、銀河同盟の中でもとりわけ入にゆう出しゆつの管かん理りが厳きびしく、今でも半はん鎖さ国こく状じよう態たいを継けい続ぞくしている国なのだ。

　その国の人間が、敵てき対たいする最大の国の頭ず脳のうとも言えるここに何な故ぜいるのか？

　スパイでないことは確たしかである。

　裏に通じているとはいえ、凪耶にわかることを樹雷が見み過すごす筈はずはない。

　ときおり美醸が見せる冷徹さは、感情を殺す教育を受けた結果なのだろう。

　鷲羽を見つめている美釀は、もう一度言った。

「僕、『世二我』の生まれなんです」

「……それが」

「えっ？」

「それが…なんなのよ……」

　鷲羽が呟つぶやく。

　真しん相そうはどうであれここに美釀がいる、それだけが鷲羽にとって重じゆう要ようなことであった。

　美釀と鷲羽が顔を近づける。

　深い、深い、キスを繰くり返す。

　熱あつい吐と息いきが互いの頰ほほをくすぐる。

　もう、言葉はいらなかった。

　心と身体を重ねるだけでよかった。




　翌よく日じつ、現れた鷲羽と美釀を見て、凪耶はやれやれといったため息をつく。

「みんなあなた達の味み方かただよ。それだけは忘れないでね」




　パーティの日、美釀は庭でこっそり鷲羽にプロポーズをした。

　美釀の家の家長である祖そ父ふから鷲羽との結婚の許しが出たのである。

　ただ、この段だん階かいでの鷲羽は美釀の婚こん約やく者しや候こう補ほという扱あつかいになり、入にゆう籍せきは『世二我』の開国が正式に決定した後とされた。

　しかし、学生達にとってそんなお国の事じ情じようなど関係ない。

　特に目ざとい凪耶に見つかったのでは、パーティ会場が婚約披ひ露ろう宴えんと化すのは必ひつ至しというより必ひつ然ぜんであろう。

　現げんにそうなって、一大どんちゃん騒さわぎの馬ば鹿か騒ぎは翌日の朝まで続き、鷲羽と美釀の結婚は翌日にはアカデミー中の者達の知る所となった。




　二日ふつか酔よいの頭を抱かかえて鷲羽と凪耶が牧場に戻もどった時、夷隈教授と共に樹じゆ雷らいの情報部員が来らい訪ほうしていた。

　彼らは、鷲羽と凪耶にことのあらましを告げる。もちろん厳きびしい箝かん口こう令れい付きだが。

『世二我』が半鎖国状態といっても民間レベルでの交流はある。『世二我』の華か族ぞくにとって、樹雷皇立アカデミーへの留学は一種のステータスだし、樹雷やそのほかの国にとってもなにがしかの交流を保たもちたいと思っている。

　しかし、どちらの世界にもその交流を喜ばしく思わない輩やからはいるものだ。

　そのため、彼らは樹雷側の用意した名前と経けい歴れきを使い、特別留学生として入って来るシステムが採とられていた。

　現にそういった長い地道な努力が実を結び、『世二我』では開国側の勢せい力りよくが強くなっている。

　現最高権けん力りよく者しやである九く羅ら密みつ氏の指し導どうのもと、開国への努力が続けられ、極ごく秘ひ理りに樹雷側と開国後の連盟加入の話し合いもなされていた。

「なるほど、わかりました。つまり、鷲羽ちゃんたちは、開国に向けて民間レベルのプロパガンダとして利用できると考えたんですね」

　納なつ得とくした凪耶が横目で夷隈を睨にらみながら言う。

「まあ、そうあからさまに責せめないでくれ。我われ々われとしても、ハプニングに巻き込まれた形になるのだから」

「……白はく眉び鷲羽殿、『世二我』と樹雷のために、是ぜ非ひとも」

　夷隈の隣にいた樹雷の情報部員が頭を下げる。

「いや、まあ、別に一いつ緒しよにいられるのなら、それはそれで……」

「しっかし、樹雷の情報部って、三流の芸能誌みたいなこともやるんだ」

「それが何であれ、情報と名がつけば、全て我々の管かん轄かつです」

　凪耶の言い方に情報官は苦く笑しようしながら答える。

「ふ～ん、良かったわね、鷲羽ちゃん。これから、あなたたち二人の経けい費ひは、全部樹雷側が持ってくれるんじゃない」

「凪耶さんのは出ませんが、念のため」

「ちぇっ。ケチ」

　頰を膨ふくらませた凪耶を見て笑いながら、夷隈が朗ろう報ほうをもたらす。

「そう怒らんでくれ。凪耶君は本日付けをもって、特別奨しよう学がく生せい扱あつかいになっとるんじゃからな」

「え～～～～～っ！　本当ですか～ァ、教授ぅ!!」

　はしゃぎまくる凪耶を後しり目めに、情報官が鷲羽に向き直って言う。

「あなたは、本日より情報部の監かん視し下かに置かれますが、目め障ざわりにはならないよう心がけておりますゆえ。どうか御ご容よう赦しやの程ほどを」

　以前からマークされていたことは聞くまでもなかったが、確たしかに目障りにはなっていないのでどうでもよかった。

　しかし、鷲羽は情報部がここに来た本当の理由に気付いていなかった。

　そして。

　凪耶がここに同席していた本当の理由も──。




　現在『世二我』では開国派の勢せい力りよくが強いといっても、最高権力者である九羅密氏あってのこと。今だ危あやういバランスの上に成り立っているのが実じつ情じようだ。

　そして九羅密氏の子し息そくである次期代表は開国には難色を示している。

　九羅密氏に何かあればあっという間に状じよう況きようが逆ぎやく転てんするかも知れないのだ。

　しかし、そんな国家間の事情も鷲羽には関係なかった。

　幸福感だけが今の鷲羽を支し配はいしていた。

　ただ一つ残念なことは、情報規き制せいが敷しかれているので、『かなみつ』にいる母に美釀のことを教えられないことだけだ。




　それから一か月後、鷲羽の妊にん娠しんが確かく認にんされた。

「ちゃんとしたけじめをつけなくちゃね。鷲羽ちゃん」

　凪耶がうれしそうに、はしゃいでいる。何をしようとしているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「いやっ!!」

　鷲羽の強い要よう望ぼうで結婚式は牧場で内うち輪わだけで行われた。

　凪耶に任まかせたら何をされるか分かったものではないからだ。

「なに言ってるのよ、私がそんな無ぶ粋すいな真ま似ねをするわけないじゃない」

　そういいつつ笑顔をつくる凪耶のがっちりと握にぎりしめられた拳こぶしが震えているのを鷲羽は見み逃のがさなかった。




「何な故ぜ出ていくの？」

　結婚式の後、自分の荷に物もつを片づけている凪耶に鷲羽が訊たずねる。

「何言ってんのよ、新婚生活の邪魔なんて出来るわけないでしょ」

「ここに何人住んでるか知ってるでしょ？」

　牧場にはメイドの命めい達や執しつ事じが百数十名も同どう居きよしている。

　今いま更さら、凪耶が出て行こうが行くまいが関係することではない。

「フンっだ」

　凪耶を見ていた鷲羽は、結婚式でド派は手でにパーティしようと思っていた彼女の楽しみを奪うばったことにむくれていることを気づく。

　もっとも新婚の邪魔をしたくないという凪耶の言葉は、半分は本ほん音ねである。

　鷲羽は凪耶の背はい後ごから抱だきついて、その頰ほほにキスをしながらつぶやく。

「……クスッ。凪耶、見せつけたいから一いつ緒しよにいて♡」

「ち、ちくしょう！　邪魔してやるからね!!」

「うん♡」

　結局、鷲羽の一言であっさり凪耶も今まで通り、鷲羽の牧場で暮くらすことになるのであった。

　残念ながら、『世二我』も、そして『かなみつ』への里さと帰がえりも、情じよう勢せいの不安定さを理由に許可されずにいる。

　そして九か月後、鷲羽出しゆつ産さん。

　男の子。

　名前は『美み雲くも』。




　親子三人この頃ころが鷲羽にとって一番幸せな時であった。







　　　美み雲くも







　美み釀かもの様よう子すがおかしくなったのは、美み雲くもが七か月になろうかというある日であった。

　そしてその数週間後、『世せ二に我わ』の九く羅ら密みつ代表が今までの政せい策さくを一いつ転てん、鎖さ国こく政策へと転てん換かんさせたというニュースがアカデミーに舞まい込んできたのである。

「大だい丈じよう夫ぶ、僕は亡ぼう命めい者しや扱あつかいになっている。最悪の状じよう態たいになればこちらで市民権はすぐ取れるそうだから」

「でも、あなたの御家族が……」

「心配は、心配だけど……。まあ、あまり自じ慢まん出で来きることではないんだけど、こういうことの多い国だからね。対たい処しよ法ほうは心こころ得えてるよ」

　美釀の言葉を聞いて鷲羽は安心する。

　しかし。

　一か月後、美雲を散さん歩ぽに連れていったまま、美釀が消えた。

　天気のいい日だった。
















　凪な耶じやに頼たのまれた鷲羽わしゆうが隣となりの市へ講こう演えんをするため、牧場を留る守すにしていた時だ。

　そして、鷲羽が夕方家に帰って来た時には、すでに美釀の姿すがたはなかった。

　執しつ事じの話だと鷲羽が出で掛かけてすぐに美雲を連れて散歩に出掛けたらしい。

　昼前に『美雲に海を見せたくなったから、帰りは夕方になる』という連れん絡らくが入ったのが最後であった。

「やれやれ、また？」

　鷲羽は苦く笑しようしながら執事に言った。

　美釀は気が向くと美雲を連れて出掛けることがあったので、その時は大して気にも留とめなかったのだ。

　しかし日が暮れた頃ころになって、胸むな騒さわぎのようなものを感じ始めていた鷲羽は、ついに居いても立ってもいられなくなり、外へ飛び出す。

　まるで鷲羽を待ちかまえるように立っていたのは、朱あか螺ら凪な耶じやであった。

「凪耶！　あの人と美雲がまだ帰らないの、一いつ緒しよに……」

　かけ出そうとする鷲羽の腕うでを凪耶がつかむ。

「……？　凪耶……？」

　虚うつろではあるが、凪耶は人に有う無むを言わさぬ表情で鷲羽を見つめる。

　その表情で鷲羽は彼女の真しん意いを知った。

「……知ってるのね。……ねえ、そうなんでしょ!?」

　鷲羽が凪耶を揺ゆすって叫ぶ。

「どこにいったの。あの人は、美雲は!?」

　何度も凪耶を揺する。

「答えて!!」

　凪耶は鷲羽から視し線せんを逸そらしながら、それでも彼女にハッキリ聞こえる声で言った。

「……帰っていったわ」

「──!!」

　走り出そうとする鷲羽を凪耶が抱だき締しめる。

「放はなして。放してよ!!」

「もう間に合わないわ……」

「いやっ!!」

　鷲羽の怒ど声せいと共に、凪耶の身体からだが跳はね飛ばされた。

「……鷲羽!!」

　鷲羽は天を仰あおいでいた。

　自分の力を使えば跳とべる、そう鷲羽は思った。

　今まで使うことのなかった……いや忘れてさえいた己おのれの中にある力。

　使うんだ。

　あの人と、美雲を取り返すために!!

　だが、鷲羽が力を使おうとしたその瞬しゆん間かん、何かが止めた。

『ソレデハマタオナジコトノクリカエシダ』

「──!!」

『それデハまタおなジことノくりかエシダ』

「──!!」

『それでは、またおなじことのくりかえしだ』

「──!!」

『それでは、また同じことの繰り返しだ』

　鷲羽が目を見開く!!

　彼女は、その内なる言葉に抗あらがうことができなかった。どんな悲しみも想いもその言葉の鎖くさりを断たち切ることはできないのだ。

　そして、全ての力を失ったように地面に倒たおれこんだ。

「……何故、何故なの？」

　自分自身にとも凪耶にともつかない問いを鷲羽が呟つぶやく。

　弾はじき飛ばされた凪耶が、立ち上がりながら言う。

「庭にわ瀬せ美釀の本当の名前は、九羅密美釀」

「──!!」

　あまりのことに鷲羽は思わず凪耶に振ふり向く。

「そう、彼はあの『世二我』最高評ひよう議ぎ会かい、議長九羅密氏の孫まごよ。……一か月前、九羅密氏が亡なくなられたの。今居いるのは替かえ玉だま。あなたも知っての通り、九羅密氏は開国に熱心だった。自分の生きている間に……そう思ってかなり強ごう引いんに開国を進めて来たわ。でも息子むすこの次期代表は、いえ、今の実じつ質しつ的てきな指し導どう者しやは彼、美釀氏の父親の美み壮さか氏なんだけれど、美壮氏は急な改かい革かくには反対だった。開国反対派の連中にとって、その息子の美釀がここにいる事実は到とう底てい容よう認にん出来ることではないのよ。美壮氏も美釀氏の将来を心配して帰国するようにって言って来たの。鷲羽ちゃんの坊ぼうやと共に」

「……ここに残るって、そう言ったのに……」

「美釀君にとってあそこは故こ郷きようで彼の家族もいるわ」

「私は、私だって……」

「せめて美雲ちゃんは、鷲羽ちゃんにって彼も言ってたんだけどね……」

　伏ふし目がちに凪耶がつぶやく。

「……あなた達は好むと好まざるとにかかわらず自分の意志だけでは決められない世界にいるの。『世二我』から多くの亡命者が出たわ。開国派だった人、権けん力りよく闘とう争そうに破れた人……そんな人達がこちらで美雲ちゃんを追って来たらどうなると思う？　樹じゆ雷らいと世二我の協きよう議ぎの結果が、鷲羽ちゃんを樹雷が、美釀君と美雲ちゃんを『世二我』が……。馬ば鹿かな話だけれど、権力者って例外なく皆、臆おく病びようなのよ」

　見ると、いつの間にか鷲羽が立ち上がっている。

「……鷲羽ちゃん？」

　凪耶がそう言うと同時に、鷲羽は無表情のまま、自らの身体からだを瞬しゆん時じに消した。

「テレポート!?」

　慌あわてた凪耶が腕うで時ど計けいの探たん査さ装そう置ちを作さ動どうさせる。

　先さき程ほど鷲羽を抱だき締しめた時発はつ信しん機きをつけておいたのだ。

　反はん応のうが鷲羽の図書館から出ているのを確かく認にんした凪耶が安あん堵どのため息を漏もらす。

　そのため息がだんだんと早くなる。

　凪耶の身体が震ふるえていく。

「すまんな凪耶君」

　木こ陰かげから出て来る夷い隈くま教きよう授じゆであった。

　身体を震わしている凪耶が振ふり向く。

　その頰ほほにはとめどなく、とめどなく涙なみだが流れていた。

「教授～～っ、どうしようっ!!」

　すがりついて泣きじゃくる凪耶の頭を、夷隈が優やさしくなでる。

「まいったの。鷲羽君ほど頭が良いと状況が理り解かい出来るから泣くことも出来ん。……可哀かわい想そうに。わしも辛つらいよ、あの子のことは本当の娘のように思っておったからの」

「孫の間ま違ちがいじゃないんですか？」

「なんだと？」

「ビ────ッッ!!」

「こ、こら、人の服で鼻水を拭ふくんじゃない!!」

　夷隈が凪耶の頭をぽかりと殴なぐった。

　頭を押さえながら凪耶がうずくまる。ふざけていないと、罪ざい悪あく感かんに押しつぶされてしまいそうだった。

　そんな凪耶の気持ちを察さつして夷隈がつぶやく。

「しばらく、そっとしておくしかあるまい」

　隠れて見ている執しつ事じや命めい達に、夷隈はめくばせをする。

　それくらいのことしか、鷲羽のためにしてやれることがなかった。




　廃はい校こう舎しやの図書館で美釀のよく座すわって居た場所を、鷲羽は黙だまって見つめていた。

『ええ……僕は噓うそつきです……』

　あの時、美釀が言った言葉をかみしめる。

　今ならわかる……あの時の美釀の言葉の意味を痛いほど感じる。

　樹雷と『世二我』とアカデミー。

　銀河でも最高の力を持つ国と機き関かん。

　この三つの障しよう害がいに阻はばまれては、『世せ二に我わ』に行くことはおろかアカデミーを出ることすら出来ない。

　その向こうに、彼女の一番大だい事じな者達は行ってしまったのだ。

『今の私にはどうすることもできない』

　どうすることもできない自分がわかってしまうのだ。

　椅い子すにうずくまり胸のペンダントの宝ほう玉ぎよくを見る。

　衝しよう動どう的てきに鷲羽は鎖くさりを引きちぎり投げようとするが、急に怒りも失せ、力なく椅子にもたれかかった。

　下ろした手から宝玉が滑すべり落ちて行く。

　幾いく時じ間かんそうしていたろうか。

　いつしか、日はとっぷりと暮くれていた。

　うつろな表情をしたまま、鷲羽は動かない。

「……鷲羽ちゃん」

　いつしか、鷲羽の目の前には老ろう婆ばが立っていた。

　力ない視し線せんを鷲羽が老婆に向ける。

　抜ぬけ殻がらのようになった鷲羽の横に座すわり一言、彼女は言った。

「お馬鹿さんね、こういう時は泣きなさい」

　人形のように無表情だった鷲羽の目から、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちる。

「うっ、うう……ううう、うううう、ううううう」

　鷲羽は子供のように老婆にすがりつく。

「うううっ、うううう」

　初めて、泣いた。

「うう。うううううう」

　うまく、泣けない。

「うう……ああ、うああ…あっああああ……」

　鷲羽は、泣いた。

「ああっ、うああっ、うあああああああ……」

　泣き続けた。




　どれ位時間が経たっただろうか、顔に当たる朝日で鷲羽は目を覚さました。

　どうやら、泣きながらいつの間にか眠ったらしい。

　一ひと晩ばん中じゆう傍そばにいてくれたらしく、老婆もソファーに寄よりかかった格かつ好こうで眠っている。

　起き上がった鷲羽は、自分に掛かけられていた毛もう布ふを老婆に掛けた。

「ありがとう、お婆ばあちゃん」

　ふと気付くと子供の姿になっていた。

　泣きながら眠った間に変身していたらしいが、元に戻ろうという気は起こらなかった。

　ソファーの横に落ちている宝玉に気付いた鷲羽が、そっと拾ひろう。

「……フッ、あなたが誰だれだかわからないけれど。負けないわよ」

　くよくよしてはいられない。

『今の私には何もできない。でも……』

　鷲羽の中にある計画が浮かんでいた。

　走り出そうとした鷲羽はダブついた服につまずいてこてんと転がる。

「忘れてた……服」




　鷲羽が図書館に籠こもってから二晩、一いつ睡すいも出来ずにいた凪耶は、自分の研究室のソファーで惚ほうけていた。

「だ～～～れだっ！」

　後ろから凪耶の目が何者かにふさがれる。

「鷲羽ちゃん!?」

「あったりィ～～～!!」

　振ふり向いた凪耶が、鷲羽の姿を見て目を見開く。

「あなた、その姿……」

「驚いた？　でも知ってたんでしょ、私が能のう力りよく者しやだって」

「そ、それはそうだけど……。フ～～～ッ」

　安あん堵どのため息を漏もらした凪耶は小さくなった鷲羽を抱き締める。

「ごめんね心配かけて」

「私、鷲羽ちゃんに嫌きらわれたかと思った」

「凪耶のせいじゃないもの。でもとりあえず鼻水は拭ふいてね」

「あっ、ごめん」

　そう言うと、凪耶は鷲羽から離はなれて鼻をかんだ。




「……ねえ、凪耶。美雲に会いたいの」

　凪耶が落ち着き、一息ついた処ところで鷲羽が話を切り出す。

「えっ？」

「取り戻せるものなら取り戻したい。でも今は会いたい……それだけ」

「でも美釀君は……」

「言ったでしょ、会いたいのは美雲。私の息子むすこよ」

　凪耶は押し黙だまったまま鷲羽を見つめる。

「……あの生活が取り戻もどせるなら。また親子三人で、当たり前に暮らせたら……。ひどい女ね、ほんの数日前のことなのに……。もうその事じ実じつを受け入れているのよ」

「それは……」

「でもね、気付いたの。私にも家族がいて故郷があるから。だから、あの人がどう苦しんだのかも」

「ありがとう……嬉うれしい……」

　凪耶は自分が鷲羽の家族の一員として思われていることに感かん謝しやした。

「それに、子供連れのあの人に親が何をするか容よう易いに想そう像ぞうつくし」

　そう言いながら鷲羽が凪耶を横目で見る。

「さしずめ向こうに帰ってすぐさま婚約発表……てとこかしら。ねえ、凪耶？」

　完かん全ぜんに鷲羽に主しゆ導どう権けんを握にぎられている。

　一二歳の少女に叱しかられている大人おとな……それは不ふ思し議ぎな光景だった。

「でも美雲がどう扱あつかわれるか、それが心配なの」

「…………」

　それについては確たしかに何の保ほ証しようもない。

　美釀の力次し第だいであろう、と凪耶は思った。

「……悔くやしいな。私に力があったら。誰にも侵おかされない力……」

　それは凪耶も同じ気持ちであった。

「そこでものは相談なんだけどさ。アカデミー院生を紹しよう介かいしてほしいの」

「……!!　無む理りよ、やりたいことはわかるけど、あの連中がそう簡かん単たんに……」

　アカデミー院生というのは、各学科の最終課か程ていを終了した生徒の中でも特に選ばれて研究員として樹雷の科学技術の中ちゆう枢すうを担になう者達の名めい称しようである。

　ただ余あまりにも高度な専門技術を扱うため、それらの技術をトータルに使うことの出来る哲学科の院生はいない。

　各学派に分ぶん裂れつした彼らの先せん端たん技術となると、民間はおろか軍用ですら技術のフィードバックは不ふ可か能のうと言われている。

　しかもアカデミー院生はそのプライドの高さゆえ、誰も彼らをコントロール出来ない状じよう態たいでいた。

「大丈夫！　紹介してほしいのは一人だけ」

「…………？」

「実はね……なの」

　こっそりと鷲羽が凪耶に耳打ちする。

「鷲羽ちゃん……悪あくどい……」

　と言いつつ、凪耶の顔はほころんでいた。







　　　クレー







　意い外がいと簡かん素そな事じ務む所しよには、情じよう報ほうをひき出す端たん末まつ以外、普ふ通つうの応接セット程てい度どのものしか見当たらなかった。

　今、鷲羽わしゆうの目の前に座すわっている男は、細ほそ身みで眼鏡めがねをかけたいかにも神しん経けい質しつそうな事じ務む員いんといった感じである。

　さりげなくだが明らかにその男の視線は、鷲羽の胸や組まれた足に集中していた。

『凪な耶じやが、ここに来る時は大人の姿すがたでって言ったのはこういうことか』

　尋たずねた時は、明らかに不ふ機き嫌げんそうで来らい訪ほう者しやをすぐさま追い返そうといった感じがありありと見受けられたが、鷲羽を見た途と端たん、ためらいがちではあるが招まねき入れてくれたのは、彼女の美び貌ぼうとプロポーションのお陰かげだろう。

「凪耶、さんですか。ええ、存ぞんじ上げてますよ。学生連れん盟めいの情報部の方ですね。彼女にここを聞いたと……で、僕にどのような御ご用ようで？」

「あなたがアカデミーで一番の情報屋と聞きましたので」

「僕は情報屋ではありません、情報のコレクターです。あんなゲスな連中と一いつ緒しよにされるのは心しん外がいですね」

　まくしたてるような口く調ちようで男は不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめる。

「まあ、それは失礼しました」

　言いながら鷲羽は大きく足を組み直す。

「……まっ、まあいいですよ。知らない人には同じように見えるかも知れませんから」

　男は完全に鷲羽の色じかけにハマっている。

　どう違ちがうかわかっているから、鷲羽はわざわざここに来たのだ。

　彼は情報を売っているのではない。

　本人の言う通りコレクターだ。

　集めることに価か値ちを見いだし、情報を商売に転てん用ようしようとは少しも思っていない。

　当とう然ぜん情報屋とは価値観が異ことなり、当たり前にそこらに転ころがっている情報には興きよう味みを示さないくせに、自分に有ゆう益えきだと思った情報には金に糸いと目めをつけずに集める。

　そのためここにはいろいろな情報が持ち込まれるのだ。

　問題は……。

「コレクションと言いますと、どういう形で手に入れるのかしら？」

「買うのですよ。まあ色々な所から持ち込まれますが、その中から価か値ちあるものを選ぶのは難むずかしいですよ」

「でも貴方あなたは、アカデミーでも一番のコレクターと伺うかがいました。そう言った目め利ききは相そう当とうなものなのでしょう？」

　コレクターは自じ慢まん話が好きである。

　集めている物を見せたがらない者も中にはいるが、大たい抵ていはそれを見せて自慢したがる。

　彼もまた例外ではなかった。

　しかも美しき女性がその相手ならば尚なおのことだ。

　目利きのしかたからそのジャンル、メモリー数から入手方法の苦労話、挙あげ句くのはてには他のコレクターに対する愚ぐ痴ちまで、男は延えん々えんと話し続ける。

　そういった話は鷲羽自身嫌きらいではないし、彼女も本の収しゆう集しゆう家かでもあるので相手に調ちよう子しを合わせるのは簡かん単たんであった。

　ひとしきり男が話し終えたところで、鷲羽が本題に入る。

「御ご自じ分ぶんで収集はなさらないの？」

「と、言いますと？」

「例えば盗とう聴ちようやハッキングといったことですわ」

「実じつ際さいそうしている連中もいますが、僕は専門外でね。僕らの間ではそれをレストアと呼んでますが、そう言うのが楽しい連中がいるのは確たしかです。でも僕はあくまでコレクションが目的ですから。それにそういう連中はコレクターではなく情報屋ですよ」

「そういった人達の情報もお持ちなのですか？」

「……なる程ほど、それが目的ですか。……ええありますよ。とびっきりのが」

　男は自慢げに話しながらも、視し線せんは身体に集中している。

　本人はわからないようにと思っているだろうが、態たい度どですぐわかる。

　何が欲しいか一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「あ、貴方みたいな話のわかる人は珍めずらしい。……どうです、これからもちょくちょくこうしてお話しませんか？」

『ふぅん。最初は普ふ通つうのおつき合いから…ということか。ストレートに私としたいと言うのかと思ったんだけど……チェッ、つまんないの。……フフフフ、貴方の身体と交こう換かんではいかがです？　……えっ？　あれそんな御ご無む体たいな……キャ～アレ～……て言う展てん開かいを期き待たいしたのに。くそ』

　思し考こうパターンが凪耶色に染そまってきたようだ。

「……どうなさったんですか？」

　不機嫌そうに体をくねくねさせる鷲羽に、戸と惑まどい気ぎ味みな男が聞く。

「えっ？　あっ、いえ、何でもありませんわ。ホホホホホ」

『くそ、しかたない張はり合いはないけど、当初の予定通りやるか』

　鷲羽は胸元が露あらわになってる内ポケットから取り出したディスクを男に差し出す。

「お気に召めすと思いますが」

　訝いぶかしげにディスクを見つめていた男だが、コレクターとしての好こう奇き心しんには勝てず、ディスクを再生した。

　この中にはその男の、人に言えない秘ひ密みつが入っている。

　それで脅おどして欲ほしい情報を得ようという卑ひ怯きような計画だった。

「こっこれは！」

　驚おどろいて立ち上がった男は、顔がん面めん蒼そう白はくである。

「私としてもこういうことは本ほん意いではないのですが……」

　良心の呵か責しやくはあるがしかたない。

　鷲羽には時間がないのだ。

　──美み雲くもに会う、そして取り戻す。

　──そのためには半はん鎖さ国こく状じよう態たいの『世せ二に我わ』に侵しん入にゆうしなくてはならない。

　──だが、鷲羽は重要警けい戒かい人物として登とう録ろくされている筈はずである。

　──その上アカデミーからも出なければならない。

　──それにはアカデミーの最高の技ぎ術じゆつが必ひつ要ようになる。

　──鷲羽の力ならば時間をかければ自じ己こ開かい発はつは可か能のうである。

　──しかしそれには何百年とかかるだろう。

　──短時間でそれを手に入れるには盗ぬすむしかない。

　──そのために最高のハッキング技術が必要なのだ。

　そんなわけで、鷲羽はここにいるのである。

　まだ顔を青くしている男を横目でチラリと見た鷲羽は、咳せき払ばらいをしつつ用件を述のべる。

「出来れば、その情報と交こう換かんということで……」

「こ、これは……素す晴ばらしい!!」

「……へ？」

　男の意外な答に鷲羽の思し考こうが一いつ瞬しゆん止まった。

「自分自身の情報とは盲もう点てんだった。……お願いだ、これを売ってくれ。金はいくらでも出す。お願いだ!!」

　鷲羽の肩をつかんで男が激はげしく揺する。

『お願いの意味が全ぜん然ぜん違う～～～～っ』

　目的は達たつせられた。

　だが鷲羽は何な故ぜか、すご～～～く悲しかった。




「どう、うまくいった？」

　帰って来た鷲羽が意い気き消しよう沈ちんしているのを見た凪耶は、驚おどろいたように口を開く。

「まさか、失敗したの？　……ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？　何かされたの？」

　心配そうに凪耶が鷲羽の顔をのぞき込む。

「ううん、うまくいったわ。……ちょっと、悔くやしいだけ」

　鷲羽が力なく答える。

「…………？」

　ほんでもって。

「キャ～～～ハハハハハハ、ワハハハハハハ～～～～、だはははは～～～～～あはあはははは。ア～ハハハハハハハハハハハハハ～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　鷲羽の話を聞いた凪耶は、これ以上ないという位笑い転げた。

「大人なんて嫌いよォ……」

　部屋の隅すみで子供の姿すがたの鷲羽がいじけている。

「ご、ごめ、ククッ。ごめ、ごめ、ごっ……ククククッ」

　笑い過すぎたらしく、凪耶のおなかの筋きん肉にくが引きつっている。

「……でも、よかったじゃない。欲しいものが手に入って」

「そうだけどさぁ」

「ほら、時は金なり、ってね」

　凪耶にせかされ、鷲羽はコレクターから貰もらってきたディスクを再生する。

「へえ、こりゃ凄すごい。こんな整せい理りのしかたがあるのね」

　ディスク内の情報の分ぶん類るい整理のしかたを見て凪耶が感かん嘆たんの声を上げた。

　現げんにこの後、この分類整理法が樹じゆ雷らいの中央でも採さい用ようされ、現在まで二度のバージョンアップ以外は変へん更こうなしに使われている。

「それにしても凄すごい量りようね。ねえ、鷲羽ちゃんこれ……何かな？」

　凪耶に言われた部分を鷲羽が再生する。

　モニターに映し出されたのはポルノグラフィーだ。

「…………」

　我われを忘れ暫しばらく見入る二人。
















「……こんなに凄いの……初めて。……ねえ、鷲羽ちゃん」

「コピーするのね」

「うん」

　そんなことを続けながら、ようやく二人は目的であるアカデミー随ずい一いちのハッカーの存そん在ざいをデータから探り当てた。

「……こ、こいつがそうなのぉ？」

　二人は呆ぼう然ぜんとモニターをみながら、どちらからともなく呟つぶやく。

　モニターに映し出されているのは、誰だれあろう、あのクレーであった。

「……灯とう台だいもと暗しってやつね。まあ、らしいといえばらしいけど。でも、だとしたら厄やつ介かいね。弱みを握にぎって協力してもらう…としても、それと同時に今回は弱みを握られることになるもの」

　さすがに相手がクレーでは一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　考え込む凪耶に、鷲羽は決けつ意いを秘ひめた表情を向ける。

「……でも……」

「わかってるわよ。あいつの協力は必要だもんね」

「……あいつの技術、だけどね」

　憂ゆう鬱うつそうに鷲羽が言う。

「……そうか。それよ、鷲羽ちゃん！」

「えっ？」

「あいつの技術にだけ協力してもらえば良いのよ。ふっふっふっふっふ」

　何か思いついたらしく、凪耶は含ふくみのある笑いをこぼす。

「とりあえずクレーの端たん末まつを片かたっ端ぱしからハックして、特にガードの固いラインを割わり出して。あっ、それから使用する器き材ざいは私んとこの使って……」

　思い立ったら即そく実じつ行こう、それが凪耶の特とく徴ちようであり長所だ。

　テキパキと動く友人を頼たのもしく思いつつも、クレーと関わることになってしまった自分を、ほんのちょっとだけ不幸だと思う鷲羽であった。




　クレーの重要な場所の特とく定ていは、その日のうちに済んだ。

　端末のキーを素す早ばやく打ち込んでいる凪耶に、鷲羽が話しかける。

「ねえ、これからどうするの、凪耶？」

「思った通り、外部からのアクセスにはトラップやウイルスが仕し込こんであったわ。……でも、本人の機材にはそんなものはない筈はずよ」

「本人のって……。まさか……」

「そうあいつん家に忍しのび込んで情報を貰もらうの」

　さっき含み笑いしてたのは、そういうことだったのかと納なつ得とくする鷲羽だ。

「でも、どうやって？　セキュリティーシステムもあるし……」

「鷲羽ちゃん。セキュリティー開発はアカデミーでやってんのよ、しかも皇おう室しつ関係にも正せい式しき採さい用ようされる位のものなのに、他のシステムをつける奴やつなんていないわ。あのケチなクレーがそんな出しゆつ費ぴをする訳わけないじゃない。しかもセキュリティーは哲てつ学がく科の事じ務むでコントロールしてるけど、その総そう轄かつは学生連れん盟めいの情報課の警けい備び部ぶが受け持ってるの」

　そう言って凪耶はにんまりと笑った。

「……泥どろ棒ぼうに合あい鍵かぎ渡してるようなものね。……あっ！　もしかして凪耶の所に付けてる自前のセキュリティーって……」

「当たり前でしょ、危あぶなっかしくて事務まかせになんか出で来きますかって」

「……大人なんか嫌いよォ」

「しょうがないのよ。それというのも自分の義ぎ務むを果たさない奴が悪いのよ」

「…………？」

「あのね、貴女あなたも哲学科なら知ってるでしょ。各科の研けん究きゆう員いんは、哲学科のクラス３以上の研究員に対し、要よう請せいがあれば自らの研究結果を提てい出しゆつする義務がある、ってやつ。……ところが、それをしない奴が結けつ構こう多いの」

「研究の途と中ちゆうのものとかは、その義務対たい象しよう外がいなんでしょう」

「鷲羽ちゃん。あんたも科学者ならわかるでしょ？　何ど処こをもって完かん成せいかは個人の見けん解かいによって全然違うわ。どこぞの高こう速そく道どう路ろが約束の年数が過すぎても無む料りよう開かい放ほうにならない理り屈くつと同じよ」

「うっ、それはなかなか説せつ得とく力りよくのある譬たとえね……」

「使えるか使えないか。それを判はん断だんするのは哲学科研究員よ。ここは個人の趣しゆ味みのためにある所じゃないわ。研究結果なんて形に……例えばその技術を使えば自動車が作れるとしても、机の引き出しに入ってるんじゃそこら辺のガキが乗ってる三輪車の方が余よ程ほど人のためになるってこと」

　凪耶の語気が段だん々だん荒くなってゆく。

「随ずい分ぶんいやなことがあったのね、凪耶」

「あいつら、『僕の研究の真の価か値ちがわかる人がいるとは思えませんね』なんてぬかしやがってェ～～～～～～！」

「まあまあ」

　キーを破は壊かいしそうな勢いきおいの凪耶を鷲羽がなだめる。

「でも、凪耶のことだから、仕返しはしたんでしょ」

「悔くやしいから自己開発してやったわ。あいつら以上のものをね。ついでにあいつらの研究の欠けつ陥かんや欠点をレポートにまとめて送ってやった」

「相手の悔しがってる顔が目に浮かぶわ」

「私はすっきりしたけど、時間は無む駄だにしたわ。どちらにせよ、ここを設せつ立りつした意味合いがねじ曲げられてるのは確たしかよ。法ほう改かい正せいしようにも研究議員は圧あつ倒とう的てきに向こう側が多いから無む理りだし」

「だから情報課があるのね」

「本来は技術を守るためなんだけどね……」

「……情報課って、学生連盟の一機き関かんなの？」

　鷲羽の問いに一いつ瞬しゆん言葉を止め、凪耶は何なに事ごとか考えるかのような素そ振ぶりを見せる。

「なんなのよ？」

「……ひ、み、つ♡」

　空白の見つめ合いが続く。

「私も自前でセキュリティーつけようかな」

「今度、鷲羽ちゃんの所にもつけたげるね」




　そしてその夜。

　鷲羽と凪耶は頃ころ合あいを見み計はからってクレーの屋や敷しきに侵しん入にゆうを果たした。

　凪耶がセキュリティーシステムに仕込ませたガスを吸すい込んだクレーは、ベッドの上でガーガーいびきをかいている。

「専せん門もん馬ば鹿かって悲しいわ。ネット上でいくら鉄てつ壁ぺきのガードを誇ほこってても、只ただのこそ泥どろには無む防ぼう備びなんですもの」

「これのどこがこそ泥よ。私らの装そう備びって全部、完かん全ぜんな正せい規き軍ぐん特とく殊しゆ部ぶ隊たい仕し様ようじゃないの」

「当たり前よ。全部アカデミーで開発してるんだから」

「すっごいイヤな所ね、アカデミーって」

「あったあった」

　数分もしない内に凪耶はクレーの隠かくし金庫の場所を見つけた。

「何でそんなにすぐ見つかるの？」

「その方面の情報はうちの専せん売ばいだから」

「全部筒つつ抜ぬけって訳わけ？」

「何ど処こに何があるか位はね」

　隠し金庫のデータディスクを、鷲羽は持っていた携けい帯たい端末に入れて起き動どうさせる。

「凪耶の言う通りね。パスワードすらないわ」

　データは高こう圧あつ縮しゆくされていたらしく、コピーはすぐに終了した。

「終わったわ」

「じゃあ、長なが居いは無む用ようよ」

　ディスクを金庫にしまった鷲羽は、すぐさま立ち去ろうとする。

「ねえ、鷲羽ちゃん、これ随ずい分ぶん悪あく趣しゆ味みな服ね」

　クレーの寝ている側そばに掛かけられている服を凪耶が指さしながら言う。

「制服や研究着しか見たことないものね」

「これ、メディチ（アカデミーの有名メーカー）の服ね」

「ふ～ん、クレーにしては張はり込んだわね。さあ行きましょ、凪耶」

　だが、凪耶は動かない。

「なにしてるのよ、もう」

「……女絡がらみね」

　腕うで組ぐみをしながら凪耶は断だん定ていするように呟つぶやく。

「凪耶！　悪い癖くせよ、いいから行きましょう」

　鷲羽は凪耶の襟えり首くびを引ひっ張ぱって、クレーの屋や敷しきから脱だつ出しゆつした。




　それからまる三〇時間、鷲羽は一いつ睡すいもしないで、クレーの膨ぼう大だいなデータを調べていた。

「少しは寝ねたら、先は長いんだから」

　仮か眠みんをとっていた凪耶が起き出して来る。

「ノウハウのデータらしきものがないの……」

「え～っ。……参まいったな。あいつの性格からして、絶ぜつ対たいデータはとっておくはずだし……てっきりこれだとばかり……」

　困ったように凪耶がつぶやく。

「あそこにあったディスクのは全部コピーしたはずなのに。……どうしよう」

　鷲羽の表情が曇くもる。

「何とかなるよ、元気だしなって」

　鷲羽の肩を抱だきよせ凪耶が頭をなでなでした。

「……あれ、これは何？」

　モニターに映うつっていたあるデータに気づき、凪耶が手を伸のばしてキーを叩たたく。

「……何々『私の栄光の業ぎよう績せき日記』？　……プッ、こりゃいいわ、ちょっと覗のぞいてみよ」

　嬉き々きとして鷲羽を椅い子すから退どかした凪耶がキーを操そう作さする。

「凪耶。プライベートのデータはダメよ」

「あいつは人のプライバシーをどうの言えた義ぎ理りじゃないんだから。……おっと、出た出た。……何々……」




『〇月〇日。今日凪耶の研究データバンクにアクセスする。ほとんど抵てい抗こうらしい抵抗はない肩かた慣ならしにもならない。まあ、僕にかかればこの程てい度どのプロテクトなど……』




　凪耶の顔が引きつり段だん々だん般はん若にやのようになってくる。

　延々とそこには日記の形で自らのハッカーのノウハウと自じ画が自じ賛さん、そしてそこから得たデータの（ほとんどが人のプライベートなもの）悪口が書かれていた。

「あ、あっあっあの野郎ぉ～～～～。ブッ殺す!!」

　傍かたわらにあった正規軍特殊部隊の武器装そう備びをつかんでおもむろに立ち上がる凪耶を、慌あわてて鷲羽が押さえる。

　クレーの日記には鷲羽の分もあったが、それは見ないことにした。

　それを見たら凪耶を押さえる手を離しそうだからだ。




　数日後、クレーのデータの解かい析せきと整せい理りが終わろうとした時、食料の買い出しに行っていた凪耶が嬉々として帰って来た。

「ねえ、鷲羽ちゃん。鷲羽ちゃん!!」

「どうしたの？　御ご機き嫌げんね」

「そりゃ機嫌も良くなろうってものよ。……ねえ、あいつん家に忍しのび込んだ時趣味の悪い服があったでしょ」

「凪耶が女絡みって言ってたやつ？」

「そう、貴方あなたも知ってるように、新入生には色々の事務的な手続きや学校になれるまでの間、学生ボランティアによる案内人がつくんだけど。あれね、新入生のホスト用の服だったらしいの」

「クレーが……まさか。そんな無む駄だなことする訳が……」

「ところが随ずい分ぶん積せつ極きよく的てきなの。裏で結けつ構こう悪あくどい手を使って他の立りつ候こう補ほ者しやを降おろさせたらしいよ」

「……可愛かわいい子だった…とか？」

「当たり。ホスト役と新入生の結婚率って意い外がいと高いからね」

「ふ～～ん、とうとうあいつにも春が来たか。これで少しはおとなしくなってくれるといいわね」

　余あまり興きよう味みなさそうに鷲羽は素そっ気けなく言う。

「それで終わりならこんなに喜んでないわよ。続きがあるのよ！　あのね、事務手続きの後、クレーってばその子を学校案内とか言って自分の部屋に連れ込んでさ、自己賛さん美びの講こう釈しやくを始めたんだって」

「……もしかしてあの日記のような？」

　凪耶が大きく頷うなずく。

「あちゃ、そりゃ災さい難なんだわ」

「で、それから自分の功こう績せきのビジュアルを見せようとしたら……クッ！　プハハッ……あのね、見せようとしたらね」

　凪耶が笑いを堪こらえているので、会話がなかなか続かない。

「どうしたのよ、凪耶？」

「……あのね、とてつもなく凄すさまじいポルノグラフィーが、大画面の大だい音おん響きようで出て来たんだって。キャ～～ハハハハハハ～～～～～～!!」

　そこまで言うと、凪耶は大声で笑って床の上を転げ回る。

「……え？」

　何故か鷲羽が気まずい表情に変わった。

「もうそれからが大おお騒さわぎ。その新入生の子、泣きながら事務所に駆かけ込むわ、事情を聞いた事務員からクレーに恨うらみのある学生までが押し寄せてあいつを袋ふくろにするわ、あちこちの新聞雑誌社は飛んで来るわで大騒ぎ！　今クレーの処しよ遇ぐうで職しよく員いん裁さい判ばんが開かれてるって」

「それで、クレーは……なんて言ってんの？」

「当然あれは誰かの陰いん謀ぼうだって叫さけんでるわ。まあそうなんでしょう、あいつに恨うらみを持ってる奴やつは一いつ杯ぱいいるからね。でもだとしても自じ業ごう自じ得とくよ。今、雑誌記者や生徒達がその仕し掛かけ人を捜さがしてるわ」

「……な、何で？」

「……当然でしょ。この事件は確かく実じつに今年の重大ニュースのベスト３に入るはずよ。当然その仕掛け人はヒーロー、ヒロイン大賞に選ばれること間違いないもの。……どうしたの、鷲羽ちゃん？　顔色悪いけど…って、まさか！　クレーの所に侵しん入にゆうしたあの時？」

　凪耶が鷲羽に詰つめ寄よる。

「……だっ、だって一人身で可哀かわい想そうだからデータ提てい供きようのお礼も兼かねて欲求の解かい消しようにいいんじゃないかって、ちょっと驚かして喜ばせて上げようって……そう思っただけで……別に悪気があった訳じゃあ……」

「やったぁ！　よくやったわ、鷲羽ちゃん!!」

　歓かん喜きした凪耶は鷲羽を抱だきかかえてぐるぐると回った。

「これで、今年の話題大賞はこの哲てつ学がく科かのものよ!!」

「冗じよう談だん！　そんなことしたら、私があいつん家ちに入ったことがバレちゃうじゃない」

「うっ、そうか……。……でも、鷲羽ちゃん、ちょっとだけ……」

「クレーに関わるのはいやよ」

「まあ、そりゃそうね」

　その後クレーは一か月の謹きん慎しんを命じられ、学生連中からは『たこ』というあだ名をつけられた。

　アカデミーには地球の蛸たこと似た生物がいて、アカデミーのたこは蛸たこ壺つぼのような貝に棲すんでおり、雄おすは餌えさを囮おとりに雌めすを殻からから引きずり出し、自分の貝殻の中に引きずり込んで交こう尾びすることで繁はん殖しよくする。しかもねずみ算式ならぬたこ算式と言われる程繁はん殖しよく率りつが高く、ほぼ年中発はつ情じよう期きという生物からクレーのあだ名は付けられたのだった。

「絶ぜつ対たい見つけ出して、大賞の盾たてと商品を渡してやる！」

　受じゆ賞しように招しよう待たいされたクレーが、恨みのこもった表情でインタビューに答えた。

　あの事件は受賞者不ふ明めいながら審しん査さ員いん全員一いつ致ちで大賞に選せん出しゆつされた。

　受賞者が不明というのは大会でも始まって以来のことなのだが、それが逆に長く語り継がれる要よう因いんとなる。

　クレーの言葉を聞きながら「絶対見つかるもんか」と思う鷲羽だったが、これがクレーとの長き戦いの始まりになることまでは気づかなかった。

　というか、クレーが一方的に鷲羽に突っかかってくるだけなのだが。




　クレーの技術を数か月で応おう用ようし発展させた鷲羽は、樹じゆ雷らいの皇おう家けの樹が管かん理りする部ぶ署しよ以外なら自由に侵しん入にゆう出来るまでシステムを完かん成せいさせていた。

　必ひつ要ような技術機き材ざいの調ちよう達たつ等とう、考え得うるすべてにおいてその技術を吸きゆう収しゆうした鷲羽は、すでにアカデミー最高と言われた夷い隈くま教きよう授じゆや院生の能力に近付きつつあった。

　そんなある日、ちょっとした二つの事件が起こった。

　一つ目の事件は、樹雷の最高度機き密みつファイルの検けん索さくをしていた鷲羽が、見覚えのある項こう目もくを発見し、そこにアクセスをしたのがきっかけであった。

「報ほう告こく者しや、竜たつ木き・西にし阿あ・樹雷……西阿殿の……」

　そう、そこにあったのは初めてアカデミーに到とう着ちやくした時、樹雷の皇族である西阿が血けつ相そうを変えたある事件の報告書だったのだ。

「知り合い？」

　仕事の手を休めた凪耶が鷲羽の横からモニターをのぞき込む。

「西阿？　ああ、樹雷の皇族。鷲羽ちゃんの護ご衛えいをしてきた人ね」

「ええ……えっ!?　シープリスと共にシャンクの拠きよ点てんを強きよう襲しゆうした樹雷艦かん隊たいが……ほぼ壊かい滅めつ状じよう態たいになったですって!?」

「なるほどね。上が騒がしかったのはこういう訳か」

「知っていたの？」

「さすがに詳くわしいことまではわからなかったけど、内ない密みつに夷隈教授の所に何かの解かい析せき依い頼らいがあったのは確かよ」

　その報告書に記されていたあらましはこうである。

　樹雷艦隊によって発見されたシャンクギルドの拠点は、一つの国家と言ってもいいくらいの規き模ぼを有していた。

　そこは食料から日用雑ざつ貨か、はては惑わく星せい規き模ぼ艦かんまでが製せい造ぞうされる一大プラントであり、その規模から推すい測そくして、かなり重要な中ちゆう継けい地点であることは明らかである。

　惑星『かなみつ』が執しつ拗ように狙ねらわれる理由はそこにあるのだろう。

　シャンクの激はげしい抵てい抗こうを排はい除じよしつつ、樹雷艦隊が約半分の施し設せつを壊かい滅めつさせた時である。

　惑星規模艦シープリスの百数十倍はあろうかという超大型の戦せん闘とう艦かんに動力反応が現れ始めたのだ。

　しかも、それはかなり異い質しつな船で、構こう造ぞう物ぶつのほとんどがエネルギージェネレーターらしいのだ。

　恒こう星せい一つにも匹ひつ敵てきするような凄すさまじいエネルギーが、その超大型戦闘艦に内ない包ほうされ、そのエネルギーが一瞬のうちに、シープリス──皇家の船に向けて発はつ射しやされたという。

「……でも、おかしいな。発生したエネルギー値ちからいっても、こんなチャチな攻こう撃げきになるはずないのに……」

　鷲羽はデータに記されていた計けい測そく値ちに首を傾かしげる。

　それもそのはず、発射されたエネルギーはエネルギー炉ろに発生したそれの数千分の一という数値だったのだ。

　もっとも、たとえ炉のエネルギー全てをぶつけたとしても、相手は第三世代の皇家の船である。

　彼らの物ぶつ質しつ化かしていない亜あ光こう鷹おう翼よくを突き破ることは出来ないのだ。

「しかし、皇家の船は破は壊かいされた」

　凪耶の言葉に鷲羽が頷うなずく。

　樹雷艦隊は皇家の船を沈しずめられた動揺の隙すきをつかれ、シャンクの反はん撃げきを受けてしまうものの、艦隊の八〇％の犠ぎ牲せいと引き替えに、あの大型艦とシャンクギルドの中継地を破壊したと報告書には記されていた。

「なるほど。夷隈教授は、このデータの解析を依頼されたのね」

　凪耶が鷲羽の肩越しに手を伸ばし、皇家の船が破壊された時のデータファイルを開く。

「……あら？」

　大型艦から発射されたエネルギー弾だんがシープリスに着弾した瞬しゆん間かんの映像データに、何か違うエネルギーの筋すじがあることに鷲羽が気付く。

「なに？　そんな物見えないわよ」

「そんなはずないわよ。ほらここに」

　鷲羽がモニターに映し出されている光の筋を指さす。

「ここって言われても、見えないものは見えないわよ」

「そ、そんな……」

　鷲羽は各種データチェックを行うが、たしかにその光と思われるデータはどこにも検けん出しゆつされていない。

「鷲羽ちゃん、本当に見えるの？」

「ええ」

　凪耶の問いに鷲羽は頷うなずくしかない。それが事じ実じつなのだから。

「データにないけど見える。鷲羽ちゃんにだけ。でも光鷹翼が、それと近い性せい質しつを持っていることが気になるわね。皇家の樹が攻撃を受けた際さいに亜光鷹翼を張っていたのは間違いない。でも、それでも破壊されてしまった」

「光鷹翼同士をぶつけたらどうなるのかしら？」

「そういった実験を行ったという記録はないけど……。多た分ぶん、皇家の船が破壊された原因はそこにありそうね」

　だが、二人の推すい論ろんもそこまでであった。

　データを勝手に閲えつ覧らんしてることがバレただけでも大問題だし、いくら哲学科とはいえ、アカデミーの学生が樹雷の最高機密である皇家の樹に関わることなど許されるはずなかったからだ。

　そして、もう一つの事件は、鷲羽が先ほどのデータを慎しん重ちようにコピーし、ディレクトリ階かい層そうに戻ったときに起こった。

　今までどうしてもアクセス出来なかった樹雷最さい深しん部ぶ、皇家の樹の管かん理りする場所へ突とつ如じよ繫つながったのだ。

　理由は定さだかではないが、鷲羽のハッキングの技術の向上でないことも確たしかであった。

「下か層そうに繫がってるわね。……鷲羽ちゃん、何かした？」

「何もしていないわ。何、これ？」

　そこには、初代樹雷皇となった者から現在に至るまでの皇族全ての生体データらしきものが蓄ちく積せきされていたのだ。

「遺い伝でん子し、アストラル…アセンブリー、生体強化…って何よ！　なんなの？　……これは、一体、何を作っているの？」

　そのデータは一部を除のぞいては、鷲羽や凪耶にすら理り解かいできないものばかりであった。

　樹雷の皇族が何らかの生体強化を行っているのは有名な話であったが、生体強化術を施ほどこすこと自体さほど珍めずらしいものではない。

　銀河に住む知的生命体のほとんどがその恩おん恵けいに与あずかっている程ほどだ。

　しかし大きく違っている点は、その技術レベルが桁けた違ちがいであるという事実であった。

「鷲羽ちゃんがアカデミー入学時に遭そう遇ぐうしたシャンクギルドの男は、わずかに残った細さい胞ぼう片へんから、何十世代もの時をかけ、慎しん重ちように生体強化された兵士だということがわかっているんだけど……」

「それでも、彼、西阿殿には全くかなわなかったわ」

「そう、でもここにあるデータを信じるのであれば、養よう子し縁えん組ぐみや婚こん姻いんによって樹雷皇族となった一いつ般ぱん人じんですら、生体強化によって皇族としての力を得ていることになるわ。アカデミーの技術の粋すいを集めたってそんなこと不ふ可か能のうよ！」

　鷲羽と凪耶が互いの顔を見つめる。

　今、自分達は関わってはいけないものに触ふれているのかもしれない。

　しかし、科学者としての純じゆん然ぜんたる興味が、その恐きよう怖ふを凌りよう駕がしていた。

　理解できないデータの波をかきわけ、鷲羽と凪耶が更さらに奥深く潜もぐって行こうとした途と端たん、突とつ然ぜんアクセスが遮しや断だんされてしまった。

「見つかったか!?」

　一瞬そう思ったものの、ハッカーに対するカウンターアタックは発はつ動どうしない。

『事じ故こなのか…故こ意いになのか……』

　鷲羽達にそれを確かめる術はなかった。

「しかたないわね。これ以上の深入りは危険だわ」

　凪耶の言葉に鷲羽もうなずく。

「……それにしてもこのデータをどう扱うべき……ゲッ!!」

　記録したはずのデータが最深部に接せつ触しよくしたあの部分だけがきれいになくなっている。

　その他の樹雷の機密データには手を付けられてないのにだ。

「なんなのよ、これ？」

　困こん惑わくしか出来ない凪耶とは裏うら腹はらに、鷲羽の中にはわずかなデータから導みちびき出された仮か説せつのようなものが出来上がっていた。

「ねえ、凪耶。これは推すい測そくなんだけど、樹雷の生体強化は、何らかの核かくとなるデータによる生体や精神体の組み替えなのかもね」

「た、確かにそうね。あのデータの中で、私達でもほんのわずかしか理解出来ないんだから。他に考えられるとすれば、その核が今も皇家の人間の生体データのフィードバックを受けている、ってことぐらいかしらね」

「……ええ。でも、それは何をしようとしているの？」

　鷲羽はその事こと柄がらについて強い興きよう味みを引かれている。

　科学者としての、というより何かもっと奥深くから湧わき起こる衝しよう動どうと言ってもよかった。

「鷲羽ちゃん。今のデータは私達にとって凄すごく興味ある出来事だけど、重要なものではないわよ」

　鷲羽の思いを察したのか、凪耶が釘をさす。

「今の当面の目的のためには関係ないことよ」

「……そうね、そうよね」

　鷲羽はデータを閉じて、自分が本来やるべき作業に戻った。




　四年の月日が流れた。

　そして今、鷲羽は『世二我』の地に立っている。

　各国のシステムへの介かい入にゆう、樹雷が誇る情報網の攪かく乱らん、高速恒星間宇宙船のさらなる改造及び新型エンジンの開発、個人データの書き換え、本物そっくりの擬ぎ体たいの開発。

　すべて、この時のためにやってきたことだ。

　鷲羽は雪の降りしきる空を見て、ここまで付き合ってくれた凪耶に感謝する。

「やっと、ここに……」

　やっと会える。

　あの子に会える。

　鷲羽は、わが子の住む方角を見み据すえたまま感かん慨がいに耽ふけっていた。







　　　鷲羽わしゆうと凪な耶じや







　一面が雪に覆おおわれている小高い丘の上に、不ふ釣つり合いなほど大きく、そして豪ごう華かな屋や敷しきがあった。

　かなり大きな古い調ちよう度ど品ひんのある子供部屋には、風か邪ぜをひいて寝ね込こんでいる少女がおり、その傍かたわらには、少女の母らしき女性がおだやかな表情で佇たたずんでいる。

　娘の額ひたいに触ふれて熱を計った女性は、思ったよりも熱が下がっていることに安あん堵どし、少女の頰ほほに触ふれながらそっとつぶやく。

「おやすみなさい、光み雪ゆき」

　光雪と呼んだ自分の娘から離はなれた女性は、娘が起きないように気を使いながらそっと部屋を出た。

　ここは九く羅ら密みつ美み釀かもの屋や敷しき、そして今いまし方がた娘の部屋から出てきた女性こそ、現げん在ざいの美釀の妻、恋こ順よりであった。

　恋順は廊ろう下かを少し歩いてから、寝ついた娘を脅おどかさないよう低いしかし強い意志を込こめた口く調ちようで尋たずねる。

「そこにいるのは誰だれです？」

　娘を寝かしつけている時から何者かの気け配はいを感じていたし、今その気配は自分のすぐ近くにいることを恋順は確かく信しんしていた。

　廊下の暗がりに、まるでテレポートしてきたような俊しゆん敏びんさで人ひと影かげが浮うかぶ。

「こんばんは」

　そう言ったのは、白はく眉び鷲羽であった。

「あの人のおっしゃる通り、セキュリティーガードの見直しが必要ですわね。鷲羽様、こちらにどうぞ」

　現あらわれた鷲羽に驚おどろくことなく事じ実じつだけを述のべた恋順は、客人をもてなすような仕し草ぐさで奥の部屋へと誘さそう。敵てき意いも害がい意いもないことを示したのだ。

　鷲羽の通された部屋は、一番良いゲストルームだった。

　応おう接せつ間まのソファーに座すわってお茶をすする鷲羽の向かい側に恋順も腰こしを落ち着かせる。

「ここへ来るのを予よ想そうしてたようね」

「鷲羽様は必ずここにみえられるとずっと前から聞いていました。……美釀は２日前から所しよ属ぞく不ふ明めいの船の侵しん入にゆうを探たん知ちし、ずっと本部の方に詰つめられてます」

「やれやれ、見つかってたのか。予想以上だな。……それにしてはスクランブルもかからないのは何な故ぜなの？」

「世せ二に我わの正せい規き軍ぐんには探たん知ちされてはいません。探知したのは美釀の私し設せつ軍だけです」

「なるほど、あいつは優秀な生徒だったからね。でも、ちょっとショックだな」

「鷲羽様がみえられるのはわかっていましたので。幾いくつかの侵しん入にゆう予想ルートを設せつ定ていして軍には極ごく秘ひで独どく立りつしたシステムを開発しました。一いち応おうの完かん成せい品ひんが設せつ置ち出来たのが半年前なんです。でも侵入を探知出来ただけで今はロストしています」

「クスッ、Ａ評価をあげるって言っといて」

　苦く笑しようしながら鷲羽が言った。

　初めて会うというのに、何年かぶりに再会したような雰ふん囲い気きが二人の間を流れていた。

　美釀という名の風が。

　恋順は窓の外の雪を見つめなから口を開く。

「美釀が申しておりました。夷い隈くま様や凪耶様、鷲羽様のお陰かげだと。あのアカデミーの時代が一番楽しかったと」

「……もう、思い出なんだね。あいつにとっても」

　その言葉を聞いた恋順は、目の前にいる鷲羽にとっても、美釀が思い出になりつつあることを知った。
















　それまでは鷲羽の前では美釀のことを自分のものという言葉、つまり夫という名めい称しようで呼ぶのは避さけていたのだが。

「ありがとう。貴女あなたには感かん謝しやしてるよ」

「はっ？」

「ここへ来た時からずっと見てたよ。美み雲くものこと……」

「鷲羽様、私には美雲ちゃんと同じ年に生まれた娘がいます。それがどういう意味かおわかりになりますか？」

「美釀と同じ、ということね」

　鷲羽の答えに恋順が頷うなずく。

「二人で誓ちかったのです、この星を変えて行こうって。子供達には決して同じ思いはさせないようにって。……もう私達は家族です。ですから、渡しません。誰にも」

　恋順が強い意い志しを込めた目で鷲羽を見る。

　鷲羽も同じように恋順を見つめ返す。

　言葉もなく見つめ合う二人。

　窓の外から聞こえてくる風の音だけが時間の流れを感じさせた。

　やがて、恋順がゆっくりと目を閉じる。

「その目、美雲ちゃんにそっくりですのね……」

　少し悲しげに笑うと恋順はソファーから立ち上がった。

　美雲を渡さないと言ったものの、鷲羽と美雲が親子であることもまた事じ実じつなのだ。

　どちらが正しいのか、明めい確かくな答えがあるわけではない。

　だから。

「今日はここに泊とまってらして下さい」

　扉とびらの方へ歩いた恋順は、ふと足を止める。

「……明日は久しぶりに晴れそうです。美雲ちゃんしばらく外でボール遊びが出来なかったから喜びますわ」

「…………」

「……では、ごゆっくり」

　軽く一礼して恋順は部屋を出ていった。

『……美雲をつれて行くチャンスをくれたのね』

　そう考えながら、鷲羽はいつまでも彼女の消えたドアを見つめている。

　いや、そうではない。

　彼女が見ようとしているのは、自分の中にある本当の答えであった。




「こんないい天気なんですもの、たまには外で遊んで来なさい」

　翌よく日じつ、恋順はそう言って美雲にボールを渡した。

「……気をつけてね」

　走って行く美雲の後ろ姿すがたを悲しげに見つめる恋順は、思いをふりきるように家へ入り、食事を持って光雪の部屋に行く。

「……光雪？」

　部屋で寝ねてるはずの娘がいない。

　掛かけ布ぶ団とんがベッドから床ゆかにずり落ちている。

「……まさか」

　娘を捜さがす恋順は、テラスから一階へ下りる階かい段だんに子供の足あし跡あとを見つける。

「あの子の目の前で美雲ちゃんがつれて行かれるのを見せたくなかったけど……」

　彼女は少しの間、躊ちゆう躇ちよしていたが衛えい兵へいを呼び、娘の後を追うよう命令した。




　──間に合ってほしい──




　しかしそれは一人の母から子供を奪うばうこと。




　──間に合わないでほしい──




　それは大事な家族がいなくなること。




　彼女の中でそれらの考えが葛かつ藤とうしていた。




　雲一つない陽ひの光が、まっ白な雪に反はん射しやして幻げん想そう的てきな空間を生んでいた。

　その中に鷲羽と美雲がいた。

　鷲羽の手には美雲が遊んでいたボールがあった。

　互たがいに緑色した瞳ひとみを向けあう。

　見つめ合っていた。

　ただ、見つめ合っていた。

「坊ぼうや……」

　ゆっくりと手をさしのべる鷲羽に答えるように、美雲が手を上げる。

『もうすぐだ、もうすぐ……』

　鷲羽がそう思ったその時、美雲を呼ぶ光雪の声が響ひびきわたった。

「お兄ちゃま！」

「──!?　……光雪？」

　咄とつ嗟さに振ふり向いた美雲は、白い息を吐はき出している光雪に駆かけ寄よる。

「お兄ちゃま」

「まだ寝てなくっちゃダメだって、母様に言われたろ」

　そう言うと美雲は甲か斐い甲が斐いしく自分のマントを光雪にかける。

「お兄ちゃま！」

　美雲を抱だきしめながら自分を睨にらんでいる光雪の目を見た鷲羽が、かすかに息をのむ。

『……夕べのあの人によく似ている。美雲を渡さないと言ったあの時の目に』

　光雪を心配している美雲を悲しげに鷲羽は見つめる。

『このまま奪うばい去ろうか？』

　そんな自じ虐ぎやく的てきな暗い想そう念ねんに駆られる。

　そうしたい。今すぐにでも。

　その刹せつ那な。

「ごめんなさい」

『──!?』

　鷲羽は自分を見つめる悲しげな少女の目に気付くのだった。

「ごめんなさい。ごめんなさい！」

　泣きながら鷲羽を見るあの目は──。

『美雲を自分のものにしたいのに鷲羽を思いやって結けつ局きよく出来ない、優しい夕べのあの女ひとと同じ目……』

　深いため息と共に鷲羽は目を閉じる。

『いいわ、お嬢じようちゃん。……貴女あなたの勝ちよ』

　小さく、小さくつぶやくと、鷲羽は、辺あたりに地じ走ばしりを作り出す。

　瞬しゆん間かん、何もかもが白になった。

　鷲羽の身体からだが地走りの中に溶とけていく。

　思いを、願いも、全てを。




　──さようなら、坊や──




「いいの？　……鷲羽」

　無む言ごんのままブリッジに帰ってきた鷲羽に、発はつ進しん準じゆん備びを整ととのえている凪耶が言った。

「子供はいつか親元を離はなれて行くものだけれど、まさかこんなに早くその時が来るとは思わなかったわ。……でも美雲はもう自分がいるべき所を見つけてしまった」

「……早い話が男を獲とり合って、小娘に負けたってことね」

　情じよう緒ちよもへったくれもないが、これが凪耶なりの慰なぐさめ方だ。

「うっ……そ、そうとも…言うわ」

「お子様にアダルトな魅み力りよくはなかなか解わからないからね。……子供の姿なら勝てたんじゃない？」

「フフッ、そうかもね。失敗したな」

　凪耶が思っていた以上に、鷲羽はすっきりとした表情をしていた。

「じゃあ、帰ろ。鷲羽ちゃん」

「そうね、帰りましょう」

　鷲羽と凪耶の船が発進していく。

　ドーム状のモニターに映る『世二我』を鷲羽は黙だまって見つめている。

　その胸に去きよ来らいするものは、母親の喜びであった。

　実の息子むすこがしっかりとした女性に育てられてすくすくと育っているのだから。

　今こん生じようの別れではないのだから。

　素す敵てきなお嫁よめさんだっていた。

　ちょっと気が強そうだったけど。クスッ。

　そしてなによりも、あの子は幸せそうだった……。

　ならばそれ以上、望むことはない。

　私にもやるべきことはたくさんある。

　三つの宝ほう玉ぎよくのことも、自分自身のこともまだわかってない。

　そう、まだまだこれからなのだ。

　凪耶が笑いかけてくる。

　口元をかすかにゆがめて鷲羽が答える。

　そして。

　遠くなった『世二我』から視し線せんをズラして漆しつ黒こくの宇宙を見つめる。

　空くう虚きよさと、そして恐こわいほどの解かい放ほう感かんが鷲羽を包つつんでいた。





「真・天地無用！　魎皇鬼　参の巻《鷲羽》」終わり









　　　あとがき








梶かじ島しま　正まさ樹き　　






　皆みな様さま、お待たせいたしました。

　……えっ？　待ってなんかいなかったって？　（と、まあ使い古されたツッコミを入れつつ…）前巻より数えて一年と数か月。この間いろいろな出で来き事ごとがありました。

　ＯＶＡが三タイトル、ゲーム二タイトルやＴＶシリーズの準じゆん備びやら…もう誰だれに当たり散ちらせばいいのやら、ってな感じでいろいろあった…もっとも今も継けい続ぞく中ちゆうなのですが…。

　まあとにかく！　いろいろありました。（しつこい）

『だから遅おくれました。ごめんなさい』

　てな訳わけで……春ですね。

　私、幸いなことに花か粉ふん症しようではないので春は楽しいです。

　このまま何もかも忘れてボ～～～～～～～～～～～～～～～～ッとしていたいです。

　別にどこか行きたいという訳じゃなく、ただ美み星ほしや魎りよう皇おう鬼きのようにホケ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッとしていたいだけなのです。

　春が来て、夏が来れば秋が来る…冬の後にはまた春が。来るくるクルクル私の頭………ただ今、時計は午前六時（まだ百行にならんか？）いい具ぐ合あいのナチュラルハイ状じよう態たいであります。黒田君が忙いそがしいもんだから対たい談だんが出来ませんですもんだから「あとがき、百行分くらい書いて下さいな」ってメールがまいりました。でも書くことがない上に、とにかく今は頭が回りません。たぶんこれから寝ようと何しようと、状じよう況きようは好転しないでしょう。そこで…………。







　あとがきショート劇場『魎皇鬼　チョウチョ追いかけ禁きん止し命めい令れい』




　それはある春の日のことでした。

「天てん地ちに鷲羽わしゆうさん、ちょっといいかの？」

　昼食にやってきた天地の祖そ父ふ、勝かつ仁ひとが天地と鷲羽を呼びます。

「？　………じゃあ、私の部屋で話そうか」

　勝仁の表情から、何か重じゆう要ような話だと気付いた鷲羽が二人をつれて階段下のドアに入って行きます。

「みんな、ご飯はんだよ」

　砂さ沙さ美みの呼びかけに全員が揃そろいます。鷲羽や天地、勝仁も研究所から出てきます。

「なんの話だったんだ？」

　魎りよう呼こが訊たずねます。

「あんたには関係ないよ」

　鷲羽が素そっ気けなく言います。

「チェッ」




　昼食が終わり、窓の外には春の柔やわらかな日差しの中、花の蜜みつを求めたチョウチョが数羽飛んでいるのが見えます。

「ミャア！」

「魎皇鬼」

　外に出ようとした魎皇鬼を天地が呼び止めます。




「魎皇鬼。もう、チョウチョを追いかけちゃダメだよ」

　何い時つにもなく神しん妙みような面おももちの天地と鷲羽が言いました。

「ミャア？」

　突とつ然ぜんのことに魎皇鬼は訳わけも分からず、きょとんとしています。

「……魎皇鬼。チョウチョを追いかけちゃダメだよ」

　もう一度天地が言います。

「…………ミ、ミィ～～～～～」

　やっと言葉の内ない容ようを理り解かいした魎皇鬼が、目にうっすらと涙なみだを浮かべます。

「どうしてなの!?　天地お兄ちゃん！」

　横で聞いていた砂沙美が思わず声を上げました。

「確たしかに魎ちゃんは、猫ねこさんの習しゆう性せいも受け継ついでるからチョウチョを追いかけるのに夢む中ちゆうになって山を転げ落ちていったり川に落ちたりするけれど……」

「あのね、砂沙美ちゃん」

　鷲羽が優しく話し始めます。

　魎皇鬼は戦せん闘とう用よう艦かんのコンピュータユニットです。

　たとえチョウチョを追いかけて崖がけから転げようと川に落ちようと、そして車に跳はね飛ばされようとも傷一つ負うことはありません。

「そりゃあ当とう然ぜんよ！　何せ私の作った最高傑けつ作さくだから」

「あの…鷲羽さん」

　話の脱だつ線せんし始めた鷲羽を制せいして天地が続けます。

「でもね、砂沙美ちゃん。他の人は…普ふ通つうの地球人はびっくりするんだよ」

「あっ……………………」

　そうです。見た目が幼よう稚ち園えん児じの年少組、愛らしいちっちゃな子がチョウチョを追いかけて崖がけから転げて川に落ちて、そして車に跳ね飛ばされたら大おお騒さわぎになります。

「……はあ」

　どうやら砂沙美ちゃんも納なつ得とくしたようです。

「ミィ～～～～」

　魎皇鬼は……納得できないようです。

「しょうがないよ、魎ちゃん」

　優しく砂沙美が言います。

「……ミィ」

　こうして魎皇鬼は天地達の誰だれかが一いつ緒しよの時以外には、チョウチョを追いかけることを禁止されました。




　そして数日後。

「魎皇鬼……もうトンボを追っかけちゃダメだよ」

「ミィ～～～～」


おわり　　　　　






　以上、あとがきショート劇場でした……はい、黒田君タッチ。







　　　あとがきのあとがき








黒くろ田だ洋よう介すけ（スタジオオルフェ）　　






　すんませぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!　二人のビッグショーは今回もありませぇぇぇぇん……つーかそんなのより俺おれは梶島さんの私的で素す敵てきな文章が読みたいからお前のパートなんかいらねーよオラオラドララァな方にはちょうどいいかもしれないし、これでよしとしますって言い訳だよな本気でマヂで。

　しかし、今回は（今回も？）裏うら方かたであるはずの俺が、梶島さんにご迷めい惑わくをかけっぱなしアーンド頼たよりっぱなしで、文庫の発売を延えん期きさせちゃうわ、文章を書き上げるよりも先に梶島さんのイラストが完かん成せいしちゃうわ、梶島さんに文章チェックを急がせるわ、担たん当とう編へん集しゆう者しやの佐藤ちゃまの小こ皺じわが一気に七億おく万まん本ぼん増ふえてしまうようなご心しん労ろうをかけてしまうわ、ようするにスタッフの中に人を人とも思わない凶きよう悪あく極ごく道どう星せい人じんがいるんですがつまり俺ですがすみませんですがちゃんと謝あやまれよ俺よ俺よ。俺のバカバカ。お星様なんか大だい嫌きらい俺おれ節ぶしー。

　しかしこの三冊目《鷲羽わしゆう》の刊かん行こうによって、梶島氏が真・天地用に作ったプロットを八つまでクリアすることが出来ました。全部で一六プロットあるから後八プロットになるわけで、ようやく折おり返し地ち点てんに辿たどり着きましたぜダンナな気分で、後三冊は書くことになるんだなぁ多た分ぶん二一世紀になっても俺は天地に関わるんだなぁすごいなぁと思っている今日この頃ごろですが仕事したほうがいいですね。そうそう今回のお話には同どう人じん誌しとかで梶島さんが描かいてた朱あか螺ら凪な耶じやが初めて表おもて舞ぶ台たいに登場したり、二巻目で登場したキャラクターの遠とお縁えんが微び妙みような感じで登場してたり、樹じゆ雷らいの闘とう士しはかっちょぶーだったりと見み所どころいっぱいで、梶島さんはこうやってファンの心を鷲わし摑づかみにしてブルブル振ふり回してそれでも離はなさない鬼き畜ちくなスーパークリエイターとか思いながら俺はお手伝い程てい度どですけど文章を書いているわけです。つーより俺自身が楽しんでいるんですね、梶島さんが作り出す天てん地ちワールドを。

　なんか、最初からこんなにも壮そう大だいな物語を梶島さんはお考えになっていたのか、すげーよ梶島先生、一生ついていくっスよ、あんた海みたいだよ……とか思っている夢見がちな清少年＆清少女＆清青年（なんかいやらしい表現だな）にズビシッと正直に書いちゃうけど、そんなことはナシナシのナッシングでマヂでそうじゃありません。梶島さんと天地のアニメからもう五年ほどつきあっている黒田は、一か月単たん位いで聞いたこともなかったり見たこともない設せつ定ていをあっさりと知るのですよ。ホントに。しかもそれがいままで作った設定と見み事ごとに調ちよう和わしてたりするから驚おどろきなのです。ですから梶島天地ワールドはきっと梶島さんが死ぬまで、宇宙のように膨ぼう張ちようして膨張して破は裂れつするまで膨張していくんだろうなぁと思って、こんなすっげーたくさんなネタを全部物語にするためには《ペリーローダンシリーズ》みたいに複数の作家で週間発行するしかないですよ、こらこら富士見さんマジメに受け取るなよフレンチなオルフェジョークだよまいったねこりゃ状じよう態たいに陥おちいるのです。

　まあ、この本が出たことで漫まん画が家かの奥おく田だひとし先生も漫画版天地の新しいネタが出来るのではないかと思いますので、がんばって漫画描かいて欲しいと切せつに願うシャア・アズナブル。奥田さん、今度飲みに行きましょうね（だから、そーゆーことは電話で言いなさいよ俺）。え、仕事？　ん～んんんん～♪　つーか、今日だけは無礼講だぁぁっ。みんな、踊おどれ騒さわげ泣け額ひたいを搔かきむしれ笑え悩なやめ歌え吠ほえろ落ち込め。チャンチャカチャンチャカ、あ～れ～よいではないかよいではないか……ジョジョ終わっちゃったよー!!（大だい驚きよう愕がく!!）

　まあ、そんなこんなで今も梶島さんとは、天地以外にもＷＯＷＯＷで絶ぜつ賛さん放ほう映えい中ちゆうであってほしいと願う『ＤＵＡＬ～ぱられルンルン物語～』でご一緒させてもらってます。一いち応おうシリーズ構こう成せいという肩かた書がきはもらってますが、梶島さんの膨大（なんでいつも、そんなに膨大なんですかっ!!）な設定を一三本のシリーズに納おさめるというまとめ作さ業ぎようの方に忙ぼう殺さつされてはっきり言って俺はただの交通整理野郎な感じですが楽しんでやってますのでＢＳアンテナを持っている人は必ず観みるようにしなさい（ノンスクランブル～つまりタダ放送なのでいい感じだゾ）。なんでこんなこと書いてるかと言うとデュアル天地の梶島繫つながりではなく、富士見書房さんの発行のドラゴンジュニアで漫画連れん載さいされているからに決まっております。社長に頼たのまれてもいないのに商売人の息子である黒田が勝手にやった巧たくみな連れん鎖さ的てき宣せん伝でん戦せん略りやくなわけですよいわゆるすなわち。しかも、漫画版作者はあのうしだゆうじ先生です。先生は覚えてらっしゃらないと思いますが、実は俺一回ご一いつ緒しよにお酒を飲んだことがあるんですよ。よーするにただの自じ慢まんなのですよ。アニメ制作でも梶島さんはシナリオチェック、絵コンテチェック、元デザインの提てい出しゆつなど、目まぐるしく働いてらっしゃって、端はたから見てても大変そうだなぁとか思うんですが、そんな俺がこの小説で梶島さんの足を引ひっ張ぱってどうすんのよ。万ばん死し＆滅めつ殺さつ＆断だん罪ざい＆死し国こく＆りんぐ＆らせん＆さりげなく宣伝＆いい感じ。でもさでもさ、俺生まれて初めてリアルロボットのアクションシーンをシナリオで書けたんですよ。俺の中のアニメ史に残りますよ、最初の作品は『ぱられルンルン物語』でーす。……このタイトルだけだとものすごく噓うそっぽく聞こえマスナ。

　ここらで、俺のことなどをちょいと書かせてもらいますねん。富士見さんで書かせてもらっている小説では『魔法少女プリティサミー』も『フォトン』も見事なまでに散りやがって（素す直なおに完かん結けつしたと言え）、今やっているのは、この真・天地シリーズだけになってしまいました。おしまい。なんてことはなくてさー。ついに富士見さんで完全黒田オリジナルの小説シリーズをスタートさせる予定になったんですよーっ!!　初予定化万ばん歳ざい!!　祝しゆく予定化万歳!!　なんて素す晴ばらしい予定をしてくれるんだドラゴンマガジン編集部。俺は男泣きにむせび泣いてギャーギャー泣いておりますよ泣いてばかりが多くてライター失しつ格かくで泣きそうです。内ない容ようはなんか信じられない感じのするものとしか言いようがないのですが、予定が決定になるように努力しておりますので、もし決定したらちょっとは気にしてやってください。あ、イラストはサミーやフォトンで黒田とのホモ説がまことしやかに囁ささやかれ、倉くら田た英ひで之ゆきが嫉しつ妬としているという噂うわさもまことしやかに流れている羽う音おんたらく先生だ!!　そうそう、だいぶ前の話なんですけど、天地やフォトンのシリーズを梶島さんとやっている時、俺言ったんですよ。

「梶島さん、俺がオリジナル作品をやる時、絵を描いてもらえますか？」って。そしたら「いいよ」って言ってくれたんです。この男の誓ちかい（梶島さんは軽く承しよう諾だくしただけだなんて言うなぁぁぁっっっ!!）はまだ果たしておりませんが、絶ぜつ対たいに実じつ現げんさせようと努力しております。自分の文章的、物語の構こう成せい的てきスキルがあと３レベルぐらい上がったら、胸を張はって梶島さんにお願いしようと。一〇年後、いきなり梶島さんに「絵描いてくださいいっっっ!!」とか言ったらどうなるだろうなんて悩なやむ前にとっとと仕事しろよ俺よ俺よ。でも、黒田的デュアルの仕事はついさっき終わりました。ようするに、真・天地やらないでデュアルやってたんですよ。どっちも梶島作品だから俺としてはどうしていいのかわからずにわかってるくせに、佐藤ちゃまの小皺の数を無む視しして毎週放ほう送そうのあるデュアルを優ゆう先せんさせたのにもかかわらずシナリオを遅おくらせてアニメ制せい作さく担当の浅あさ田ださんにムッとされてあーもう二に兎とを追う者は二兎を得……てやろうじゃねぇかぁぁぁっ。と気き張ばったにもかかわらず、結けつ局きよく一兎止まりだったわけです。格かく言げんも難むずかしいものですな。

　長々とアホみたいなこと書いてますがアホですが、あほーですかーなんてなギャーッハハハハ（地じ獄ごく反はん省せい中ちゆう）。てなわけで、次なる真・天地第四巻はＯＶＡ第一期で天地と戦ったあのお方が再び登場してくれることになりそうです。ここではっきりと明めい言げんしておきますが、真・天地で描えがかれた天地ワールドの過か去こは未来をも予よ見けんしております。来きたるべき（本当に来るかどうかわからないけど）ＯＶＡ第三期シリーズのためにも、真・天地シリーズをしっかり読んで予習して欲しいと思っている最近の俺なのでした。つーか、この本書いてて久しぶりにシナリオで魎りよう呼こや阿あ重え霞か達を書きたくなってきたでござるよニンニン。


Ｐ．Ｓ．各方面で予告してたくせに長らくお待たせしておりましたが、ついに黒田洋介が所しよ属ぞくするスタジオオルフェの公式ホームページが出来ました。というか、これ以上噓つきになりたくないので大急ぎで作っただけの、はっきり言ってな～んもないところですが、ものは試しにって感じでアクセスしていただければやっぱ試ためしただけだった失敗失敗大だい後こう悔かいでございますよなんて気分になれること請うけ合い。




Ｐ．Ｓ．（梶島）イラスト描くって言ったの、ちゃんと覚えてるよ。




Ｐ．Ｓ．（黒田）うわーい。







おしまい












真しん・天てん地ち無む用よう！魎りよう皇おう鬼き




参の巻《鷲羽》








黒くろ田だ洋よう介すけ　梶かじ島しま正まさ樹き
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